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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「ついにこの日がやってきたか…………」

　僕は一人、自室で卓上カレンダーを手に取りながらつぶやいた。

　この卓上カレンダーは、常つね村むら良りよう人と宛あてに届いた、ある人物のファンクラブ会員限定グッズである。会員には毎年、正月のごあいさつと共に送られてくるのだ。

　今日は五月三十日。

　カレンダーには、鯉こいのぼりと美少女が写っている。五月といえば端たん午ごの節句、つまり男の子のイメージではあるが、写っているのは男の娘こではなく、間違いなく美少女だ。

　カーテンの閉まった自室の窓を見た。

　二階にある僕の部屋。その窓の向こうには、カレンダーに写っている美少女の部屋がある。

　記き憶おくの中にいる彼女と、この写真の中にいる美少女を比べて、ふと疑問に思う。本当に同一人物なのか、と。

　双ふた子ごという可能性はないか？　多重人格とか。異次元同位体？

「はあ」

　思わずため息が漏もれる。ついでに首も横に振ってやる。

　ぎしりとイスが軋きしんだ。

　そんな可能性、ないな。

　だって、僕は彼女に実際に会って、声も聞いてるんだ。彼女は彼女で間違いない。

　カレンダーを一枚ぺらりとめくる。

　六月の写真は、美少女がカッパを着て傘かさをさしている写真だった。

　こんなにもカッパをかわいく着こなす人物が他ほかにいるだろうか。

　くやしい。

　くやしいけど、かわいい。

　なんなの？　どういうことなの？

　そうか、二次元だ。

　写っているのは三次元に存在する女の子だけど、写真におさまっている限りは文句も言わないし暴力も振るわない。

　二次元の魔ま力りよくにかかれば、あの暴力女もこんなに美少女になるのだ。さすが二次元。一生お付き合いしていきたい。

　おっと、そんなことを考えている場合じゃないぞ。見たかったのは写真じゃないんだ。

　写真に目を奪うばわれながらも、目的の日付を探す。

　簡単に見つかった。

　大きく丸印がついていたからだ。

　六月六日。バースデー。

　赤い文字でそう書かれている。

　そう、もうすぐやってくる六月六日は、この写真に写っている美少女の誕生日なのだ。

『ヴヴヴッヴヴヴッヴヴヴッ』

　びくっ。

　机の上で震ふるえだしたケータイに驚おどろいて、とっさにカレンダーを机の中にしまう。

　せっかくの卓上カレンダーだが、いつも机の中に入れっぱなしである。

　なにかの拍子で本人に見つかったら、なにを言われるか分かったもんじゃないからなあ。実際に彼女が僕の部屋に来たこと、何度かあるし。

　二つ折りのケータイを開く。

　そろそろ僕もスマートフォンに買い換えたいところだ。先日母親に頼んでみたところ、「そんなにうちの家計をスマートにしたいの!?」と言い返されてしまった。当分は機種変更できそうにない。

　ディスプレイにはラジオのスタッフさんの名前が。

　電話をしてくるなんて、めずらしい。なにかあったのだろうか。

「はい、もしもし」

『あ、もしもし？　村むら人びとくん？』

　僕がなんやかんやでパーソナリティを務めることになった、『ラジオの法ほう則そく』のディレクターさんだ。

　彼の言った「村人」という名前が、ラジオ上での僕の名前。正式には『村人Ｂ』という。いままでリアル社会のモブキャラだった僕には、ちょうどいい名前だ。

『おつかれー』

「おつかれさまです」

　なにがお疲れなのか分からないけど、言われたのでオウム返ししておく。朝でも昼でも晩でも使えて、便利なあいさつだ。

　当然、実際に疲れてないときだって使っていいのだ。

『いま電話、大だい丈じよう夫ぶ？』

「はい、大丈夫ですよ」

『えーと、次回の収録についてなんだけどね』

「はい」

『ほら、収録の翌日って、音おと無なしさんの誕生日でしょ？』

　なんてタイムリー。僕もいま、カレンダーで確認をしていたところなんですよ。

　そう、六月六日が音無さんの誕生日なのだ。どうやらスタッフさんは、その前日に行う収録について電話をくれたらしい。

「そうでしたっけ」

　でも、知らなかったふりである。誕生日までチェックしてるなんて知られるの、恥ずかしいじゃん？　それも、関係者に。

『あれ？　知らなかった？』

「そう…………ですね」

『そっか。じゃあ、ちょうどいいかも。実はね、次回の収録は音おと無なしまどかバースデースペシャルをやろうと思ってるんだ』

「あ、そうなんですか」

『それでね、一応スタッフからはプレゼントを用意してるんだけど、村むら人びとくんはもうなにか準備しちゃってるかなと思って』

　プレゼント……かあ。

　考えてなかったこともなかったというか、なんというか。

「いえ、なにも準備してないですけど。ああ、企画的になにかしたほうがいいですか？」

『いいのいいの！　じゃあさ、こっちでケーキの準備してるから、これをスタッフと村人くんからってことにしてプレゼントしよう』

　むむ、それは助かる。

　助かる……けど。

「いいんですか？」

『いいよいいよ。ケーキ屋に注文するだけだし。んじゃ、こっちでやっておくから』

「すいません、お願いします」

　思わず頭を下げる。電話なのに。よく街中でサラリーマンが同じような行動をとっているのを見るけど、そうか、なるほど。僕もこうやって大人おとなになっていくんだね。

『このことは、音無さんには秘密だよ？　サプライズだからね』

「ですよね、はい。分かってます」

『じゃ、よろしく。また今週の土曜にね』

　ケータイを耳から離して、もう一度カーテンの閉まった窓を見る。

　スタッフさんは気を利きかしてくれたけど…………。

　音無さんには、なにかとお世話になってるしなあ。やっぱり僕は僕で、用意しておいたほうがいいよな。

　しかし困ったぞ。

　なにをプレゼントしたらいいんだ。

　女の子に贈おくり物とか…………。しかも相手は誰だれもが知ってるアイドル声優。物をもらうことに関しては、とんでもない経験を積んでいる人だ。

　さらにあの性格。

　下へ手たな物をプレゼントしてみろ。鼻で笑われて終わりなんじゃないか？

　うわべだけの笑顔で「ありがとう」とか言われても、こっちが惨みじめな気持ちになるだけだぞ？

　どうすんだよ。なんかこう、気の利きいた物がいいなあ。

　ぱっと頭に浮かんだのはアクセサリー系だけど、どうなんだろう。喜ばれるのだろうか。

　ネックレスとか？

　音おと無なしさんは髪が長いから、ヘアピンとか？

　指輪……は、重すぎるよな。

　逆に考えよう。

　僕が誰だれかに誕生日プレゼントをもらうとしたら、なにが嬉うれしいかな。

　……………………図書カードかな。

　うわあ、嬉しいけど、嬉しいけど！

　女の子への誕生日プレゼントにしては味気なさすぎるだろ。

　むむむむむ。

　妹の愛あ好こには、いつもなにをあげてたっけ。

　あー、お菓子だな。基本的に食べ物だわ。たしかに食べ物系は後あと腐くされなくていいんだけど、すでにケーキの準備があるのに、そこへさらにお菓子ってのもなあ。

　うーん、一人で考えてても埒らちがあかないし、愛好に相談してみるか？　あいつも一応、中学二年生の女の子だし。

　自分の部屋を出て、隣となりの部屋へ。

　ノックをするも、返事なし。

　現在午後四時を少しまわったところ。日曜のこの時間だ。出かけてるのかもしれない。

　一階のリビングも見てみるか。

　階段を下りる途中で、テレビの音が聞こえてきた。

　こっちにいたのかな？

　リビングのドアを開けて、中に声をかけてみる。

「愛好？」

「ん？　なーに、兄さん」

　ソファの陰から足だけがひょこっと出てきた。どうやらソファに寝っ転がっているらしい。

「足で返事すんな」

　注意しながら、ソファの正面へと移動する。

　うわ、こいつスカートじゃねえか。

　角度が角度なら、丸見えになってたぞ。

　家の中だからって、家族しかいないからって、油断しすぎだろう、こいつ。

「おまえ、もうちょっと乙女としての慎つつしみをだな…………」

「そんなの学校で死ぬほどやらされてるんだから、家でくらいゆっくりさせてよー」

　なにを休日のサラリーマンみたいなこと言ってんだよ。

　たしかに、妹の通っている学校は私立グレイス女学院といって、超お金持ちが集まる女子校だけに、校則や礼れい儀ぎはかなり厳しいらしいけどさ。

　家での愛あ好この姿を見ていると、その教えがちゃんと身についているのか心配になってくるわけですよ。

　お兄ちゃんとしてはね、やっぱり家族は自慢できる存在でいてほしいのよ。

「母さんと父さんは？」

「知らなーい」

　度なしアンダーリムのメガネをかけた我が妹を押しのけて、ソファに座る。

「ちょっと相談があるんだけど」

「わたしに？」

「うん」

「皮は切らないほうがいいらしいよ？」

　即座に返答がきた。的外れもいいところだけど。

「早くも相談する相手を間違えている気がしてきた」

「深刻な問題をサラっと解決してあげようとしたんじゃーん」

　愛好はそう言いながらテレビを消すと、姿勢を正して座り直した。特別見たい番組があってつけていたわけではないらしい。

「そんな深刻な相談じゃないから！」

「そうだね。日本人はそういう人、多いらしいから」

「ちげえって！　相談の内容がそもそも違うんだって！」

「じゃあなに？　パンツちょうだいとかなら、お断りだよ？」

「こっちがお断りだよ！」

「女子更衣室で写真を撮ってこいとか？」

「そこまでするなら動画だろ！　って、違うわ、ツッコミ間違えた！　そうじゃなくて」

「もー、じゃあなんなの？　早く言ってよ」

「う、うん」

　静かになったリビングに、時計の秒針だけがかちかちと鳴る。

　横に座る愛好を見る。

　さて、なんと切りだしたもんか。思いつくままに行動しちゃったけど、少し冷静になって考えてみれば、「音おと無なしさんになにかあげたいんだけど」とか言うのは、なんだか恥ずかしい。

「えっと、さ。愛好、なにか欲しい物あるか？」

「二万……いや、家族割引の出血大サービスで一万五千！」

「現金かよ！」

「それでわたしのパンツ譲ゆずるよ」

「いらねえよ！」

「脱ぎたてだよ!?」

「だからなんなんだよ！　いらないから！」

　スカートの裾すそに手をかけた愛あ好こを制止する。

　ふざけて言ってるだけだ。僕はそう信じてる！

「はあ、はあ、はあ」

「兄さん、そんなに興奮してどうしたの？」

「おまえのせいだろ！」

「わたしの!?　ごめん。兄妹きようだいとはいえ、お互いお年とし頃ごろだもんね」

「違う、そういうことじゃない！　興奮じゃなくて、ツッコミ疲れ！」

　目の前のテーブルに置かれていたコップを摑つかんで、中身を一気に飲み干す。ちょっとぬるくなった麦茶だった。

「あー、わたしの」

「うるせえ」

　ふう、ちょっと落ち着こう。

　愛好のペースに引き込まれると、話がまったく進まなくなってしまう。

　やっぱり直球で質問をぶつけるしかないか。

「あのさ、プレゼントをしたいんだよ」

　あ、ちょっと言いかたを失敗した。

　くそう。さっきの愛好のセリフのせいで、動どう揺ようが隠しきれない！　この流れだと、愛好は確実に「わたしに？」とか訊きいてくるに違いない。

「ああ、まどかさんに？」

　おや？　すんなり話が通ったぞ。

「もうすぐ、まどかさんの誕生日だもんねえ」

「知ってたのか」

「うん。兄さんの机のひきだしに入ってるカレンダーで」

「なんでそれを知ってんだよ！」

「ぜーんぶお見通しなのだよ。ふっふー」

　メガネをくいっとさせながら、愛好はにやりと笑う。

　所持品から配置から、すべて知られてるのかよ…………。

　まさか、愛好の偏かたよった知識は僕の所有物を見ているからじゃないだろうな…………。か、考えるのやめよ。恐こわくなってきた。

　あと、やっぱり部屋に鍵かぎは必要かもしれない。

「勝手に人の部屋に入るなって言ってんだろ」

「いいじゃーん。兄さんもわたしの部屋に入っていいからさ。あ、でも、下着とか借りたいときは一言声かけてね？　で、洗せん濯たくしてから返してね？」

「僕は一生おまえの部屋には入らない！　いま決めた！　決意した!!」

　はっ。しまった。また愛あ好このペースに。

「とにかくさ！　音おと無なしさんの誕生日に、なにをあげたらいいかなあ!?」

　愛好は腕を組む。

　本気で考えてくれているのか、ふざけているのか、よく分からない。

「うーん。プレゼントってさ、やっぱり『自分で買うほどの物でもないけど、もらったら嬉うれしい』くらいのがベストだよね」

「たしかに。たとえば？」

「大人おとなのおもちゃとか、どう？」

「どうもこうもねえよ！」

「女の子は買いづらいモノじゃん！」

「男だって買いづらいけどねえ!?」

　そもそもそういうのって、どこで買えるんだよ！　自動販売機とかで買えるのかな？

「でも、ちょっとマジの話、最近のアイドルさんはファンの人から下着をもらったりすることもあるらしいよ？」

「マジでか!?」

　ま、まあ、日用品ってことで、いいのか？　いや、よくないだろう。

「ちなみに、男性アイドルには女性から着用済みの下着が」

「それ、もらってどうすんだよ…………」

「兄さんもラジオがんばれば、もらえるかもしれないよ!?」

「だから、もらってどうすんだよ！」

「どうするかは、兄さんの自由だよ。でも、応援してくれている人たちからの心のこもった贈おくり物を、ないがしろにするような兄さんじゃないよね？」

「うっ……それは、まあ、そうかもしれないけど」

　はあ…………。すごいんだな、最近のファンって。

　って、その話じゃねえよ！

「なんかもっと普通のプレゼントない？」

「うーん、そうだなあ。本人になにが欲しいか訊きいてみるとかは？」

「いや、できればそれは避けたい」

「そっかー。実は、わたしもなにか用意しようと思ってたんだよね」

「愛好はなにをあげるつもりなんだ？」

「まだ決めてないよ。でも、こはるんもなにか用意するって言ってたから、明日一緒に買いに行く約束してるんだ」

　愛あ好この言う「こはるん」とは、妹と同じ中学に通う超お金持ちのお嬢さま、霜しも月つき幸こ春はるさんのことである。

　そういえば、霜月さんも音おと無なしさんのファンだって言ってたもんな。

「霜月さんのことだから、きっとすげえ物をあげるんだろうな」

「まあ、お金持ちだからね…………。でも値段じゃないよ、兄さん！」

「そ、そうだよな！」

　重要なのは気持ちさ、気持ち！

　あ、そうだ。

　いいこと思いついた。

「その買い物さ、僕も一緒に行っていいかな？」

「ん？　うん、いいよ」

「さんきゅ」

「じゃあ、兄さんの学校まで迎えに行くから」

「え？　いや、いいって。買い物するところで待ち合わせをすれば」

「ちっちっちっ。兄さんは、まだまだこはるんのすごさを分かってないんだよ。いいから、兄さんは学校で待ってるように」

　人さし指を振る愛好。

　霜月さんのすごさ？

　一体、なんだってんだい？










「よーし良りよう人と、今日も始めるとするか」

　午前の授業が終わり昼休みに入ると、高たか見み沢ざわが昼飯を片手に僕のところへとやってきた。

　少し遅れて、天あま池ちと久く住ずみもやってくる。僕の机を囲むように陣取る。

　一体なにが始まるのかというと…………。

「で？　なにか音無さんの新しい情報は？」

　高見沢が周りを確認してから、控えめな声で僕に尋たずねてくる。昼休みになった教室は騒さわがしいけれど、僕の後ろは音無さんの席である。本人に聞こえないように配はい慮りよしたんだろう。

　といっても、本人の姿はもう見えない。どこか別のところで昼飯を食べるのかな。

　なので、僕はべつに声を小さくしたりせず、普通の大きさで答えた。

「新しい情報なんかねーよ！　そんな毎日毎日、あるわけないだろ？」

　やつらは定例報告会とか言っている。

　要は、最近の音おと無なしさんはどうだとか、しぐれさんと連絡とったりしてるのかとか、友人たちからの質問攻めだ。

　ほぼ毎日訊きかれている。

　ちょっとした昼休みの日課になりつつある。

　毎日訊かれたって、言うようなことはなにもないのに、だ。

　音無さんとのラジオの収録は週に一回だし、隣となりに住んでいるからといって、ちょくちょく会ったりはしない。それこそ学校で会うだけなので、友人たちと同じくらいにしか音無さんと接点はないのだ。

　しぐれさんに関しては、もっと会う機会がない。

　音無さんと双そう璧へきを誇ほこるアイドル声優の天あま乃の川がわしぐれさんと知り合いになったのはいいが、ラジオのゲストに一回来ただけだし、学校も違うから話したり会ったりすることはほとんどない。

　まあ…………本当は一緒に遊園地に行ったり、マジックを見せてもらったりはしたけど、それは絶対に秘密だ。

　余計な嫉しつ妬とを買っても、いいことなど、なにもないのだ。

　なのに高たか見み沢ざわは、しつこく僕に訊いてくる。

「良りよう人と、今日は月曜日だ」

「だからなんだよ」

「土曜日はラジオの収録だったんだろ？　そのときの音無さんの様子とか、ファッションとか、色々報告する義務がおまえにはあるんだよ」

「なんで義務なんだよ。ないよ、そんな義務！」

　僕がそう言うと、きまって天あま池ちはメガネのつるを中指でくいっとさせ、こう言う。

「いや、常つね村むらには義務がある。でなければ、利己的リア充じゆう禁止法に違反することになるぞ」

「どんな法律だよ、それ…………」

　ラジオに声優さんと一緒に出てるってだけでリア充になるのか？　いや、僕は非リア充だね。悲しいことに、現実で充実していることなんてまったくないもん。

　そりゃあ、普通の人では経験しないようなことをしてはいるけどさ。でもそんなこと言ったら、大人おとなになって就職すれば、誰だれだって他人とは違う経験を積んでいくようになるんだよ。それと同じことさ。

「で、どうだった？　どんな服だった？」

「たいしたことないって、久く住ずみ。普通の、いつも通りの服装だよ」

「だってよ、高見沢」

「よし、制裁をくわえる」

「なんでだよ！」

　立ち上がろうとした高たか見み沢ざわをなだめる！

「良りよう人と……おまえが普通に、音おと無なしさんの日常的な姿を見ているかと思うと、腹が立ってしょうがないんだ」

「ち、違う、普通っていうのはさ！　ほら、街中を歩いてる普通の女の子の格好ってことだって！」

　たしかに…………音無さんの私服姿は、おまえらより僕のほうがたくさん見てるだろうけど。余計なことを言って火に油を注ぐのはよくない。こいつらの音無さんに関する着火点は、めちゃくちゃ低いもんな。

「あ、そうだ！　ねえ、そんなことよりさ────」

　こいつらにも、音無さんへのプレゼントについて訊きいてみようかな。同じ音無まどかファンとして、参考になるかもしれない。

「そんなことだと？　音無さんの私服姿が、そんなことだと？」

　あれ？　すでに着火してた？

「そういうことを言うやつには、この罰ばつを与える！」

「ちょ、おい！　やめろって！」

　高見沢が僕の机の横にかけてあったジャージの入った袋を摑つかんで立ち上がった！

「とりゃ！」

　窓から投げ捨てやがった！

「うわ！　おまえ、ふざけんなよ！」

　取りに行かなくちゃ…………とほほ。

「良人、ついでにコーヒー牛乳な」

　くそ、それが狙ねらいかよ！　ただの使いっ走りじゃ、僕が動かないと思っての投げ捨てか！

　高見沢に便乗するように、天あま池ちと久く住ずみも各おの々おの飲みたい物を注文してきやがった。

　おかしくね？

　あいつらが音無さんの情報を教えろって言ったのにさ。なんで言ったら言ったで、制裁を受けなくちゃいけないんだよ。

「ほら、早く行かないとジャージがなくなるかもしれんぞ」

　くそっ。覚えてろよ。

　昼飯を中断し、僕はジャージを取りに行くハメになってしまった。




　僕が所属する二年二組は、古ふる里さと学園校舎の三階にある。教室の窓はちょうど中庭に向いているので、ジャージが落ちたとしたらその辺りだろう。

　いくら袋の中に入ってるのがやわらかいジャージだからって、三階の高さから放り投げた物が人に当たったら危ない。でも、その心配はないかな。

　普通、中庭や屋上っていったら昼休みにお弁当を広げるお約束の場所のように感じられるが、古ふる里さと学園の中庭は、あまり人ひと気けがない。

　というより、屋上ならまだしも、わざわざ昼休みに靴くつを履はき替えてまで外で食べようって人は、めったにいないのだ。

　一応、いくつかベンチは設置されているんだけど…………っと。

「あれ？」

　めずらしく、そのベンチに人が座っている。

　そして、その人は僕がよく知っている人だった。

「音おと無なしさん？」

「ん？」

　他ほかには誰だれもいない。

　音無さんは一人で、ベンチに座ってサンドイッチを食べていた。

「これ、あんたの？」

　そう言う音無さんの手には、さっき放り投げられた僕のジャージ入れ。

「うん」

「どうやったらあんたのジャージ入れが空から落ちてくるわけ？　意味分かんないんだけど」

「ご、ごめん」
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　いや、本来謝るべきなのは僕じゃないんだけど。

「ん」

「ありがと」

　突きだされたジャージ入れを受け取る。

「音おと無なしさん、一人？」

「悪い？」

　一人らしい。

「こんなとこで食べてるの？」

「悪い？」

　食べてるらしい。

　音無さんなら昼食のお誘さそいなんて引く手数多あまただろうに。というか、お誘いを受けているところを、席が彼女の前である僕はよく見ていた。

　それをわざわざ断って、音無さんはこんな人ひと気けのないところで昼食をとっているってことだ。

　音無さんがクラスの女子と教室で食べているところを見たことは幾度となくあるし、他ほかの教室に行っているところも見たことがある。

　やっぱり人気者だから、音無さんのいるところには人が集まるのだ。そんな音無さんが、校内で一人きりのところを見たのは初めてかもしれない。

　昼休みの校内からは楽しそうな声が聞こえてくる。

　にぎやかな校舎と、静かな中庭は、近いようでいて遠い。

　その距離は、みんなと音無さんとの距離。

「なによ、文句でもあるの？」

「いや、文句はないけど。…………なんでだろうって」

　尋たずねながらも、なんとなくその答えは推測できていた。

「べつに、誰だれだって一人になりたいときくらいあるでしょ」

　音無さんは、ふたつの自分を持っている。

　アイドルである自分と、素すの自分。

　みんなの前にいるときは、常にアイドル。みんなが望む姿を演じている。

　そりゃ、疲れるときもあるよね。

　つらいときもあるだろう。

　でも、プロ意識の高い音無さんは、そんな顔を学校のみんなに、自分を応援してくれているファンの人たちに見せたくないんだ。

　その心意気はすごいと思う。けど……それって、すっごく寂しくない？

　素の音無まどかのまま接することができる人って、どれくらいいるんだろう。

　少なくとも、学校にはいないんだろうな。

　だからこうして、ここでご飯を食べてるんだろうな。

　天才は孤独だって、なにかで読んだ気がする。音おと無なしさんも、そうなのかな。

「音無さんって、仲のいい友達いないの？」

「あたし、転校してきたばっかだから」

　いや、それにしたってもう二ヶ月くらい経たつわけだし。

「しょうがないじゃん。遊びに誘さそわれても、ほとんど仕事で行けないし。断り続けてるうちに、誘われることもなくなってくるのよ」

　音無さん、その寂しそうな顔は「しょうがない」って諦あきらめてる顔じゃないよ。きっと、たぶん。

「…………正直さ、分かんないのよね。どういうのが友達なのかって。あたしのことを好きって言ってくれる人と接するときはファンサービスだし、あたしのことを嫌いっていう人と接するときは、どうやったら自分のことを好きになってもらえるか。そんなことばっかり考えて人と話すの。ちっちゃい頃ころから、ずっとそう」

　子供時代から業界にどっぷり浸つかって、仕事ばっかりしてきたからなのかな。もう、体に染しみついちゃってるんだ。

　それしか、音無さんはコミュニケーションの方法を知らないんだ。

「そういう関係って、きっと…………友達、じゃないんだよね」

　ぽそりとこぼれた言葉に、僕はなにも返せない。

　なんて言ったらいいのか、分からない。

「それにさ、あんまり仲良くなりすぎちゃって、みんなの夢を壊したくないじゃん？　一応、夢を売る仕事だし」

　たしかにね。僕も一回は壊れたよ。でも…………いまは違うよ。まあ、夢というとちょっと違うかもしれないけど。努力している音無さんはかっこいいし、やっぱり憧あこがれる。

「あ、でもあれよ。同じ声優の仕事をしてる人だったら、仲のいい人いるわよ？」

　けどさ、音無さんがボケても、ツッコんでくれるような人はいないんでしょ？

「ちょっとなに、あんた。素人しろうとのくせにあたしに同情？　やめてよね。あたしにとっては、これが普通なんだから」

　強がりなのか、本音なのか、僕には分からない。

「変な気を遣つかわなくていいから。ほら、行った行った」

　手で払われてしまった。

　みんな、音無さんのことが大好きなんだよ。それは間違いないんだよ。でも、お互いがお互いに気を遣いすぎなんだよ。

　有名税という言葉がある。有名であるがゆえに、私生活で負わなくちゃいけない苦労のこと。これもそのひとつなのかな。

　一いち抹まつの寂しさを抱かかえながらも、僕はその場を離れた。

　そして、頼まれた飲み物を買って教室に帰った。

　帰り道の途中で、久く住ずみに頼まれた炭酸飲料を力の限りシェイクして寂しさを紛まぎらわせた。




　授業を終えて学校を出た僕は、早くも嫌いやな気配に怯おびえていた。

　校門には人だかり。

　それを見ただけで、なんだかもう回れ右して裏門から出ようかと考えてしまう。

　しかしそういうわけにはいかない。僕はあそこで待ち合わせをしているのだ。

　昨日話した通り、あの超お金持ちの霜しも月つきさんが、愛あ好こと一緒に僕を迎えに来ているのだ。

　その待ち合わせ場所に、なぜか人だかり。

　予想しよう。きっと、ものすごい高級車かなんかが校門の前に停とまっているのだろう。

　それでみんなが集まってるんだ。

　でも大だい丈じよう夫ぶ。僕はもう知っている。

　だって前に見たことがあるもの。

　なにがあっても驚おどろかないぞ。

　異様に車体が長くて、現代日本の道路事情には不ふ釣つり合いなあの車がきっと来ているんだ。

　ちょっと調べたけど、車一台でマンションを買えるくらい高いやつがあるらしい。

　どういうことだよ。

　車一台と居住スペースが同じ値段って。

　うし。ツッコミは前倒しで済ませた。もうちっとやそっとのことで、僕は驚かないぞ。

　涼しい顔をして、その車に乗り込んでやる。

　人ひと混ごみをかきわけて、校門の前へと行くと…………。

「うわっ！」

　なにこれ!?

　ダメだった！　驚いた！

　いや、でも、予想は当たっていた。車体の長いあの車、リムジンだ。

　ただ一点だけ、明らかに違うことがある。

　車の色……というか、デザイン？　高級車といえば真っ黒だったり真っ白だったりってイメージがあるけど、これは…………。

　通称、痛いた車しやというやつだ。

　アニメやマンガのキャラクターが車体にペイントされているのだ。

　す、すげえ。

　そうか、普通の車より車体が長い分、色んなイラストをたくさん描かけるんだね。

　いや、違うな。

　感心するところは、そこじゃないな。

　どんだけ豪ごう快かいな趣味なんだよ。これが金持ちの遊びなのか。

　たぶん、この車、霜しも月つきさん家ちのだよな。

　ってことは、愛あ好こと霜月さんはこの中にいるんだよな。ウインドウがスモークになっていて、中はまったく見えないけど。

　こうして車を眺ながめている間にも、どんどん人が集まってくる。

　車のなんとも言えない威い圧あつ感かんに立ち往生していると、やっと中から人が出てきた。

　特定地域以外の現代日本には不ふ釣つり合いな執しつ事じ服ふくの男性である。

　あ、この人、会ったことあるぞ。

　霜月さんと初めて会ったあの夜に、うちに迎えに来た人だ。

　初老の男性で、ひげをたくわえている。

「常つね村むら良りよう人とさまでございますね」

「は、はい」

　ぺこりと男性が頭を下げる。

　早くもなく、遅くもない。そんな動作がとても雅みやび。

「こちらへどうぞ」

　車へと案内され、ドアを開けてもらう。

　あまり注目されることに慣れていない僕は、周囲の視線に耐えられずにさっさと車へと乗り込んだ。

　ダメだ。

　エスコートされることに、まったく慣れてない。

　僕には優ゆう雅がさのかけらもない。

　車に乗り込んで、また驚おどろいた。

　なんて広さだ。

「兄さん、こっちこっち」

「愛好、おまえ、なに持ってんだよ」

　薄い緑色の液体が入った、大きなワイングラスのような物を傾かしげる妹の姿を発見。

「お兄さん、ごきげんようなのです」

「こ、こんにちは」

　霜月さんにあいさつをする。

　突然「ごきげんよう」とか言われて、ちょっと戸と惑まどってしまった。そのまま「ごきげんようでございます」なんて返そうかと思ったけど、恥ずかしかったのでやめた。言い慣れてないので、絶対にかむ。

「お兄さんはなにを飲みますか？　色々用意してあるのですよ」

「えっと…………」

「そんなにかしこまらずに、なんでも言ってくださいなのですよ」

　そ、そう言われましても。

「じゃ、じゃあ愛あ好こと同じので」

「はいなのです」

　霜しも月つきさんがさっきの執しつ事じ服ふくの人に視線を送ると、冷蔵庫からメロンが取りだされた。

　って、冷蔵庫!?

　車の中に!?

　いや、その前にメロンが出てくるところに驚おどろくべきか？

　執事さんはメロンをテーブルの上で小さくカットする。ずいぶん切れ味のいいナイフだ。ぴっかぴかに光った刀身を見るに、これもきっとめちゃくちゃ高いんだろうな。

　カットしたメロンをミキサーにかけ始める執事さん。もはやなんでもアリだ。

　愛好の持っていたのと同じグラスに、ミキサーにかけたメロンを入れると、さらにそこへ冷蔵庫から取りだしたソーダを注ぐ。

「霜月家特製のメロンソーダでございます」

　は？　メロンソーダだと？　本物のメロンの果汁が入ったソーダだと？

　一口飲んでみる。炭酸の弾はじける感覚が舌を刺激し、甘い香りが鼻から抜ける。

　おいしいかと問われると、うーん……分からん。金持ちのことはよく分からん。

　いま僕が座っているふかふかのシートの前にはテーブルが設置されているし、車が揺ゆれてもグラスの飲み物がこぼれないような工夫もしてある。

　出てきた飲み物はアレだけど、ちょっとした喫茶店じゃないか。

　液晶テレビまであるし。

　外見は痛いた車しやだったけど、中はマジで高級ラウンジだ。

　はー、すげえ。

　これ、本当に車の中かよ。住めるぞ、普通に。

　そうか、理解した。だからマンションと同じくらいの値段するんだな。…………合ってるのかな、この考え。

「お兄さん、すみませんなのです」

「え!?　いや、そんな。ちょっと驚いてただけだから」

「本当は痛いたヘリで来る予定だったのですが…………」

「痛ヘリ!?」

　ボディにキャラクターが描えがかれているヘリコプターのこと!?

「お兄さんの学校にヘリコプターが着陸できないということで。あのあの、ヘリポートが工事中とかだったのですか？」

「いや…………そういうわけじゃ」

　普通ないから。

　緊きん急きゆう時じに校庭とかに不時着することはできても、一般的な高校にヘリポートはないと思うよ？　愛あ好こや霜しも月つきさんが通う私立グレイス女学院にはあるのかなあ!?

「お店に着くまで、ちょっと時間がかかってしまうのですよ」

「いいです。これで、全然問題ないです」

　買い物に行くのにヘリコプター使うって…………。

　ゆっくりと車が動き始めた。

　全然揺ゆれない。運転手さんのテクニックだろうか。

　それともこの車がすごいのだろうか。両方だな、きっと。

　古ふる里さと学園の生徒たちの驚おどろく顔がよく見える。このウインドウ、中から外を見ることはできても、外から中を見ることはできないのだ。

　横を向くと、執しつ事じの人が穏おだやかな顔で座っていた。

　こういう車に慣れていないせいか、どうにも落ち着かない。

「すごいよね、兄さん。これ、こはるんの車なんだって」

　対照的に、ずいぶんくつろいでいる我が妹。やっぱり普段から金持ちに囲まれてると、だんだん慣れてくるのかね。

「へー。って、霜月さんの？」

　だって、まだ免許を取れる年齢じゃないよね？

「うん。こはるん専用の車で、こはるん専用の運転手さんで、こはるん専用の執事さん」

　執事さんが再びぺこりと頭を下げる。

　…………住む世界が違いすぎる。

「さすがに、パパさまやママさまの車を痛いた車しやにはできないのですよ」

　はにかみながら言う霜月さん。

　さすがにもなにも、家族がそれぞれ自分の車を持ってるってことがすごいんだけど。

　うちなんて、たった一台の車を買うだけで、さんざんあーだこーだ揉もめたんだぞ？

「今日は音おと無なしさんのバースデープレゼントを買いに行くということなので、音無さんの演じたキャラで統一した車を選んだのですよ」

　え、ちょっと待って。

　何台あるの？

　霜月さんは、自分専用の車を何台も所有してるの？

　そんな、服を選ぶような軽い気持ちで車を選んじゃってるの？

　ちなみに僕は、服も迷うほど種類持ってないけどね！

「こはるんは痛いた飛行機も持ってるんだよね」

「はいなのですよ」

「痛いた飛行機!?」

　それって、電気ネズミのやつとか、巨大ロボット戦士みたいなやつってこと!?

「しかも、それもこはるんの専用機」

　専用で飛行機を持つ必要なんてある!?

　ツッコミたいけど、なんとなく執しつ事じさんの目があるので我慢。すると、霜しも月つきさんはにこやかに言い放つ。

「今度、船も造るつもりなのですよ」

「船って……もしかして、痛いた船ふね？」

「違うのですよ」

　ああ、よかった。

　さすがに船まで痛くする必要ないよね。

　個人で船を持つってこと自体がすごいんだから。

「痛イタイタニックなのですよ」

「大だい丈じよう夫ぶそれ!?　沈んだりしないかなあ!?」

　超でっかい豪ごう華か客船の船体にキャラクターのイラストがついてるのか。

　それに乗って世界一周旅行とか…………。

　乗るのは金持ちのオタクばっかりだろうな。

　クラシックの代わりにアニソンが流れ、ドレスの代わりにコスプレをし、社交ダンスの代わりにオタ芸をうち、各国の港に着くたびに「オー、ジャパニーズ、オタク！」とか言われるのか。乗務員の制服はもちろん、男は執事、女はメイド。

　はー、すごいね。

　金持ちってすげえ。

　ほんっとに意味分かんねえ。

　結局、我慢できずにツッコんじゃったわ。

　隣となりに座る執事さんは変わらずにこにこしてるし、まあいいとしよう。

「で、兄さん、なにを買うか決まったの？」

「いや、それがまだ…………」

　いま僕の頭の中はそれどころじゃなかったよ。

　おっと、ケータイが震ふるえたぞ。

　開いて確認してみる。

　しぐれさんからメールが届いたようだ。

　今日、学校での休み時間、しぐれさんのことが話題にあがったときに思いついてメールしておいたのだ。

　音おと無なしさんと同じ大人気アイドル声優で、同い年のしぐれさんなら、なにかいいアドバイスがあるんじゃないかなって。

　どれどれ？

　メールには『わたくしでしたら、良りよう人とさまに選んでいただいた物ならどんな物でも嬉うれしいですわ。良人さまにここまで考えていただけて、まどかは幸せ者ですわね。正直、少しうらやましいですわ』と書かれていた。

　うーむ、しぐれさんらしい返答だ。しかし、これという決定的なアイデアはなし。

　その後に、マジックが今日は成功したという報告もあった。

　またやりに行ってたのか。警察に見つかったりしてなければいいけど。

　あれ？　しぐれさん、今日平日だけど、学校は？

　ま、まあいいか。きっと創立記念日とか、そんなんだったんだろう。

　しぐれさんには後でお礼のメールをしておこうっと。

　さてさて、それよりもいまはプレゼントだ。

「うーん、決められないなあ。色んな人に訊きいてみたんだけど」

「兄さん、まさか、しぐれさんにも訊いたりした？」

「へ？　そりゃ、訊いたけど？　一番参考になるかなあと」

「むー。そっか、兄さんはそういうことしちゃうんだ」

「え、だ、ダメだった？」

　マジで？

「いやあ、わたしもまだ確信してるわけじゃないんだけどね。っていうか、信じられないんだけどね？」

「な、なんのこと？」

「んーん。いいの。前にちょこっと会ったときに、そうかなーって思っただけだから。わたしの勘かん違ちがいかもしれないし」

　霜しも月つきさんを見ると、彼女もこくこくと首を縦に振っていた。

　この二人がしぐれさんと会ったのって、公録のときか。

　なんかあったっけ？

　心当たりはないけど、やめたほうがいいって言うなら、次から気をつけよう。

「と、とにかく、プレゼントはお店で見ながら決めるよ。で、いまどこに向かってるの？」

「デパートだよ」

「じゃあ、色々見られるな」

「うん、ゆっくり選べるよ。こはるんが貸し切りにしてくれたからね」

「へえ……………………………………………………なにを？」

「デパートを」

「は？」




　着いた。

　入り口の両側には、デパートの従業員がずらーっと並んでいる。

　足もとには、執しつ事じさんが敷いてくれた赤あか絨じゆう毯たん。

　霜しも月つきさんを先頭にデパートへと入っていくと、両側の人たちが「いらっしゃいませ」と頭を下げる。

　開店時間に来ると、この感じを味わうことができるのは知っていたが、いまは午後の四時になろうかという時間である。

　往来には買い物が大好きなマダムたちが闊かつ歩ぽしているというのに、このデパートに入っていくのは高校生の男子一人と中学生の女子二人。

　店内も、客の姿がまったくない。

　いるのは店員ばかり。

　デパートを貸し切りにしたと聞いたときにはまさかと思ったが、どうやら本当だったらしい。

　営業スマイルを僕らが独占してしまっている。

　なんていうか、もう圧倒されまくりですよ。

　与えられた現状をただただ受け入れるしかできない状態ですよ。

「どこからまわるのですか？」

　愛あ好こと手を繫つなぎながら、僕の前を歩く霜月さん。ちゃんと手を繫いでないと、迷まい子ごになるからな、この娘こ。

　アメリカの劇場で飲み物を買いに行ったのに、日本に辿たどり着いたりする世界レベルの方向音おん痴ちなのだ。さすがに海を渡るときに気づきそうなものなのだが。

「順番にまわっていこうよ！　兄さんもまだ買う物決めてないらしいし」

「はいです」

「そうだな」

　まずは一階。

　といっても…………並んでいるのは、ハンドバッグばかり。

　しかも、どれもブランド品だ。

　高っ！

　え？　なんで？　なんでこんなにするの？

　無理だよ、普通の男子高校生が買えるような物なんて置いてないよ。

「兄さん、こっちこっち。わたしたちはこっちだよ」

　愛好が手招きする。

　呼ばれた先には、ハンカチや帽子、サングラスが並んでいた。

　うん、そうだね。超がつくほどのお金持ちな霜しも月つきさんならまだしも、僕や愛あ好こが買うにはこっちのほうがいいな。

　ただ、ハンドバッグと比べれば、だけどね。

　なんだよこれ。

　ただの布きれ一枚が、なんでこんなに高いんだよ。

　って、サングラスも高たけえっ！　え、なんで？　普通にメガネ買うより高くない？　べつに、視力を矯きよう正せいするレンズとかが入ってるわけじゃないんだよね？

　フレームに入ってるのって、ただ色のついたプラスチックとかなんじゃないの!?

　ダメだ、こんなの買えないぞ。

　お、日ひ傘がさとかあるな。

　音おと無なしさんは肌はだが白いし、日焼けとか気にしてるんじゃないだろうか。

　…………なぜだろう。

　音無さんが日傘をさしているシーンを想像できない。どっちかというと、傘で僕を殴なぐるシーンがふわっと頭の中に浮かんでくる。

　これが音無さんじゃなくて、しぐれさんだと様になるんだけどなあ。すっごい簡単に想像できるんだけどなあ。

　うーん、日傘はないな。

　並んでいる品物を順番に見ていく。

　右へ。左へ。

　歩く、止まる、振り返る、店員さんにこにこ。

　歩く、止まる、振り返る、店員さんにこにこ。

　なにこのだるまさんが転んだ状態。

　落ち着かない。

　他ほかに客がいないので、とてもゆっくり商品を見ることができるんだけど、どこに行っても店員さんの視線が突き刺さる。

　よくよく考えてみれば、女物の商品を売ってる場所に男の僕がいるってことも落ち着かない要因なんだよな。

　まあ、普通にお客さんが入ってたら、僕には近づくこともできないスペースになってたんだろうけど。

　女性ばかりのところに、男の僕が一人でなんて入っていけるわけないし。

　でも……この、針のむしろ状態は精神が削けずれる……。

「兄さん、どう？」

「うーん、あんまりピンとこないかなあ」

「ちょっとこの階は大人おとなっぽすぎるよね」

「……だな。他ほかの階に行こうか？」

　愛あ好こと手を繫つないでいる霜しも月つきさんも首を縦に振っている。

「では、上に行くのですよ」

　上に行こうと言っているのに、スタッフオンリーの扉を開けようとしている霜月さんの手を引っ張ってエスカレーターに乗り込む。

　よく考えたらこのエスカレーターも、僕らのためだけに動いてるんだよな。

　このデパートって何階建てなんだろう。電気代を考えただけでぞっとする。

　そして、こんなところで電気代に意識がいく僕の庶しよ民みんっぷりったらないね。でも、これが普通の人の感覚なんですよ！

　ひとつ上って二階に到着。

　そこに並んでいるのは…………靴くつ、か。

「愛好、この階は無理だ」

「一応ぐるーっとまわってみようよ。せっかくだし」

　愛好が言うので歩いてみるが、もちろん買えるような値段の物はない。

「このサンダル、たっか！」

「サンダルって…………兄さん、ミュールっていうんだよ」

　呼びかたなんかなんだっていいよ、なんのことを言ってるのか伝われば…………。

「兄さん！　兄さんの好きな物があるよ？」

「は？　好きなの？」

　愛好が指をさしたところにあるのは、踵かかとがめっちゃ高い靴である。ハイヒールっていうんだっけ？

　ああ、そうか。

　愛好がなにを言おうとしているのか分かったぞ。

「これ買ってプレゼントしたら、踏ふんでもらえるかもよ！」

「へー」

　やっぱりね。やっぱりそうきたか。

　いくら僕でも、そうそう簡単にツッコまないぞ。軽く流してやるぜ。

「あれ？　高さが気に入らなかった？　店員さーん、もっとヒールが高くて鋭いやつありませんか？」

「愛好、次の階に行こうぜ！」

　くっ、受け流しきれなかった！

「待って兄さん！　靴下とかも売ってるよ！」

「ん？　靴下？」

　あー、それはいいかも。

　はく機会は多いだろうし、値段もお手て頃ごろだしね。

「兄さん、はい」

「お、ありがとう。愛あ好このおすすめか？」

「うん。このパンスト、肌はだ触ざわりがいいんだって」

「わあ、すべすべ…………って、なんでパンスト!?　靴くつ下したじゃないじゃん」

「これ、破りやすいんだって」

「簡単に破れちゃダメでしょ！」

「あ、色は黒のほうがよかった？」

「色の問題じゃない！」

「そっか、兄さんはニーソ派？」

「え、ニーソって普通にデパートに置いてあるの？」

　秋あき葉は原ばらや中なか野ののコスプレショップとかでしか買えないと思ってた。

「売ってるよー。ちなみに、ニーソってのは膝ひざ丈たけのソックスのことで、膝より上まであるやつはオーバーニーソっていうんだよ」

「へー、普通に買えるもんなんだなあ」

「これにする？」

「いや、他ほかのにする」

　なんだろう。僕がオタクだからなのかな。ニーソに対する、一般人とは違う想おもいがあるのかもしれない。女性にニーソをプレゼントするっていうのが、しっくりこないのだ。

　デパートに置いてあるくらいだから、女性からしてみれば普通にファッション、もしくは防寒具として着用している物なんだろうけど。

　このフロアにも、これだっていう物はないな。

「次の階に行くか…………あれ？　愛好、霜しも月つきさんは？」

「え？　あっ、しまった」

　いないし。

「おまっ、手を離しちゃダメだろ!?」

「執しつ事じさーん」

　愛好の呼びかけに応こたえるように、さきほどの執事服を着た男性が現れた。どこにいたのか知らないけど、見てたんなら霜月さんがいなくなる前になんとかしろよ。

「ご安心ください、すでに入り口はすべて封ふう鎖さしております。発見次第お連れしますので、お買い物をお続けになっていてください」

「だってさ。兄さん、じゃ行こっか」

　ずいぶん慣れっこだな。

　もしかすると、学校でもしょっちゅうあることなのかな。

　ではでは、霜しも月つきさんのことは執しつ事じさんに任せて、僕らは三階に行きますかね。

　お客さんが僕ら以外にいないので、エスカレーターの周りはゴウンゴウンという音が響ひびいている。普段は騒さわがしいから気づかないけど、結構大きな音が出るんだね、これ。

　三階のフロアが見えてきた。

　お、服か。

　買えそうな値段で、かつ音おと無なしさんに似合いそうな物。ファッションセンスのない僕には難しいぞ。

「ん？　兄さん、お洋服にするの？」

「なにか音無さんに似合いそうなのがあれば、それでもいいかなあと」

「兄さん、知ってる？」

「ん？」

　愛あ好こは意味ありげににやりと笑うと、わざわざ僕の正面に回って言い放つ。

「男の人が女の人にお洋服をプレゼントするときって、その人が着ているところを想像するよりも、プレゼントした服を脱がすときのことを想像するんだって！」

「なっ…………!?」

「さあ、兄さんはまどかさんに、どんな服を着せて、脱がせたいのかな？」

「服はやめよう！　うん、他ほかのにしよう！」

　回れ右。

　もう次のフロアに行こうじゃないか。

　と、そんなとき、館内放送が響く。

『ピンポンパンポーン。迷まい子ごのお知らせです。霜月幸こ春はるさま、霜月幸春さま、いらっしゃいましたら、お近くの店員までお声かけをお願いいたします』

　まだ見つからないのか。

　客って僕らしかいないんだから、中学生の女の子が一人で歩いていたらすぐ見つかりそうなものなのに。

「あ、兄さん！」

「ん？」

　愛好が声をあげて、奥へと走っていってしまった。

　女性服売り場で一人になると、急に心細くなってくる。追いかけよう。

「げっ」

　しかし！

　追いかけて行った先にあったのは、普通の服を売っているスペースではなかった。

　色鮮やかな布が目にまぶしいわけだが……。

　落ち着け、落ち着くんだ、僕。

　これは、ただの布だぞ？

　さっき一階で見たハンカチとかと同じだろ。

　お、おな…………ダメだ！　同じ布に見えない！

　これはまったく違う物だろ！

　そう、そこは下着売り場だったのだ。

　男には縁のない物だ。女性だけが身につける物だ。

　男の下着にはない輝きを放っている。まるで、ここだけ館内の照明が変わったかのよう。もちろん、そんなことはないんだけど。

　凝ぎよう視しするわけにはいかないと視線を逸そらせば、その先には下着姿のマネキンがいっぱい立っている。

　ただの人形だというのに、なんだか目のやり場に困る。

「あ、愛あ好こ…………」

「兄さん、どうしたの？」

「い、いや、べつに」

　落ち着け。落ち着け僕。これはマネキンだ。実際の女の子が下着姿で立っているわけじゃないんだぞ？

　下着だって服の一部だ。ただの身につける布だ。それだけの物だ。だから動どう揺ようなんてしていない！

　ただ、まあちょっと、どこを見ていいのかなって。周りの目があるから直視できないんだけど、やっぱり興味はあるわけで。

　ぐるりと視線を移動させて────

「……う」

　モデルさんの大きな写真が貼はってあった。ここは下着売り場なので、当然モデルさんは下着姿である。

　これはただ、商品を紹介するポスターだ。いかがわしい物ではないんだ。

　そう、そうだよ、商品を紹介するポスターなんだから、むしろしっかり見ないとモデルさんに失礼じゃないか。

　セクシーなランジェリーだなあ。へえ、レースがついてるんだ。胸の谷間やヒップのラインがとてもきれいで……きれいで…………ダメだああああああああ！

　無理だって！　思春期の男の子は、たとえどんな芸術的な裸ら婦ふの絵を見たって、そっちの想像をしちゃうもんなんだって！

「愛好、あのさ、僕あっち行ってるから」

「え？　ダメだよ。こはるんともはぐれちゃったんだから、これでわたしと兄さんまで別行動しちゃったら、余計に合流できなくなっちゃうじゃん」

「いや、できるから。あっさり合流できるから。他ほかに客なんていないんだよ？」

「他にお客さんがいないんだから、いいじゃん。兄さんも一緒に見ようよ」

「そ、それは」

「まさか兄さん、ただの売り物を見て変な気持ちに…………」

「はははは！　なにを言ってるんだよ、愛あ好こは！　そんなことあるわけないだろ!?」

　居心地が悪いだけだって！

　店員さんの視線が気になるんだって！

「じゃあ、いいよね。一緒にいよっ」

「くっ…………」

　まんまと乗せられた気がする。

　妹と一緒に、下着売り場を練り歩く。これ、なんてプレイ？

「まどかさんにランジェリーをプレゼントする？」

「絶対しない。愛好は？」

「わたしも、しないかな」

「じゃあ、別のとこ行こうぜ！　上だ上！」

「でも、自分のを買おうかなって」

「うう…………」

　こいつはなにも思わないのか？　実の兄と一緒に下着を選ぶって、普通は嫌いやがるものなんじゃないの？　それとも、たんに僕をいじめて楽しんでるのか？

　愛好の後に付いて、下着売り場をまわる。

　いやーしかし、すごいね。女性用の下着売り場ってのは。

　白、ピンク、黒、青、緑、しましま、花柄、すけすけ。

　色彩豊かで、デザインもバラエティに富んでいる。

「兄さん、これなんかどう？」

　愛好が商品を自分の体にあてて見せてくる。

「どう、って言われても…………」

　感想なんかないって。「それいいんじゃない？　似合ってるよ」とかも言いづらいしさあ！

　まあでも、かわいい感じではある。

　子供っぽくなく、大人おとなすぎず、いいデザインだとは思う。

　パンツの、ちょうど大事なところって布が一枚厚くなってるんだよな。ここがいいんだよ。これが重要なんだよ。

　きっと女の人に話しても分かってくれないんだろうなあ。なにげに男の子がとても気になるポイントなのだ。

「試着してみよっかなあ」

　おいおい、目的を忘れるなよ？

　音おと無なしさんへのプレゼントを買いに来てるんだからな？

「よし、ちょっと行ってくるね！」

「おい、待てって」

　愛あ好こが走っていってしまう。

　引き留めようとした手が空中で行き場をなくし、むなしく止まる。

　一人になる僕。取り残される僕。心細くなる僕。

　とたんに店員さんたちの視線が突き刺さる。

　ちょ、ちょっと待て。

　落ち着いて考えるんだ。僕は客だぞ。堂々としていればいいんだ。

　あ、店員さんと目が合った。

　にこり、と営業スマイルをもらった。

　………………………………。

「愛好！　おい！」

　無理です！　こんなところで待ってられません！

　自分の買い物は次の機会にすればいいじゃん。

　僕のいないときにすればいいじゃん。

　だからもう次のフロアに行こうぜ！

　慌あわてて愛好を追いかけ、試着室の前に辿たどり着いたはいいが、扉はふたつ閉まっていた。

　急がなければ。

　愛好が制服を脱いでしまう前に連れだして、この場から去らなければ。

「愛好、開けるぞ！」

　扉が閉まっているのはふたつだけど、客は僕らしかいないわけだから、勘かんで開けても問題ないだろう。

　特に深くも考えず、右の扉を勢いよく開けた！

「きゃっ」

　あ、いたいた。

　発見しました！

　迷まい子ごだった、霜しも月つきさんを！

「あ、あの、あのあの！」

　しかも、下着姿です。

　輝く純白の布地。

　汚れなき聖域。あえて英語で言うならサンクチュアリ！　なんで英語で言った自分！

　まだまだ発育途上の小振りなおムネに、それでもやはり女なんだなと思わせる魅み惑わく的なくびれ。

　同じ歳としの愛あ好こと比べると、霜しも月つきさんのほうが幼く見えるが、はいているパンツは大人おとなのそれとなんら変わらない。まあ、大人のお姉さんの下着姿を生で見たことなんてないけども！

　だからこそ、目に染しみるのだ。やはり劣化した動画なんかとは違う。いくらデジタル化が進んで映像がきれいになったとしても、生の魅み力りよくを超えることはできないのだ。あ、もちろん二次元には二次元の魅力があるので、それはまた別の話ですけど。

　ああ、まぶしいなあ。

　普通の綿めんでは、こんなにも光を反射しないだろう。恐らく、あれはシルク。

　ああ、美しいなあ。

　きっと金持ちだから、肌はだのケアとかもすっげー高級な化粧品を使ってるんだろうな。

　中学生だけどエステとか通ってるんじゃね？　ってくらいに肌がきれいだ。

　──ああ、ああ、ああ……って、感かん慨がいにふけってる場合じゃない！　謝らなくちゃ！　と思ったら、先に口を開いたのは霜月さんだった。

「ご、ご、ごめんなさいなのですよ！」

「すすすすすすいません！　って、あれ？　なんで霜月さんが謝ってるの？」

「迷まい子ごになったときはその場から動かずにいるようにと言われていたのですが、やることがなくて暇ひまだったので、勝手に試着をしてしまっていたのですよ！」

「は、はあ。いや、まあそれはいいんですけど」

　うおおおおおおお。全ぜん身しん全ぜん霊れいの力を振り絞って目を逸そらす！

「あの、霜月さん、見えてるんだけど」

「あ、そうなのでした！　いつも着替えやお風呂はメイドさんと一緒だったので、つい！」

　ついって、なによ！　ついって。

　着替えも風呂もメイドと一緒？

　見られるのに慣れてるってこと？

　ああ、通ってる学校も女子校だしな。隠す必要がない生活を送ってきたから、そうなっちゃったのか。いや、そうなっちゃったで済む問題じゃないでしょ！

　しかし、あえてここで言おう。メイドさんと風呂、うらやましい！

「あ、でも、なんだか男の人に見られると、ちょっと体が熱くなるのですね」

　急にモジモジし始めた！　一応、人並みの羞しゆう恥ち心しんはあるらしい。

　その様子が、また妙に扇せん情じよう的で…………。

　僕は、努めて平気を装よそおい、あくまで紳士的に、試着室のドアを閉めてあげた。

　ただ、押して開くタイプのこのドアを閉めるためには、一歩試着室の中へと入らなければいけない。その、一歩入ったときの、言葉にできない感覚といったら。

　一番分かりやすく言うなら、フェロモン？

　服を脱ぎ、下着姿になったことによって、女性の匂においというか、なんというか、よく分からないけど、男子をドキドキさせる成分が部屋の中に充満していたわけだ。

　最近の中二女子を、なめてはいけない。

　彼女らを、甘く見てはいけない。

　その思いを、僕は霜しも月つきさんの下着姿とともに心に焼き付けた。




　結局、愛あ好こが試着を終えるまで、その場で待たされることになった。霜月さんも放っておけなかったし、しょうがないといったらしょうがない。

　扉の閉まった試着室の前で、冷や汗をたらしながら男が一人。

　店員さんは顔色一つ変えずににこにこしていたが、内心どう思っていたかなんて考えたくもない。

　ようやく出てきた愛好と霜月さんを連れて、逃げるように下着売り場を脱出したのである。

「ふー」

　ようやく一息ついたのは、テラスである。

　このデパート、建物内に芝しば生ふがあるのだ。

　観葉植物も植えられていて、ちょっとした公園のよう。

　とはいえ、デパートそのものを借り切っているわけだから、ここにも人はいない。僕らしかいない。

　来る途中に自動販売機で買った缶ジュースを飲みながら、ベンチで少し休きゆう憩けいだ。冷や汗で流れた水分を補給しなければ。

　缶を傾けながら、上を見る。天井が吹き抜けになっているため、赤く染まりつつある空と雲が見えた。

　日が長くなったなあ。もうすぐ夏だ。

　ま、その前に梅つ雨ゆがくるけど。

　生まれも育ちも東京の僕は、あのじめじめっとした感覚が体に染しみ込んでいる。汗をかいて、べっとりと服が肌はだに張り付く感覚を、いとも簡単に思いだせる。

　その憂ゆう鬱うつを、炭酸飲料を一気に飲むことで吹き飛ばす。しゅわーっと。

　もう一つの悩みも飛んでいけばいいのにね。

　愛好と霜月さんは、もうなにをプレゼントするか決めたようで、いまは隣となりで楽しくおしゃべりに興じている。

　ああ、どうしよう。音おと無なしさんへのプレゼント。

　バッグは高すぎるし。

　靴くつもないな。

　服も却下。愛好のやつが変なことを言いだしたから。

　日ひ傘がさもイメージに合わないし、それだったら普通の傘かな。

　下着？

　ははは。一番ありえない。

　そうなると、今日見た中ではハンカチとか靴くつ下したが一番有力な候補かなあ。

　なんだろうね。

　色々考えてはいるけどさ、なにをプレゼントしようが、音おと無なしさんの喜んでいるシーンをイメージできないんだよ。

　いっそのことネタに走ったほうが、いつものノリで渡せるかもしれないぞ。

　真剣に選んでコケるより、笑いにしちゃったほうが楽だよな…………。

　いや待て。元々は感謝の気持ちを込めて、プレゼントをしようと思い立ったのに、それでいいのか？　…………あんまりよくないよな。

　収録では、お世話になってるもんなあ。

　だってさあ、ずるいよ。

　収録中の音無さん、普段より優やさしいんだもん。

　いつもは僕のことをけなしまくるくせに、ラジオの収録中はフォローしてくれたりする。

　まあ、それも当然っちゃあ当然なんだけどね。パーソナリティと言っても僕は素人しろうとなわけで、音無さんが締めてくれなきゃ、番組として成立しなくなっちゃう。

　ただ、ほら。

　男ってさ、女の子に優しくされると…………ね。単純な生き物ですから。

　そんな相手の誕生日に、なにを贈おくればいいのか。

　音無さんの欲しい物ってなんだろう。

　実用的な物なら、とりあえずはいいって感じか？

　それとも、単純に高価な物がいいか？

「兄さん、まだ悩んでんの？」

　愛あ好こがこっちを向いていた。

　いっそのこと、愛好に選んでもらうか？　結果として音無さんが喜んでくれれば、それでいいんだから。

「なんかもう全然分っかんないよ」

　お手上げだ。お手上げ。

「相手は大人気のアイドル声優だぞ？　きっと、事務所にもすげーたくさんプレゼントが届くんだよ。それも、毎年毎年もらってるんだぜ？　そんな相手が喜ぶような物なんて、全然思いつかないよ」

　実用的な物も、高価な物も、おもしろグッズも、きっといっぱいもらってるんだ。

　僕がなにをあげたって、結局は、たくさんもらったプレゼントのうちのひとつにしかすぎないんじゃなかろうか。

　特別な物なんてあげられない。

　特別にはなれない。

　なんだかもう、どうでもよくなってきてしまった。

　そんな僕を笑うように、愛あ好こは言った。

「兄さん、考えすぎ」

　子供みたいに無む邪じや気きな顔で、言った。

「プレゼントなんて、なんだっていいんだよ。押しつけがましくたって、自己満足だっていい。きっとそれで、思い出をプレゼントできるからさ」

　……………………へえ。

　思い出、ね。

「わたしなんて、学校へ行ったら、周りはお金持ちばっかりなんだよ？　そう思わなきゃ、やってられないって！」

「愛好さんがこの前持ってきたおもちゃ付きのお菓子、みんな喜んでいたのですよ」

「あー、あれね。うちの近所のスーパーで百円で買えるやつだよ」

　自分専用の車や飛行機を持ってて、デパートを貸し切りにできるようなお金持ち相手に、スーパーで買った食しよく玩がん付きのお菓子か。
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　でも、霜しも月つきさんはとても楽しそうに、そのお菓子と、おもちゃについて話をしている。

　なんだっていい、のか。

　値段とか、イメージに合うとか合わないとか、実用性とか、おもしろとか、そういうのにこだわるんじゃなくて。

　僕があげたいって思った物は────。

　感謝の気持ち、かな。

　あと、単純に誕生日をお祝いしようっていう気持ち。

「うーん」

　腕を組んで唸うなる。

　なんかこう、いいヒントをもらったようで、ハードルを上げられてしまったような、不思議な感覚。

「たっくさん悩むといいよ、兄さん」

　こいつ楽しんでんじゃなかろうか。

「おまえはもう決まったのか？」

「もっちろん」

「なんにしたんだ？」

「ひ・み・つー」

「なっ……いいじゃん。教えろよ」

「乙女の秘密でーす。ね、こはるん！」

「は、はいなのですよ」

　乙女の秘密ってなんだよ。普通に秘密っていうより興味惹ひかれるんですけど。

　でも、絶対に教えてはくれないらしい。

「ちぇっ。…………はあー」

　再び唸りながら、僕は目をつむってうつむくのであった。










　翌朝。

　結局、プレゼントはまだ決まっていない。せっかく霜月さんがデパートを借り切ってまでくれたというのに、僕は決めることができなかったのだ。

　悩みに悩んだ。ベッドに入ってからも、なかなか寝付けずに過ごしてしまったせいで、今け朝さは寝不足である。

　目が覚めて最初に思ったのが、「どうしよう」である。顔を洗っていても、歯を磨みがいていても、着替え中も朝飯中も、頭の中から「どうしよう」が離れない。

　頭の中に「どうしよう」がいっぱいで重い。対照的に、摑つかんだカバンは軽い。教科書のほとんどを学校に置きっぱなしにしているからだ。

　支し度たくを終えて家を出る。

　踏ふみならしてふにゃふにゃになった靴くつの踵かかとを人さし指でサポートし、足をすっぽりと収める。

　あー、太陽がまぶしい。

　部屋で浴びられない分、全身で思いっきり朝日を感じながら、背伸び。

　今日もいい天気だ。

　制服もそろそろ暑苦しくなってきたな。

　って、しまった。今日から六月じゃん。

　衣ころも替えじゃん。

　今日から夏服でいいんじゃん！　どうりで暑いわけだよ！

「ん？」

　いまからでも引き返して着替えてこようかと考えていると、隣となりの家から人が出てきた。

　朝日を反射する白い肌はだ。

　すらりと伸びた手足。

　頭のサイドに結った髪が揺ゆれて、彼女はこちらに気づく。

「あ、ちょうどよかった」

　朝のあいさつもなしに話しかけてくるのは、アイドル声優・音おと無なしまどかである。

　ラジオの相方であり、お隣さんであり、クラスメイト。

　僕は音無さんのファンクラブに入っているくらい、彼女のことが大好きなのだが…………あくまで、声優・音無まどかのファンってだけであって、べつにそれ以上のことはない。断じてない！

　いまちょっと見とれてしまったのも、朝日を浴びて輝く音無さんが美しすぎたせいだ。

　まったく、朝っぱらから勘かん弁べんしてくれよな。

　でも一応、神様に言っておく。

　ありがとう！

「あれ？　音無さん、制服は？」

　そんな、僕を色んな意味で悩ませているクラスメイトな彼女は、古ふる里さと学園の制服を着ていなかった。私服である。

　これがまたセンスの良いかわいい格好だから、眼がん福ぷくである。

「今日あたし学校休むから。先生に伝えといて」

「サボり？」

「仕事に決まってんでしょ」

　売れっ子声優である彼女は、仕事のほとんどを土日にまわしている。しかし、どうしても都合がつかないときには学校を休んで仕事へ行くのだ。本当にたまーになのだが。

「へー、なんの？」

「ひみつー」

　まだ情報解禁されてない仕事なのかな。ま、その内分かるだろ。僕が音おと無なしさん関連のお仕事情報を漏もらすわけないし。

　なんでもない話をしながらも、音無さんの格好をチェックする。

　なにかプレゼントのヒントになるような物はないかな？

　肩にかけている重そうなバッグ。台本でも入っているのだろう。

　髪を結うリボン。仕事のときはサイドポニーと決めているらしい。直接尋たずねたわけではないので、僕調べだ。補足情報として、頭の右に結うか左に結うかは、そのときの気分次第で、特に決めてはいないらしい。これも、もちろん僕調べ。

　ネックレスとか、イヤリングとか、アクセサリー系は見あたらない。

　うーん。分からん。

「こんなに朝早いのって、めずらしいんじゃない？」

「スタジオが遠いのよ。そのくせスタートが朝あさ十じゆうとか、ふざけてるわ」

「朝十？」

「朝十時のことよ」

　アニメとかの業界って、たいていは朝遅いんだよな。その分、夜の終わりが遅いんだけど。

　あ、いや、逆か？　夜遅くなっちゃうから、朝もゆっくりになるとか？　ラジオのスタッフさんとかも、しょっちゅう徹てつ夜やしてるし。

　そして、なんだかそれを楽しんでるし。笑顔で「ははは、昨日も徹夜しちゃったよー」とか言われても、こっちは対応に困る。

「なんか、そういう業界用語を使うとプロっぽいよね」

「はあ？　業界用語？　ただ略してるだけでしょ」

　それがプロっぽいんだよ。僕も使ってみようかな。いきなり使いだすのは、ちょっと照れくさいけど。

「まったく、これだからトーシローは」

「出た！　逆さ言葉！　僕、ラジオに出るようになって二ヶ月くらいだけど、まだそういう言葉遣づかいをする人に会ったことがない！」

　トーシローは、素人しろうとってことだよな。最近の業界用語っていうよりは、昔からよく使う言いかたな気がするけど。

「朝十でアフレコとか、マジでしーきびだわ。スタッフＫＹなんじゃないの？」

　訳：朝の十時からアフターレコーディングとか、本当に厳しいわ。スタッフってば空気読めてないんじゃないの？

「なんだろう。そういう言葉をいっぱい使うことによって、逆に噓うそくさくなって素人しろうとっぽく見える」

　あとＫＹって、べつに業界関係ないよね？

「そうだ、素人のあんたに業界用語を教えてあげるわ」

「は？　いや、いいって」

「知っておいたほうがいいわよ？　知らないで使って恥かく前にね」

　音おと無なしさんが、ずいぶん生き生きと話しかけてくる。

　これはあれだな。

　いつものやつだな。

「まずは……『あざーっす』」

「それくらい知ってるよ。『ありがとうございます』でしょ？」

　芸人さんがネタで使ってたこともあったっけ。

「違うわよ。どっかにぶつけたときに使うのよ。『あざーっす』」

「『痣あざーっす』!?　むしろ業界的には、ケガは御ご法はつ度となんじゃ…………」

「血さえ出なけりゃいいのよ」

　恐こわいところだ、業界というのは…………。

「『せんざい』とか知ってる？」

「『宣伝材料用写真』の略だっけ。芸能事務所のホームページとか見ると載ってるよね」

「あんた、洗剤も知らないの？　汚れを落とすときに使うやつよ」

「業界関係ねーじゃん！」

「業界の汚れを落としてくれる洗剤は、いつ発売になるのかしらね…………」

「うん、そこは僕、ノータッチでいくわ」

　急にネタがダークになったな。

「あと、これは使いかたに注意が必要ね。『てっぺんをまわる』」

「さっきの洗剤以上に注意が必要なの？　そんな言葉、僕にはとても扱えないよ」

「『最近疲れてるんだって？　あ、生え際ぎわがてっぺんをまわってきちゃってるじゃん』の略よ」

「気ぃ遣つかうわ！　ってか言ってやるなよ！　そこまでいってたら、きっと自分でも分かってるからさ！」

「あと、『おつかれちゃーん』」

「それ、本当に業界で使ってる人いる!?」

「意味は、『おつかれさまー。このあとカレー食べに行く？　あ、やっぱりちゃんこ鍋なべがいいかな！』の略」

「ながっ！　あと、一度カレーを挟はさむ意味が分からない！」

　朝からツッコミ、疲れるんですけど。

「これであんたも立派な業界人ね」

「そんな業界用語を使ってたら、逆に恥かくわ！　もういいよ！」

　いつから僕らは漫まん才ざい師しになったのだろうか。

「んー、よっし！」

　目を強く閉じて、わなわなと体を震ふるわせながら、なにかを嚙かみしめる音おと無なしさん。なんだか気持ちよさそうですね。

「まだちょっと眠いけど、頭はまわってるわね」

　確認のためにやらせたんかい。

　これは、音無さんの悪い癖くせだ。

　偉大な父を持っているがゆえに業界内で気を遣つかわれる存在になった音無さんだが、実はツッコまれるのが大好きなのだ。

　盛大に伸びをした音無さんは、満足した表情から一転して太陽を睨にらみつける。

「しっかしなんなの？　この今日の暑さ。まだ六月に入ったばっかだっていうのに」

　ついに天気にまで文句つけ始めたよ、この人。

「スタジオに行けば、クーラーとかついてんじゃないの？」

「違うのよ！　そういうんじゃないの。分かってないわねえ」

　じゃあなんだよ。アイスでも食べたいとか？　それとも氷とか？

「プールや海に行きたいなあってことよ。去年も一昨年おととしも仕事仕事で行けなかったし」

　ああ、なるほど。そんな時期でもあるか。早い学校では、六月に入ったらすぐプール開きのところもあるよね。

「しかもさ、うちの学校ってプールないでしょ」

「うん」

「夏の間、体育はなにやんの？」

「え？　普通に球技とかやると思うけど」

「最悪…………」

　そ、そうか。

　たしかに最悪だ。この上なく残念だ。

　海やプールといったら、そうだよな。水着だよな。音無さんって、普通のグラビアをやったことはあっても、水着グラビアってやったことないんだよね。

　うわ、うわー。見てえ！

　なんでうちの学校にはプールがないんだよ！

「ただでさえ暑苦しくてイライラしてるのに、その顔やめてくれる？　うざい」

　しまった、顔に出てたらしい。

　ああ、でもいいなあ。音無さんと海かあ。

　あ、そうだ。いいこと思いついた。

「ね、ね、源げん太たさん、いる？」

　僕の質問に、音おと無なしさんは怪け訝げんな顔をする。当然だ。僕の質問を真に受ければ、誰だれだって不思議な顔をするだろう。

「天国にね」

「いや、そういうことじゃなくて」

　そう、音無さんのお父さん、つまり世界的に有名な俳はい優ゆうだった音無源太は、すでに他界しているのだ。

「なんなのよ」

「タコだよ、タコ。あれ、源太さんなんでしょ？」

「……………………あんたがなにを言ってるのかさっぱり分からないけど、お父さんがどうかしたの？」

　音無さんの身の周りに、たびたび現れる不思議なタコ。そのタコのことを、音無さんは「お父さん」と呼んでいるのだ。

　海の話題で思いだしたよ、あのタコの存在を。

　何度尋たずねても正体を教えてくれない。ほぼ分かったようなもんなのに。

　最近では隠すつもりもないらしく、完全に開き直られている。だからもう、僕も真実なんかどうでもよくなりつつあった。

「ちょっと源太さんを貸してくれない？」

「あんたね、人の父親を物みたいに」

「あ、ごめん…………」

　さすがに無理か。父親の源太さんなら、いま音無さんの欲しがってる物とかについて、なにか知ってるかなと思ったんだけど。

「ほら」

「ありがとう」

　あっさり貸してくれた！

「用が終わったらポストに入れておいて」

「音無さんのほうがよっぽど物扱いしてない!?」

　タコを渡された。インパクトのある眉まゆと、突きでた口。

　デフォルメされたおもちゃのようなタコである。

　ふむふむ、源太さんを貸してくれと頼んで、このタコを渡されたということは…………。

「やっぱりこのタコ、源太さんなんだね」

「………………………………」

　あくまでも教えてくれないんですね。いや、もう分かってるからいいんだけどさ！

　音おと無なしさんが僕を無視して、手のひらに載っているタコへと話しかける。

「おーい」

『呼んだか!?　まどか！』

　音無さんの声に反応するように、くわっと目が開く。

　折り畳たたまれていた八本の触しよく手しゆがにゅるりと動く。それぞれ動きが違うので、自動で動いている、というわけではなさそうだ。

　うーむ。何度見ても何度聞いても、不思議だ。

　この、声が直接頭の中に響ひびいてくる感じとか。

「あたし今日、仕事で学校休むから」

『そうかそうか』

「だからさ、あたしの代わりにノートとっといて」

『は？』

「あとで素人しろうとに写させてもらおうと思ってたんだけどね、お父さんがとっといてくれるなら手間も省けるし」

『いや、ちょっと待て、まどか！』

　ノートを写す手間まで省くのは、立派な怠たい惰だだと思うんだけど。

　音無さん、そこんとこはどう考えてるんだろうか。もちろん、口に出して訊きいたりはしないよ？　怒られるから。

「ちょっと待ってて。今日の授業のノート、取ってくるから」

　音無さんは再び家の中へと入っていってしまった。

「源げん太たさん」

　僕の呼びかけに、タコがくるりとこちらを振り向く。

『ん？　あ、いや』

　そして目を逸そらす。

「もういいですから」

　この期ごに及んで、まだ正体を隠そうとしているんだよな。音無さんといい、このタコといい、いい性格してるよ。

　だいたい音無さん、さっきもこのタコのことを「お父さん」って呼んでなかった？

　そろそろ認めちゃってもいいんじゃない？

　どうせこのタコ、僕と音無さん以外には見えないんだし、声も聞こえないんだから、誰だれかに言ったところで信用してもらえないんだしさ。

「後でちょっと訊きたいことあるんですけど、いいですか」

『ふむ。まどかの前では話しづらいことか』

「そうですね」

『あい分かった』

　八本の触しよく手しゆのうち、二本を体の前で組んだ。どうやら本人的には、腕を組んでいるらしい。

　音おと無なしさんはすぐに戻ってきて、僕にノートを渡す。

　って、そうか。

　僕が持ってくのか。このタコが持つには大きすぎるもんな。

「それじゃ、よろしくね。ノートもポストに入れておいてくれればいいから」

　大人気のアイドル声優さんに笑顔でお願いされては断れない。

　渋しぶ々しぶ……というほどでもなく、受け取った音無さんのノートをカバンに入れた。

　音無さんを見送って、僕は学校へと向けて歩きだす。

　梅つ雨ゆを目前に控えた青空の下、高校二年生の血気盛さかんな男子が風を肩で切って歩を進める。

　その肩に乗るのはタコ。

　どうせ誰だれにも見えないからいいんだけど、なんとも格好がつかないじゃないか。

『で、訊ききたいこととは？』

「実はですね」

　一言口に出してから、はたと周囲を見渡す。

　出勤途中のサラリーマン、制服姿の学生などなど。

　人通りは結構多い。

「ちょ、ちょっと待ってください」

　うん、まずいな。

　このタコ、他ほかの人には見えないのだ。つまり、周りからは僕が一人でしゃべっているように見えてしまうということだ。

　独り言はまずい。毎年、どういうわけだかは知らないが、気温が上がってくると変質者も増えるらしい。気をつけないと、僕もその一味として見られてしまう。

　職務質問される前に対策をしなければ。

　ポケットからケータイを取りだすと、ぱかっと開いて耳にあてた。

　よし、これで大だい丈じよう夫ぶだ。

　話をしていても、電話をしているように見られるだろう。

「あのですね」

『……………………』

「もしもし？」

『……………………』

「源げん太たさん？」

『わしか！　わしに話しかけてたのか！　てっきり電話かと思ったぞ』

「ああ、違うんです。すいません。ってか、やっぱり源太さんなんですね」

『さて、話というのを聞こうか』

　まーた、しらばっくれた。

　もういい。僕はもう確信をもっている。

　このタコは音おと無なし源げん太たさん。

　十二年前に亡なくなった、音無さんのお父さんなのだ！

　どういう非科学的現象なのか知らないけど、そういうことなのだ！

『まあ、呼びかたに困るというのなら、仮に源太としておこうか』

「はい。じゃあそういうことで」

　仮にね。仮に、このタコのことを、これから「源太さん」と呼ぶことにするよ。

　そんなことはどうでもいい。さっさと本題に入ることにする。もたもたしてたら学校に着いちゃうし。

「もうすぐ音無さんの誕生日ですよね？」

『うん？　ああ、まどかのか』

「です」

『そうだな。六月六日だ』

「で、なにかプレゼントをしようと考えてるんですが」

　なにがいいですかね？　と尋たずねる前に、源太さんから答えが返ってきた。

『べっこうの櫛くしとかどうだ』

「ふるっ。そんなんもらっても今時の女子高生は喜ばないでしょ」

『まったく、最近の若者はぱっと見の派手さにばかり目がいって、趣おもむきがなくていかん』

「他ほかになんかないですか？」

『じゃあ、バーキンのバッグとか』

「お水みずかっ。そんなもんプレゼントされるの、夜の蝶ちようたちくらいですよ。普通の人がそんな高価な物もらったら、まず引きますって」

『うーむ、マンション？』

「たけぇ！　僕、そんなにお金持ちじゃないし、気前も良くないですから」

　ってか、さっきからテレビでたまにやってるキャバ嬢特集の『いままでにもらった高額プレゼントは？』みたいな答えになってきてるんだけど。

「源太さんって、キャバクラとかよく行ってたんですか？」

『む!?　いや、そ、そんなことはないぞ！』

　明らかに動どう揺ようしている。と、いうことは。

「源太さんって、結婚したのいくつでしたっけ」

『さ、さあ？　いくつのときだったかなあ』

「結婚した後も行ってたんですね？」

『ど、どこにだ。ははは』

「まさか、音おと無なしさんが生まれてからも？」

『……………………』

「源げん太たさん？」

『英雄、色を好む。という言葉を知ってるか』

　知ってますとも。

　ここで言う色とは、女性のことを指す。昔から、英雄とか力のある人は女性を好むという。自分の強い遺伝子を残すための本能とか、諸説あるけど、現代ではただの言い訳にしか聞こえなかったりする。

『ええい！　その話はいい。プレゼントになにをあげたらいいか、だったな』

　そうそう、そうですよ。

「源太さんなら、いつも音無さんと一緒にいるし、なにか欲しがってる物とか知らないかなって」

『ううむ、言うほど四六時中一緒にはいないんだがな』

「そうなんですか」

『わしは一緒にいたいんだが、まどかがなあ』

　そりゃそうだ。年とし頃ごろの娘さんなんだから、当然だよな。

　学校が近づいてきて、ちらほらと古ふる里さと学園の制服に身を包む学生の姿が増えてきた。そろそろ、なにかしらのアドバイスが欲しいところだ。

「マジで、なにかないですかね？」

『そういえば、服とかはいつも困ってるな』

「服、ですか」

　うあ、そこか…………。

『声優という仕事は、女優やモデルと違って個別にスタイリストさんがついたりはしないからな。基本的に、衣装は自分で用意するんだよ。もちろんイベントによっては、用意してくれるときもあるようだがな』

　そいつは大変だな。

　僕がスクラップしている雑誌の写真の数々を思い返してみても、音無さんが同じ服を着ているのを見たことがない気がする。

　撮影があるたびに買ってるのだろうか。

　それは、すごい出費だぞ…………。

「でも、すいません。服以外で…………」

　昨日の愛あ好この言葉を思いだしてしまったのだ。男が女に服をプレゼントするときは、着ているところよりも脱がすところをイメージする、だって？

　本当に余計なこと言うよな、あいつ！

　そんなことないって。そんなこと…………ないって…………。ないよ？　うん。

『ふうむ…………』

　校門が見えてきた。そろそろ電話作戦もつらくなってくるな。

『じゃあ、優ゆう花かちゃんに訊きいてみるのはどうだ？』

「優花ちゃん？　えっと…………」

『芹せり沢ざわ優花ちゃん、知っておるだろう？』

　ああ、はいはい。音おと無なしさんのマネージャーをやってる芹沢さんのことね。

　芹沢さんのことを「ちゃん」付けで呼ぶなんて。源げん太たさんは、芹沢さんと知り合いだったのかな。

　でも、言われてみればなるほど。たしかに芹沢さんの連絡先は知ってるし、親以外では一番近くで音無さんのことを見ている人かもしれないな。

「そう、ですね。後で訊いてみます」

　一応参考になりそうなことも聞けたし、こんなところかな。

「ありがとうございました」

『待て。最後に一言、おぬしに言っておく』

「はい？」

『まどかは、物で釣つれるような簡単な女じゃないぞ』

「なっ、違いますよ！　そんなんじゃないですから！」

　下心なんて、これっぽっちもないから！

　ラジオでお世話になってるから、なにかあげたいなって思っただけだって。

　あげるからには喜んでほしいじゃん？

　だからリサーチをかけてるわけですよ。

　物で釣るとかじゃないって！

　って、なにを一人で慌あわててるんだ、僕は。

　はあ…………。

　まあ、愛あ好こに訊いたときよりは参考になったけどさ。

　校門をくぐりながら思う。

　今日は一日悩むことになりそうだなあ、と。




　あっという間に放課後になった。

　考え事をしていたからかもしれない。

　あと、授業中が忙しかったのもある。音無さんにノートをとるように頼まれていた源太さんのせいだ。

　最初は僕も、八本の足で器用に文字を書くなあと思いながら見ていた。

　だが冷静になって考えてみると、どうだ。

　このタコ、他ほかの人からは姿が見えないのだ。

　机の上でシャープペンが勝手に踊りまくるという、ちょっとした怪奇現象だ。

　慌あわてて源げん太たさんから筆記用具を取り上げると、代わりに僕が音おと無なしさんの分のノートまでとってあげた。おかげで手が痛い。

　ちなみに、やることのなくなった源太さんがいまどうしているかというと、僕のカバンの中にいる。

　ぴくりとも動かないし、一言も発さない。

　寝ているのだろうか。

　魂たましい的な物が抜けている状態なのだろうか。

　音無さんとも四六時中一緒にいるわけではないと言っていたから、この状態がデフォルトなのかもしれない。

　そんなこんなで、今日も慌ただしく学校が終わろうとしている。

　現在は帰りのホームルーム中。

　教きよう壇だんに立つ担任の和わ田だ先生をぼんやりと見ながら、音無さんへのプレゼントについて考える。

　今日一日、まったく授業に身が入らなかった。まあ、悩み事のありなしにかかわらず、いつもあんまり身には入ってないんだけども。

　ホームルーム、早く終わらないかなあと顔をあげる。

　きっとクラス中の人が同じ思いを持っているだろう。

　この和田先生、なかなかに生徒からの人気も高い女の先生なのだが、ひとつだけ欠点があるのだ。

「みんないつも静かにしてくれてるから、ご褒ほう美びに先生がひとつ愉快なことでもゆーかい？　なんちゃって！」

　静かにしてるのは、そのダジャレのせいです、先生。

　ホームルームが終わるのを、みんな待ってるんですよ。

　だからおかしなこと言ってないで、早く終わらせてください。

「あっ、そうだ！　大事なことを言うの忘れてた！」

　大事なこと？　ダジャレばっかり言ってるから忘れるんですよ。

　なんですか？

「いまから、重大発表を十代の君たちにするから、よく聞くように！　なんちゃって！」

　早く言えよ！

　その重大なこととやらをよ！

「今度の日曜日だから……えっと、六月六日か。その日に開かい催さいされる、市のスポーツ大会の優勝特典をこれからゆうっしょ!?　なんちゃって！」

　よし、要約しよう。

　先生の伝えたかった重大なこととは、こうだ。

　今度、市が主しゆ催さいのスポーツ大会が開催されるらしい。

　市としては、なるべく若い人たちに参加してもらって、大会を盛り上げたいのだそうだ。

　ということで、市内にある高校に連絡をして、出場チームを募集しているのだとか。

　チームのメンバーは一組十人まで登録が可能。ただし、当日行う競技の関係上、最低でも男性三名、女性三名の計六名がそろっていないとダメらしい。

　なるべく多くのチームに出てほしいらしいが…………。

　そうは言ってもねえ、最近の若者が好きこのんで市のスポーツ大会になんて行かないでしょ。

　よっぽどのスポーツ好きならまだしも、一チーム最低でも六人は集まらないといけないんでしょ？　それはなかなか条件が厳しいって。

　という考えは市の偉い人たちも気づいていたらしく、なんと優勝チームには豪ごう華かな賞品が出るのだとか。

　…………ほうほう。

　この夏オープンするウォーターランドの招待券らしい。

　そういえば、テレビでもよく宣伝やってるな。

　流れるプールや波のプール、ウォータースライダーなどの定番アトラクションに加え、水着のままで乗れるジェットコースターとかも充実しているらしい。

　ちょっとしたテーマパークというやつだ。

　そのテーマパークが、正式オープンする前に記念イベントを行うので、その催もよおしに一チーム全員をご招待、というのが今大会の優勝特典らしい。

　正式オープン前ってことは、招待された客しかいないわけだから、遊び放題じゃね？

　よくニュースとかで、泳ぐ隙すき間まもなくて温泉みたいになっちゃってるプールの映像が流れるけど、そういうことにはならないってわけだね？

　ふむ。ふむふむ。

　これは、いいんじゃないだろうか。

　周りを気にせず思いっきり遊べるなんて。

　僕は今け朝さの音おと無なしさんの言葉を思いだしていた。

　海やプールに行きたいって言ってたよな。

　そんでもって、みんなで遊びに行く、というのは愛あ好この言うように思い出にもなる。

　同年代の友達と遊びに行く時間もあまりとれない音無さんには、うってつけなんじゃないだろうか？

　いいかもしれないぞ、これ。

　音おと無なしさんへのプレゼントとして、最高なんじゃないか？

　どうせ市のスポーツ大会だ。参加するのは運動不足のお父さんやお母さんたちばかりだろう。

　多少僕のように運動神経が鈍くても、若さでカバーできるはず！

　和わ田だ先生は、詳細が書いてあるというプリントを教卓に置いて、教室を出ていった。

　先生を見送ってから、僕はすぐにいつもの友人三人を集めた。

「なあなあ、聞いたか？」

「なにをだ。和田先生のダジャレか？　悪いが、まったく聞いていない」

　うむ。それについては僕も同じだ。けど、それじゃあない。

「違うよ、高たか見み沢ざわ。スポーツ大会だって」

「んあ？　出るのか？」

「うん」

　僕が頷うなずくと、高見沢含め、天あま池ちや久く住ずみまでもが信じられない物を見るかのような目を向けてくる。そんなに僕がスポーツに積極的なのが意外なのかよ。

「みんな、六月六日がなんの日か、知ってるか？」

「「「音無さんの誕生日だ」」」

「おまえら、よく知ってるな…………」

　さすがだな、即答かよ。だが話が早くて助かる。

「よし、分かった。協力しよう」

　高見沢が手を差し伸べてきた！

　話が早すぎだろ!?　いや、話さずとも理解していただいて、ありがたいんだけども。

　高見沢と握手を交わす。

「俺おれたちは俺たちで用意しようと思ってたんだがな、たしかにいい案だ。しかも…………」

　にやりと笑う高見沢。

「ん？」

「ん？　じゃねえよ、分かってんだろ？　プールだぞ？」

　あ、そうか。プールってことは、水着。

　音無さんの、水着姿。

　もしも優勝して、音無さんを招待して、みんなで行くってことは…………そうか！

　うわ、それは本気で気づいてなかった。

　一昨日おとといから音無さんへのプレゼントを探すのに必死だったから、マジでそこまで気が回らなかったわ。

「優勝するしかないな」

　僕のつぶやきに、三人が激しく頷く。

　ひとしきり頷き合うと、高見沢が人さし指をピンと立てた。

「で、スポーツ大会自体に音おと無なしさんは呼ぶのか？」

　高たか見み沢ざわの質問を受けて、久く住ずみは和わ田だ先生が教卓に置いていったプリントを取りに行った。

　さっきから一枚も減っている様子のなかったプリントを読みながら、久住は帰ってくる。

「スポーツ大会当日の登録メンバーに限らず、十人までならオープン記念イベントに入場できるらしい。ってことは、スポーツ大会には呼ばなくてもいいんじゃない？　そもそも優勝できなきゃチケットは手に入らないんだし」

　久住は最後に、「毎日仕事仕事で疲れてるだろうしね」と付け足す。

「そうだ。そういうのは、さらりとチケットを渡した後に、実はこんだけ努力して手に入れたんだ、とさりげなく伝わるのがいい」

　なかなかに策士だな、天あま池ち。

　たしかに、黙だまっておくのもひとつの手だ。

　しかし、みんなの話を聞いていて、僕はひとついいことを思いついた。みんなは呼ばないほうがいいって話をしてるけど、僕はまったく逆のことを考えていたのだ。

　音無さんも呼ぼう。呼んだほうがいい。

　そう思ったのは、昼食を一人でとる音無さんの姿が頭に浮かんだから。

　久住が音無さんに気を遣つかっているのが、よく分かったからだ。

　おせっかいかもしれないけど、せっかく同じクラスになったのに、なんだか寂しいじゃん。

　たしかに音無さんへの誕生日プレゼントって話だけどさ、みんなで協力して、優勝を目指して、そして遊びに行くってことのほうが、きっともっと仲良くなれると思うし、より楽しめると思うんだよね。

　もちろん、仕事があるかもしれない。スポーツ大会は今週末のことだから、急だしね。でも、誘さそうだけは誘ってみよう。

　いや待てよ。普通に誘っちゃダメだ。

　察しの良すぎる音無さんのことだから、水着目的だと勘かんぐられて来てもらえないかもしれない。大事なのは、来てもらうこと。芹せり沢ざわさんにお願いして、気づかれないように連れだしてもらうとか……そういう手はずにしたほうがいいな。

　となると…………。

　他ほかに誰だれを誘うかと話し合っている友人三人を見る。音無さんを誘うこと、こいつらにも黙っておくか。どこからバレるか分からないもんな。

「男はいいとして、女子メンバーはどうする？　最低でも女性三人、だったか？　自慢じゃないが、スポーツ大会に誘えるような女子の知り合いはいない」

　高見沢…………って、おいおい、久住も頷うなずいてるよ。悲しいな、おまえら。

　天池は？　と尋たずねようとしたところで、彼のメガネがきらりと光る。

「俺おれはそもそも三次元の女に知り合いなどいない」

　天あま池ち…………。いや、なにも言うまい。

　女性三人かあ。

　僕が誘さそえるとしたら…………。

「うちの妹と、その友達が一人、くらいかなあ」

　そう言う僕に、高たか見み沢ざわがにやりと笑みを浮かべる。

「あと一人いるだろ？」

「え？　誰だれ？」

「天あま乃の川がわしぐれさんに決まってんじゃねえか」

　こいつ、完全に下心で動いてやがる。

　だが賛成だ！

　音おと無なしさんとしぐれさんの水着…………いや！　違う、これは違うんだ！　純粋にプレゼントを贈おくろうとしたら、いつの間にか付いていた特典というか、おまけというか！

　ほら、男ってそういうのに弱いし！　袋とじとかにさ！

「えっと、しぐ…………天乃川さんも忙しい人だから、一応訊きくだけ訊いてはみるけど、あんまり期待しないでよ？」

「おい、良りよう人と」

　ん？　なんだい高見沢、指の骨をパキポキと。

「おまえいま、天乃川さんを下の名前で呼ぼうとしたろ？」

「い、いや…………」

　流りゆう星せいさんと区別するためにね、本人がそう呼んでほしいって言ったんだよ。

「そして、連絡先を知ってやがるんだな？」

「そ、それは…………」

　やば。また余計な嫉しつ妬とを買ってしまった…………。

「ちょ、ちょっと待って！　天乃川さんだってさ、仕事で無理かもしれないんだし、あと一人くらい候補考えておかないと！」

　音無さんだって、事情は同じだしね。仕事があるんだったら、無理には誘えない。

　議論すべき点を元に戻そうと必死になっていたそのとき。

「…………うち」

　ぽそり、と耳元で囁ささやくように、参加表明をする女子生徒が。

「うわ！」

　いつの間に現れたんだ。まったく気づかなかった。

「…………行く」

　小柄な体に不ふ釣つり合いな巨大なデジタル一いち眼がんを首からさげた、新聞部部長の嘉か保ほう芽め愛あ璃り。

　無表情のまま僕を見る瞳ひとみには、静かな決意の炎が。

　すると、僕たちの間に割って入ってきた高たか見み沢ざわが嘉か保ほうさんと握手を交わす。

「あなたがいてくれると心強い。来てくれるか、嘉保芽め愛あ璃り」

「……………………」

　高見沢の問いに無言で頷うなずく嘉保さん。

「そして、参加するならば、もうひとつ頼みたいことが…………」

「……………………」

　またも嘉保さんは無言で頷いた。

　そうか。分かったぞ、高見沢。おまえの考えていることが。

　たしかに彼女は必要だ。

　優勝し、プールに行った際、彼女にはどうしてもその場にいてほしい。

　いままで校内新聞には幾度となく煮にえ湯を飲まされてきてはいるが、彼女の撮る写真はどれも素晴らしい。

　なかには、隠し撮りした一枚のはずなのに、普通にポーズをきめて撮ったのではないかというほどの物まである。

　つまりは、そういうことだ。

「…………一枚、三千円」

　売る気だ！

　普段は廊下に貼はりだすだけの新聞を、高値で売りつける気だ！

　買うけど！

　見る用、保存用、その他もろもろで十部くらいは買いたいところだけど！

　いや、むしろ、なんとか交こう渉しようして高画質な元データを購入したいぞ。

「…………ほな」

　ぽそりとこぼして、嘉保さんは教室から出ていった。

　小さな体なのに、背中がでかく感じる。なんて頼もしいんだ。

　あの嘉保さんを味方につけたのは大きい。敵としてなら恐ろしいが、仲間としてならこんなに心強い人はいない。

　優勝する意味が、ひとつ増えたってもんだ。

「これで決まったな」

　嘉保さんを見送ってから、高見沢がつぶやく。

　一人、予想外の人物が加わったけど、メンバーの候補はいまのところ、僕、愛あ好こ、霜しも月つきさん、嘉保さん、高見沢、久く住ずみ、天あま池ちの七人か。

　で、仕事がなければ音おと無なしさんとしぐれさんを入れて九人。

　よしよし、問題ないな。




　そんなこんなで、僕は音おと無なしさんへのプレゼントと、ほんのちょっとの下心のため、動き始めたのである。
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「おつかれさまでーす」

　ラジオを収録するためのスタジオというところへ来るようになってから、早くも二ヶ月が経たとうとしている。

　慣れない。全然慣れない。

　いまだに緊きん張ちようする。なんでだ。そろそろ慣れろよ、自分。

　前日は寝付きが悪いし、朝食や昼食も喉のどを通りにくい。

　テンションを上げてトークをするというのはそれなりに体力を消しよう耗もうすることなのに、スタジオへ着いた時点で僕はもうへとへと状態なのだ。

　いつか、こんな日常にも慣れる日がくるのだろうか。音おと無なしさんのように…………いや、それは無理だな。あんな堂々とした態度、とれる気がしない。

　そんな存在感たっぷりの音無さんの姿は、まだないみたいだ。

　今日は僕のほうが先にスタジオへ到着したということである。

「じゃあ村むら人びとくん、音無さんが来る前に打ち合わせしちゃおっか」

　スタッフさんに促うながされて、着席。

　今日の収録は、音無まどかバースデースペシャル。

　あの音無さんのことだから、気づいているかもしれないけど、一応サプライズってことでね。音無さんが来る前に、色々と決めておこうってことさ。

　スタッフさんから説明を受ける。

　そうか、今日は丸まる一本バースデー企画でいくのか。

　って、うわ！

　なにこの紙の束。え？　これ全部、音無さん宛あての誕生日おめでとうメール？

　さすがだな…………。

「で、村人くんにお願いしたいのは」

「あ、はい」

「音無さんに『六月といえば……？』っていうフリをお願いしたいんだよ」

　なるほど。

　音無さんが「もしかして……」ってなったところで、ケーキ登場というわけですね。

　歌をスタッフと僕で合唱して、ろうそくを吹き消して、ケーキをプレゼントと。そういう流れなわけだ。

　だいたいの進行を確認し合うと、隠いん蔽ぺい工作開始。

　ケーキを隠して、誕生日おめでとうメールも隠す。

　ダミーの台本を渡された。

　なにこれ、普段の台本より作り込んであるじゃん。文字数がいつもより圧倒的に多いんだけど。普段からこれくらい…………いや、なんでもないです。

　僕は持ってきたカバンの中へ、本当の台本を隠してしまう。

　さて、音おと無なしさんと芹せり沢ざわさん、まだかな。

　芹沢さん、今日は来るだろうか。来る日と来ない日があるからなあ。

　ケータイ番号は知ってるけど、できるなら直接話をしたい。頼み事だしね。

　現在、スポーツ大会への参加メンバーは、僕、高たか見み沢ざわ、久く住ずみ、天あま池ち、嘉か保ほうさん。

　それから、愛あ好こと霜しも月つきさん。

　愛好に事情を話したら、あっさりオーケーしてくれて、さらに霜月さんにも話を通してくれた。愛好には「それが兄さんの考えたプレゼントなんだー」ってにやにやされたけど、こっちはお願いする立場だし、甘んじてその状況を受け入れるしかなかった。いつかやり返してやる。

　さらに、なんとしぐれさんからも、すでにオーケーをいただいている。

　残念ながら、まことに残念ながら直接会う機会がなかったので、メールでのお願いになってしまったが、しぐれさんは快く了承してくれた。

　ただ、どういう経けい緯いかは知らないが、いつの間にか流りゆう星せいさんにもスポーツ大会のことがバレたらしく、あの人も参加することになった。

　まあ、あの人の身体能力を考えると、単純に戦力としてなら嬉うれしいのだが…………。

　流星さんは音無さんのことを大層お気に入りのご様子なので、なるべく接点を作りたくなかったんだよなあ。でも、バレちゃったもんはしょうがない。

　というわけで、メンバーは九人。あとは音無さんの都合さえつけば万事解決なんだけど。

「村むら人びとくん、おつかれー」

「あ、おつかれさまです」

　さっきまで打ち合わせしていた人と代わって、ぼーっとしていた僕の前に座ったのは、口にひげをたくわえた人。

　一応、この現場では一番偉い人らしい。来るときと来ないときがあるけど。

　素人しろうとの僕をパーソナリティにしちゃおうっていう無茶をやってのけた人である。

「どう？　そろそろ慣れた？」

「いや、全然ですよ」

「あれ？　そう？」

「そちらこそ大だい丈じよう夫ぶなんですか？　上の人たちとか」

　以前、素人をパーソナリティとしてしまったことに対して、会社の偉い人たちからクレームが入ったことがあった。

　そのときは公開録音を大盛況にすることができたために、なんとか番組終了の危機を乗り越えたわけだが、それから後はなんの音おと沙さ汰たもない。

「あー、大丈夫大丈夫」

　ひげのおじさんは斜めにイスに座りながら、手をひらひらと振っている。

「村むら人びとくんはまだ若いから知らないかもしれないけどね、昔はよくあったんだよ？　素人しろうとさんが番組に出るのって」

「そう……なんですか？」

「それこそ、素人さんに突然ドッキリを仕掛けて、リアクションを楽しむテレビ番組とかね。ま、強制的に出演させられた素人さんからの抗議だったり、個人情報とかのプライバシーの問題で、いまはそういう企画が少なくなったけど」

　相手がユーモアのある人で、謝って許してもらえればいいけど、見た目だけでは判断できないしな。

　この情報化社会、顔が不特定多数の人に発信されるってのもちょっと恐こわいし。

「それにほら、ラジオなら顔も出ないし？」

　公録やりましたけどね。

「ネットの普及で、素人さんがやってるラジオっていっぱいあるし？」

　相手がプロの声優さんで、アクセス数は桁けた違いですけどね。

「原作サイドからのお願いでもあるし？」

　それ、一番問題なんじゃないですかね。『ぼいる・しゃるるの法ほう則そく』を出版しているオール・メイク・ワールドの偉い人は、どう思っているのだろうか…………。

　黙もく認にんって感じ？

　まあ、言いだしっぺが原作の先生だしな。そこまでの発言力、あってもおかしく…………いや、おかしいだろ。

　先生、そこは間違ってますよって、誰だれか止めろよ。特に、二に人にん三さん脚きやくでやってる担当さんとかがさ！

「ってことで問題なーし！　村人くんはなんの心配もしなくていいから！　がんばってね！」

「は、はぁ…………」

　問題だらけじゃねえか。

　ばしばしと肩を叩たたかれた。

「おつかれさまでーす！」

　お、この声は。

「あれ、村人くん、もう来てたんだ。早いね」

　あー、男ばっかりだったスタジオに、ようやく花が咲きました。

　音おと無なしさんの登場です。

　六月に入り気温も上がってきたからか、半はん袖そで姿である。

　ただ、手には上着が掛けられている。日がかげってからはまだ肌はだ寒ざむい日もあるからね。声優さんは声が商売道具だし、風か邪ぜでもひいたら大変だ。

　髪をサイドに結うのは、お仕事モードの証あかし。

　音おと無なしさんは湿気と男臭くささを吹き飛ばすような笑顔で、あいさつをしている。

　その後ろからやってきたのは、マネージャーの芹せり沢ざわさん。

　今日は芹沢さんも一緒のようだ。よかったよかった。

　こちらは相も変わらずスーツ姿。さすがにそろそろ暑いと思うのだが…………。

「おつかれさまです。今日もよろしくお願いいたします」

　メガネの奥に光る瞳ひとみは常にクールである。

　薄くひかれた口紅といい、タイトスカートから伸びる黒いストッキングに包まれた脚あしといい、この人の大人おとなの色気は思春期男子には刺激的すぎる。

　い、いやー、しかし、一気に空気が変わったね。

　やっぱりさ、狭くて窓もないような空間に男ばっかりだと空気が淀よどむもん。なんだか、そこはかとなくいい匂においがしてくるもんね。

　ちっとやそっと窓を開けたくらいでは、こんなに変わらないよ？　いや、むしろ窓なんて開けたらもったいない……？　ってのはちょっと変態すぎるから、いま思いついたことはなかったことにしよう。うん、よし。

　とにかく！

　美少女と美人の登場で、この場が一気に華はなやいだ。

　真打ちの登場に、待ってましたと言わざるをえない。

「じゃ、打ち合わせをやっちゃいましょうか！」

　スタッフさんに声をかけて、音無さんが僕の隣となりに座る。

　ふわりと香る甘い匂い。

「ん？」

　大きな瞳が、こちらを向いた。

　さほど広くないスタジオで、肩がぶつかるくらい近くに座っている音無さんの顔が、僕のほうへと向けられたのだ。

「あ、いや……なんでもない、です」

「そう？」

　まったくもう、この人は。

　隣に座られて、見られただけで、こっちは心臓の鼓こ動どうが速くなるくらい動どう揺ようしているというのに、音無さんはなんにも感じてないんだろうなあ。

　正面を向く。そして音無さんに気づかれないように、深く息を吸って吐いた。ちょっとは落ち着け、僕。

　さっき一度僕と打ち合わせをしたスタッフさんがやってきて、正面に座る。

　噓うその打ち合わせ、スタート。

　この打ち合わせも、なんだかいつもより入念にやっている。いつもそこまで段取りの確認なんてしないじゃん！

「ここは村むら人びとくんから話を振る感じで」

　ああ、はいはい。「六月といえば？」ってやつね。

「オープニングは五分くらいで」

　ああ、はいはい。ケーキの準備にかかる時間ね。

「今回はコーナーは少しだけで、フリートーク中心で」

　ああ、はいはい。今日はバースデースペシャルで読むメールもそういうのばっかりだからね。コーナー宛あてに送られてきたメールは次回以降にね。

　横に座る音おと無なしさんはまじめな顔で頷うなずいているわけだが、いざ本番が始まったら、この人の独どく壇だん場じようだ。どこまで打ち合わせ通りにいくか、いささか心配である。

　っていうか、そうか。

　今回は僕が音無さんの手た綱づなを握らなくちゃいけないのか。

　おいおい、このじゃじゃ馬を操るのは大変だぞ。

　まあ、さっきの打ち合わせでいえば、オープニング明けに僕のほうから話を振ればいいだけだし、きっと問題ないはず。

　だ、大だい丈じよう夫ぶ、だよな？

　一度誕生日ネタにしてしまえば、ラジオに慣れてる音無さんのことだ。ちゃんと流れに乗ってくれるだろう。そういうところは、しっかりしてるから。

　打ち合わせが終わった。

　スタッフさんが席を立つと、音無さんはメールの束に手を伸ばして読み始める。

　コーナーで読む用のメールはすでにピックアップ済みだが、僕たちは番組に届いたメールすべてに目を通している。まあ、パーソナリティとしては当然だね。って口にすると、色々と角が立つ可能性もあるので黙だまっていようっと。

　さて、では収録が始まる前に、芹せり沢ざわさんにも話をしておかなくちゃ。

「芹沢さん」

「はい」

「ちょっと、いいですか？」

　と言いながら、僕はスタジオの外を指さす。

「あら、私でいいの？」

　はっはっはっ、他ほかに誰だれを誘さそえって言うんですか。

　音無さんからの視線をちくちくと背中に受けながら、僕は芹沢さんとその場を後にした。




　自動販売機が並ぶ、休きゆう憩けいスペース。

　芹沢さんには、そこのソファに座っていただく。

　さて、どう切りだしたもんか。

「えっと、なにか飲みますか？」

「ふふ、大だい丈じよう夫ぶよ。どうしたの？　なにかお姉さんにお願い？」

　ですよねー。バレバレですよね。

「えっと、実はですね」

　芹せり沢ざわさんの隣となりに座って、事情を説明する。

「音おと無なしさんに、誕生日プレゼントをあげようと思ってまして」

「あら、ありがとう」

「い、いえいえ、いつもお世話になってるお礼も兼ねてなんですけど」

　自分のことではないのに、芹沢さんからお礼を言われてしまった。

「で、そのプレゼントっていうのがですね、明日、うちの市で開かい催さいされるスポーツ大会の優勝賞品でして。今度できるウォーターランド、というかテーマパークのオープン記念イベントへの参加チケットなんですよ」

「ああ、ＣＭで見たことあるわ。あの大きい屋内プールがあるところよね？」

「です。で、できれば、なんですけど……そのスポーツ大会に、音無さんを連れてきてもらえないかなと…………」

「まどかを？」

「はい。たぶん、僕が誘さそっても来てくれないと思うんで」

「あら、そんなことないんじゃない？」

　いえいえ、そんなことあるんですよ。大いにあるんですよ。

「ちょっと待って。明日よね…………」

　芹沢さんはぶ厚い手帳をめくる。

「すいません、急で。あの、無理なら無理で結構なんですけど」

「一応、明日はオフみたいね。じゃあ、誘ってみるわ」

「あの、僕が言いだしたって言うと疑われちゃうかもしれないんで、なにか別の理由をつけて連れだしてもらうことってできますかね？」

「ええ、大丈夫よ。当日まで秘密にしておきたいのね」

「はい。よろしくお願いします」

「じゃあ、なんとしてでも、まどかを連れていくわね」

「ありがとうございます！　あ、芹沢さんは明日、お仕事とかじゃなかったんですか？」

「いえ、大丈夫よ。ひとつ流りゆう星せいくんの仕事があったんだけど、本人から明日は空あけてくれって連絡がきて…………あ、もしかして」

「ははは。はい、そうみたいです」

　流星さん、仕事の休みをとってまでだったのか。なんという執念。

「じゃあ、私もがんばって応援するわね。あ、お弁当でも作っていこうか」

「マジっすか！　めっちゃ楽しみです」

「ふふ、あまり期待しないでね」

　おお！　芹せり沢ざわさんの手作り弁当。

　楽しみがひとつ増えたぞ。

「えっと……そのオープン記念イベントの日程は分かる？」

「あ、はい」

　僕が教えると、芹沢さんは手帳になにやら書き込んでいる。

「その日は、まどかのスケジュールを空あけておくわね」

「あ、そっか。ありがとうございます！」

　そういえばそうだった。せっかく優勝できても、イベントの日に音おと無なしさんが仕事じゃあ意味がないもんな。

　いやあ、そこまで気が回ってなかったよ。やっぱり芹沢さんに話をしておいて、よかったよかった。

「それじゃ、まずは明日よね」

「はい！　えっと、場所は────」
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　芹せり沢ざわさんとの話を終え、スタジオへと戻ってきた僕は、さきほどと同じく音おと無なしさんの横に座った。

「なんの話をしてたの？」

「いや、べつに、たいしたことじゃないから」

　音無さんの疑問をさらりとかわす。

「ふーん。あ、そっか」

　はて？　なにが「そっか」なんだろうか。

　しかし、ここで藪やぶをつついてヘビを出すわけにはいかない。なにに気づいたのか不思議ではあるが、あえてスルーだ。

　すると、音無さんのほうから別の話を振ってきた。

「話は変わるんだけどさ。まったく、別の話題になるんだけどさ」

　なにを言いだすつもりだろうか。

「あたし、明日誕生日なんだけど」

　ぎくぎくっ！

「へ、へー。そうなんだ？」

「しらばっくれてんじゃないわよ。あんたがあたしの誕生日を知らないわけないでしょ？」

　断定できたよ。まあ、知ってたけど。

「いやー、ははは。そうだったっけ？」

「プレゼント、なにくれんの？」

　すげーな、おい。もらう前提で話してるよ、この人。

「こら、まどか」

　正面には芹沢さんが座っている。

　スタッフの前では猫ねこをかぶる音無さんだが、芹沢さんの前では素すのまんまなのだ。

「だってこいつ、絶対に用意してるわよ」

「し、してねーよ！」

　あ、やべ。売り言葉に買い言葉。

　えと、あの、芹沢さん、そんな優やさしそうな目で僕を見ないでください！

「なんでよ！　そこはしてなさいよ！」

　声が大きいですよ、音無さん。自分でもそこに気づいたらしく、声を抑えてさらに口を開いた。

「期待してたのになー。あたしのこと大好きな素人しろうとくんが、一体なにをくれるのか、楽しみだったのになー」

　くうっ、そうきたか！

「あのさ、僕の名前は良りよう人とだから」

「いまからでも遅くないと思うんだけどなー」

「ほら、音おと無なしさん、仕事仕事」

　メールそっちのけで僕をからかい始めた音無さん。メールの束を指さして言ってやる。

「ちぇー、残念」

　ふぅ。バレずに済んだ。

　よかったよかった。

　なんとかバレずに済んだけど、言いだしづらくなってない？　プレゼントのこと。

　とりあえずは音無さんが再びメールを読み始めたので、僕も一安心。

　正面を向いて座り直す。

　と、芹せり沢ざわさんと目が合った。なにかを含んだ笑顔で僕を見ている。

　僕は微妙な笑顔を作って軽く会え釈しやく。

　まったく、なんだっていうんですか。すいませんね、素直じゃなくて！　あんまり、女の子にプレゼントを渡すっていう経験がないから、恥ずかしいんですよ！

　心の中で言い訳をしていると、芹沢さんの視線が音無さんへと移った。

「そうだ、まどか。ちょっとお願いがあるんだけど」

「ん？」

「急で悪いんだけど、明日、ちょっと時間ない？」

「明日？　いいけど…………なんかリテイク出た？」

「いいえ、そういうことじゃないんだけど。ひとつ、まどかに協力してほしいことができてね」

「そう……べつにいいけど」

「ありがと。悪いわね、誕生日に」

「気にしないで。お仕事ならしょうがないじゃない」

　ははは。仕事じゃないんですけどね。すいません。

　芹沢さんも「仕事」とは明確に言ってないあたりがうまいね。

「じゃあ、細かいことはメールで送っておくから」

「はいはい、よろしくー」

　二人のやりとりを、横で耳をぴくぴくさせながら聞いていると、スタッフさんから声をかけられた。

「そろそろよろしくお願いします！」

　収録の準備が済んだみたいだ。

「はーい！　よろしくお願いしまーす」

　スタッフさんの声がかかると、音無さんは元気に返事をしてブースの中へ。

　僕も続いて立ち上がる。

　ブースの中へ入る前に、スタッフさんたちに目め配くばせ。力強い頷うなずきが返ってきた。よし、がんばるぞ。

　マイクの前に座る。

　向かい側には音おと無なしさん。

　台本の最終チェックでもしているのだろうか。

　いやいや、僕は僕で集中しなくちゃ。

「すーはー」

　大きく呼吸をしながら、目を閉じる。

　目立つ物といったらマイクぐらいしかないこの部屋だが、目を閉じると色んな物を感じることができる。

　緊きん張ちよう感かんや、ブースの外からの視線。

　相方である、音無さんの息づかい。

　そんな目に見えない物がぎゅっと凝ぎよう縮しゆくされた空間。

　ラジオの収録ブースのことを、金きん魚ぎよ鉢ばちと言ったりすることもあるらしい。

　それが、この不思議な空間だ。

　目を開けると、音無さんがまっすぐに僕を見ていた。

　緊張しすぎ、とか、早く慣れなさいよ、とか思ってるんだろうか。

　そこは勘かん弁べんしていただきたい。

　まだラジオを始めて二ヶ月なんだから。

「おっけーです！」

　音無さんは僕にはなにも言わずに、ブースの外へとサインを送った。

　録音中を示す赤いランプが点灯した。










「ねえ、村むら人びとくん」

「はい、なんですか、音無さん」

「なんでそんなに緊張してるの？」

　本番始まってから言うのかよ！

　どうせ言うならさっき言えよ！

「そりゃ緊張しますよ。いい緊張の中、僕はマイクの前に座ってるんですよ」

「ねえ、なんかあたしに隠してることない？」

　やべっ！　早くもピンチ。

　そりゃ、なんとなく予想はつくよね。きっと色んな現場で誕生日おめでとうって言われてるだろうし。

　ただ、たとえそうだとしても、バラすわけにはいかない！

「いやいや、隠し事なんて、そんな、あるわけないじゃないですか」

「そう？　まあいいけど」

　意外とあっさり食い下がるのをやめてくれた音おと無なしさん。

　とりあえず泳がせておこう的なことなんじゃなかろうか。だったら都合がいい。シラを切ってバタフライであさっての方向へ泳ぎ切ってやるぜ！

「そんなことより音無さん、今週はどうでした？」

「どうって言われても！　ずいぶんざっくりとした質問だねえ、村むら人びとくん。うーん、そうだなあ、今週はなにかあったかな…………」

　だいぶムリヤリだったけど、これでいつものペースにしてしまおうってことよ。

　オープニングトークはいつもの感じで。

　今週あった出来事とか、なんでもない話をして…………って、宣伝ラジオとしてそれでいいのかという疑問はとりあえず置いておく。

「あ、そういえば、『ぼいる・しゃるるの法ほう則そく』の男女入れ替わりの回を録とってきたよ！」

「ちょっ、音無さん!!　そういう情報は告知コーナーで言いましょうよ」

　早くもペースを乱された！

　なんだこの人。いつもは原作の話なんて告知コーナーでしかしないのに。

「いいじゃん、べつに。後で言おうが先に言おうが、どうせ今回言うんだし」

「いや、一応、段取りってもんが…………」

「でね、あたし思ったの。男女入れ替わりって、王道のストーリーだけど、それだけにやっぱりおもしろいなあって」

　あ、もうこっちの話、聞いてくれないや。

　なんだって？

　男女入れ替わりの設定？

「まあ、そうですね」

　思春期の男子からしてみれば、ちょっとえっちなことが真っ先に思い浮かぶ王道シチュエーションだ。

　普通だよね？　みんな、まずはえっちなこと思い浮かべるよね？

「でね、あたし疑問に思ったんだけど、童話の『赤ずきん』に出てくるオオカミってオスなのかな？　メスなのかな？」

　はあ…………ん？

「音無さん、ちょっと待ってください。収録の話は？」

「え？　終わったよ？」

「終わらせんなよ！　そこが一番大事な話でしょう！」

「でね、オオカミっていったらオスのイメージが強いと思うの」

「あ、聞いてくれないんですね。えっと、べつにそんなことないんじゃないですか？　男はみんなオオカミだ、とかいう勝手な先入観があるんじゃないですか？」

「ううん、違う。でね、童話ではオオカミはおばあさんに化けるじゃない？」

　なりたってる？　ねえこれ、会話なりたってる？

　聴きいている人には流れるようなトークになってるのかな!?

　音おと無なしさんが自分のしゃべりたいことだけをしゃべっているような気がするんだけど。

「そうですね」

「でしょ!?」

　あ、同意すると反応してくれるんだ。

「あたし思ったんだけど、オオカミがもしおじいさんに化けてたら、なんか問題があるのかなって」

「ただ性別が変わるだけで、なんの問題もないと思いますよ？」

「そうかなあ？　なんか見落としてると思うんだよね。だからさ、ちょっと検証してみようよ」

　はい？　検証？

　っていうか、それほど大きな問題でもないし。

　どっちでもいいし。

　オスかメスか、おばあさんかおじいさんかなんて。

　だいたい、童話じゃん。

　そういう設定なんだよ。口を挟はさむ余地はないんだよ。検証もなにもないでしょ。

　そもそも、男女入れ替わりの話はどうした。

　なんかもう話題がコロコロ変わっちゃうな！　いつものことだけど!!

「ねえねえ、おじいさん」

「なんか始まった！」

「ねえねえ、おじいさん」

　普段の声よりも少し高めのトーンで、音無さんが話しかけてくる。

　音無さんが赤ずきんで、僕がオオカミですか。

　仕方ない、付き合うしかないか。

　えーっと、なんだっけ。

　童話の『赤ずきん』は、おばあさんを食べちゃったオオカミが、おばあさんに化けて赤ずきんちゃんも食べちゃおうってストーリーだったよね。

「おじいさんの目は、なんでそんなに大きいの？」

　お、いきなりそのシーンか。

　これは物語の中でも有名な問答だね。

「それはね、おまえのかわいい顔をよーく見るためだよ」

　当然、僕は演技なんてできないし、おじいさんの声マネなんてできない。そこは割り切って、地声のまま返事をした。

「ねえねえ、おじいさん。おじいさんの耳は、なんでそんなに大きいの？」

「それはね、おまえのかわいい声をよーく聞くためだよ」

「ねえねえ、おじいさん。おじいさんの鼻は、なんでそんなに大きいの？」

　童話にそんな質問あったかな？

　まあいいや。いままでのやりとりと同じように…………。

「えっと、それはね、かわいいおまえの匂においをよく嗅かげるようにだよ」

「ねえねえ、おじいさん…………」

　そろそろお決まりのあのセリフかな？

「なんだい、赤ずきん」

「おじいさんはロリコンなの？」

「違うよ!?　全然違うよ!?」

「ほら、男と女を替えただけでおかしなことになっちゃった！」

「音おと無なしさんが変なこと訊きくからでしょう!?」

「いや、いまのは誰だれもがそう思ったって。ラジオ聴きいてくれてるみんなも、絶対に同じことを考えてたよ？」

　む、ブースの外からオッケーサインが送られてきた。

　ケーキの準備ができたのかな。

　時間もいい感じだし、そろそろタイトルコールを…………。

「じゃあさ、じゃあさ、桃もも太た郎ろうを女の子にしたらどうなるんだろ」

「太郎って言ってるでしょ!?」

「なに？　女だから鬼退治は無理だっていうの？　村むら人びとくん、女性だってバリバリ仕事するこのご時世、そんなこと言ってたら時代遅れだよ？」

　ブースの外を指さして、音無さんの意識を外へと向けさせる。

　ほら、もうスタッフさんが次に行ってって合図を出してるんですよ。オープニングトークは締めましょうよ。

　音無さんはちらりとブースの外を見ると、さも楽しそうに口を開いた。

「おばあさんが川で拾ってきた桃を切ると、中から元気な女の子が生まれました！」

「なんか語り始めちゃったよ…………」

　相変わらずスタッフさんからは次に行ってとサインを送られている。さっきよりも焦あせった感じで、僕に指示を出してくる。

　しかし目の前にいる音おと無なしさんは、この話を続けたいらしい。

　板いた挟ばさみの僕。なにこの中間管理職。

　とりあえず、あれだ。音無さんはもう話を始めちゃったし、途中でぶった切るわけにもいかないので、この話だけ付き合おう。

「おじいさんとおばあさんは、その女の子に桃もも子こと名付けました」

　女の子だから「太郎」じゃなくて「子」を付けたのね。

「ちなみに、おじいさんの苗みよう字じは菊きく池ちでした」

「おおう、どうでもいい情報をありがとう。あと、このラジオのリスナーにどれくらいそのネタは通じるんだろう。分からない人は、お父さんやお母さんに訊きいてみてね！」

「そして、おばあさんの苗字は桜さくらでした」

「別姓なんだ！　まあ、いいけど…………」

「おじいさんとおばあさんは、桃子をどちらの籍せきに入れるかで揉もめながらも、大事に大事に育てました」

「複雑な家庭環境だなあ」

「健すこやかに成長した桃子は、村の人たちを困らせていた鬼を退治するために旅立ちました」

「そんな家庭なのに、ずいぶんいい子に育ちましたね！」

　やばい、僕の中での桃子の好感度がすっごい上がっていく。

「桃子が鬼おにヶ島しまへ向けて歩いていると、キジがやってきて言いました。『お腰につけたきびなご、おひとつ私にくださいな』」

「きびなご!?　たしかに鳥は食べるだろうけど！　そこはきびだんごでしょうよ」

「猿さるがやってきて言いました。『下半身につけたきびだんご、おひとつ私にくださいな』」

「おい猿！　もしかしてお尻しりのこと言ってる？　下ネタじゃね!?」

「猿はなれなれしく言ってきます。『ねーちゃん、いいじゃねーかよ！　大きなのがふたつもくっついてんじゃねーか！』」

「ああうぜえ、ここで男と女を入れ替えた問題が発生している！」

「犬もやってきて言いました。『お胸についたきびだんご、おひとつ私にくださいな』」

「もう完全に下ネタだ。そしてセクハラだ！」

「こうして、キジと猿を仲間に、犬を奴ど隷れいにしました」

「犬奴隷!?」

「桃子はキジと猿と村むら人びとくんを引き連れ、鬼ヶ島へと渡りました」

「ちょっと待て！　突然、物語に僕が登場したわけですけど、それ以上に気になるのが僕のポジション！」

「違うよ!?　これは、物語に出てくる村の人って意味だよ!?」

「あ、そうなんですか…………って、やっぱり人間じゃねえかよ！　犬じゃねーじゃん！」

「という、二重の意味がかかってたんだよ。……整いました！」

「村むら人びととかけて、犬いぬ奴ど隷れいと解く、その心は────整ってねえよ!!」

　さっきまでにこやかにオーケーサインを出していたスタッフさんが、今度は汗をかきながら真剣な顔で手をぐるぐると回している。あれは『巻き』のサインだ。つまり、早くしろってことだ。

　これはまずい。

「音おと無なしさん、音無さん！　たまにはちゃんとオープニングトークをしましょうよ」

「え？」

「え？　じゃないですよ。こうやってぐだぐだ話をしていると、どんどんタイトルコールが後回しになっちゃうんですから」

「後回しでもいいじゃん。そういうやりかたもあると思うよ」

「そうですか？」

「うん、アニメとかでも、オープニングの曲が最後に流れる回とかあるじゃん」

「それ最終回ですから。宣伝するためのラジオなのに、アニメが始まる前にこの番組を終わらせる気ですか」

「アニメって、なんのだっけ？」

「うぉおぉぉぉぉい。それ一番大事なところ！　いいですか？　この番組は、『ぼいる・しゃるるの法ほう則そく』というライトノベルが原作のアニメを宣伝しようって番組でしょ？」

「はい、番組の紹介、ありがとう」

「ちょっと待て。なに自分の手柄にしてんすか。いいフリしたでしょ、あたし。みたいなドヤ顔、やめてもらっていいですか」

「ほら村人くん、タイトルコールしなくちゃ」

　音無さんが台本をちょんちょんと指さす。

「なんで僕は、さっきまで好き勝手やってた人に指示されなくちゃいけないんだろう……」

　タイミングを計り合いながら、僕と音無さんで声を合わせて番組タイトルを叫ぶと、曲が流れてきた。

　音無さんが提供クレジット、略して提ていクレを読み上げる。

　ここでコマーシャル。ちょっと休きゆう憩けいだ。

　あ、いや、休憩って言ったらまずいのか？　スポンサー様の宣伝なわけだから、ちゃんと聴きいてないとね。




　ふう…………。

　水を一口含む。

　緊きん張ちようしているせいもあり、いっぱいしゃべっているせいもあり、口の中がパッサパサに乾燥しちゃっている。喉のどを潤うるおすというよりも、舌の滑すべりをよくするって意味合いのほうが大きいかもしれない。

　ま、素人しろうとの僕に滑かつ舌ぜつなんて誰だれも求めてないだろうけどねっ！　ははは。なんで僕、急に自じ虐ぎやく的なの？

　初しよっ端ぱなから音おと無なしさんの手た綱づなを握れてないもんなあ。

　触らせてもくれないもんなあ。

　どっちに進むのか予想もつかないから、誘ゆう導どうもできないし。柵さくを作ったところで、ぶち壊していくんだもんなあ。じゃじゃ馬すぎる。

　誰か音無さんを調教してくれよ。

　…………調教…………。はっ、いや、なんでもない、なんでもない。

「ねえ」

「いでっ！　は、はい！」

　テーブルの下で足を踏ふまれたんだけど！

　しかし正面に座る音無さんは、水面下で起こっている暴力事件などまったく匂におわせないステキな笑顔で僕を見ている。

「まさか、仕事中に変なことを考えてたりしないよね？」

　なんでこの人、こんなに鋭いの。

「あとさ、さっきあたしのボケ、一個見逃しちゃったでしょ」

「へ？　ボケ？」

「おばあさんの苗みよう字じのとこ」

　そこ、ツッコまなかったっけ？　おばあさんの苗字？　ああ、桜さくらとか言ってたっけ。名前が桃もも子こで…………。

「あ、そうか」

「でしょ？　ツッコミ、がんばってね」

　この会話は当然、ブースの外にいるスタッフにも聞こえている。

　だから音無さんはこんなに優やさしい感じで僕に注意してくれているわけだが、これがもし二人っきりだったならば、音無さんはきっとこんな風に言うのだろう。「あたしのボケ、見逃してんじゃねえよ、コラ」と。

　スパルタすぎるよ、音無さん。

　だがしかし、ここからはなんとかうまくやらないと。

　ポケットから、折り畳たたんだ真の台本を取りだす。収録が始まる前に、カバンの中から取りだして忍ばせてきたのだ。

　ん？

　真っ正面から僕を見ていた音おと無なしさんが、一いつ瞬しゆん、口元だけでにやりと笑った気がする。

　なんだろう。

　おっと、コマーシャルが終わるみたいだ。

　スタッフさんからキューをもらう。

　チャンスはここしかない。

　ここでうまく主導権を握らなければ！




　胸一杯空気を吸い込んで先手を取る！

「さあ音無さん!!」

「出たぁ────っ！　プロのパーソナリティだけが持つという必殺技のひとつ、開幕口撃アクセル・スタート!!　村むら人びとくん、いつの間に習得したの？」

「ちょっ、なんですか!?　それ！」

　必殺技だと!?　なんかちょっとかっこいいじゃないか！

「え？　知らずに使ったの？　だとしたら、なおさらすごいよ。いまのは、コマーシャル明けやオープニングに突然ハイテンションでトークを始めて主導権を握るっていう必殺技のひとつなんだよ？」

「聞いたことないですよ、そんなの」

「村人くん、ほんの二ヶ月前まで素人しろうとだったのに、もうその技を身につけるなんて…………」

　はっ…………やばいやばい、また音無さんのペースに巻き込まれるところだった。

「いや、それはそれで気になるんですけど、そんなことよりですね」

「ちょっと待って！　やられっぱなしで終われない！」

　な、なんだおい。急にどうした。

　音無さんが机を叩たたき始めたんだけど！

　当然その音はマイクに乗っているわけで、イヤホンからバンバンと聞こえてくる。

「ちょ、音無さん、うるさい！」

「ふっふっふっ、見たか聞いたか、これが必殺技のひとつ、机上テンシヨン・掌打ストライクよ！」

「ただの雑音でしょう!?」

「他ほかにもあたしは、台本イミテーシヨ転嫁ン・トークも習得してるんだから」

「それ、なんですか？」

「なにかマズイことを言っちゃった後に、『────って、台本に書いてあったんですよ』って言えば、すべて許されるという…………」

「ずるっ！　せこい必殺技ですね」

「そこまで言うなら、見せてあげるわ。誰だれもが恐れ、二度と味わいたくないと言う最強の必殺技を！」

「ちょっ、いいですって、そんなの」

「……………………」

　ふい、と音おと無なしさんが僕から顔を背そむける。

「あの、音無さん？」

「…………………………………………」

　な、なんだよ。え、僕どうすればいいの。

「え、えと、えっと、音無さーん」

「……………………どうよ、これが閉口黙殺ナチユラル・スルー!!」

「放送事故だわ！」

「使った者の首が飛ぶという、まさに必殺の技よ…………」

「じゃあ使うなよ！」

　捨て身の技なんじゃねーか。

「そんなことより音無さん！　六月といったらなんですか!?」

　ちょっと強引だが、もう四の五の言ってられない。

「六月？　ジュライ！」

「ジューンだよ！　そこ間違えんなって」

　四の五の言ってられないって思ったら六を飛んで七にいったよ！　なに？　音無さん、僕の心の中を読んでボケてきたの？

「あ、そっかそっか。ジューン・ブラインドって言うもんね」

「お先真っ暗、って言ってる場合か！　結婚は墓場じゃありません！　そうじゃないですよ、六月っていったら、ほら」

「休日がない」

「そうなんだよなー。毎日学校行かなくちゃ。って、違う！　あるでしょ、一大イベントが」

「あ、そうそう。今度イベントやるから、みんな来てねー」

「え？　なんかやるんでしたっけ？」

　また僕がなにも聞いてないやつ？　なんかやるの？

「いや、このラジオとまったく関係ないやつ」

「じゃあここで宣伝すんなあああああああああああああ」

　さすがに怒られるぞ！

「もう、なんなの村むら人びとくん。イベント？　ああ、衣ころも替えね」

　うん、たしかにね。

　それは一大イベントだよ。学校の制服が冬服から夏服になるんだよ？　男の子にとっては、一大イベントだよ。たぶん、女子が思っている以上に楽しみにしている男子って多いんじゃないかな。

「たしかにそれもありますけどね。学生の皆さんは冬服から夏服に」

「エビの皆さんはてんぷらからフライへ」

「関係ない！　エビの衣ころも替えは季節関係ないでしょ。好きなときに好きな物を食べればいいんですよ！」

「じゃあ、あたし焼き肉食べたい！」

「知らねえよ！」

「『好きなときに好きな物を食べればいいんですよ』って言ったじゃん」

「いまは六月の話をしてるんです。いい加減に当ててくださいよ」

　っていうか、もう完全に分かってるでしょ。

　分かってて遊んでるでしょ。

「えー？」

　首を傾かしげる音おと無なしさん。

「ああ、はい、もう言います。僕が言います」

　ダメだ、次のボケを考えてますって顔してる。

「音無さん、誕生日、おめでとうございま──────す!!」

　僕が大きな声で言うと、スタッフの皆さんがどやどやとブースの中へ。同時に、電気が消えてブースの中が暗くなる。

　クラッカーが爆ばく裂れつ音おんを響ひびかせて、紙かみ吹雪ふぶきが舞う。

「わあ、ありがとうございます！」

　絶対に分かってたくせに、音無さんのさも驚おどろいた、といった顔はさすがだ。

「音無さんには、こちらを用意しました！」

「え、焼き肉!?」

「ちげえよ！　誕生日なんだから、これでしょ！」

　ケーキがテーブルの上に置かれた。

　丸いケーキには『まどかちゃん　誕生日おめでとう』と書かれたチョコのプレートが。

「わあ、すごーい、ありがとうございます！」

　ケーキには、大きなろうそくが一本と小さなろうそくが七本刺さっていた。

　まだ火は点ついていない。スタッフさん、ライターかなにか持ってるかな。

「あ、すいません、火ありますか？」

　スタッフさんからライターを貸してもらった。

「よ……っと」

　ライターで点火すんの難しいな。

「村むら人びとくん、点いた？」

「っと、はい。点きましたよ」

「じゃあ、網あみとトング持ってきてー」

「どんだけ焼き肉を食いてえんだよ！　やんねえよ!?　焼き肉やらないからね!?」

　ケーキが脂あぶらでべったべたになっちゃうじゃん。

　すべてのろうそくに火が点ついたところで、スタッフさんたちと一緒にバースデーソングを合唱。芹せり沢ざわさんはいるけど、他ほかの全員が男なので、どうにもむさ苦しいバースデーソングになってしまったことは申し訳ない。

「さあ音おと無なしさん、吹き消してください」

「ちょっと待って。ただ消すだけじゃつまらないって。なにか工夫しようよ」

「工夫って、どういうふうにですか？」

「先日、最後のレギュラー番組も終わりましてね。あたしが出ると番組の人気が下がるなんて噂うわさまでたっちゃって……もう、あたしどうしたらいいのか。ふぅ…………」

「重い！　誕生日なんですよ!?　もっと楽しい感じにしましょうよ」

「あるお茶の先生が、弟子たちにお寿す司しをごちそうしたんだけど、みんな急に泣きだしちゃったんだって。そしたら、弟子の一人にこう言われたそうだよ。『先生、サビを効かせすぎです』…………ふっ」

「鼻で笑ってんじゃねえよ！」

「後日、先生はちゃんと弟子たちにワビを入れたそうだよ」

[image: ]

「「ふっ」」

　しまった、息ぴったりだった。

「って火を消せよ！　話に夢中になってんじゃないよ！」

「やれやれ、村むら人びとくんにも困ったものだね。ふぅ」

「それ、こっちのせりフー！」

　あぶなっ。

　ついつい音おと無なしさんに乗せられて、僕が吹き消してしまうところだった。

「もうお願いだから、早く火を消してくださいよ！　ろうが溶けてケーキにかかっちゃう」

「大変！　村人くん、早く服脱いで」

「うん………………いや、なんでだよ！　服を脱がせて溶けたろうをどうするつもりだよ！」

「じゃ、いきまーす」

　くそっ、都合が悪くなると、すぐ無視だ。

　音無さんが髪を手で押さえながら、ケーキに顔を近づける。

　スタジオが暗くなっているせいもあり、ゆらゆらと揺ゆれる炎の明かりが音無さんを照らしている。幻げん想そう的というか、神秘的というか。とにかくきれいだ。

　音無さんは一度大きく息を吸うと、一気にろうそくの火を吹き消す。さすが声優さん。肺活量があるからなのか、大小合わせて八本のろうそくは一発で消えた。

『ぱちぱちぱちぱちぱち』

　拍手をすると、スタッフさんたちはブースを出ていく。まあ、まだ収録中だからね。

「ではでは改めまして、音無さん、誕生日おめでとうございます」

「ありがとう！　まあ誕生日は明日なんだけど」

「収録上の都合をいちいち言わなくていいんですよ、音無さん」

　ああもう、さっきまであんなにきれいだったのに。

　音無さんは人さし指でクリームをすくうと、ぱくり。

「ちょっ、まだ収録中ですから」

「おいひー！」

　指をくわえながら満面の笑みを浮かべる音無さん。

「収録が終わったら思う存分食べていいですから、いまは仕事してください」

「おっけー」

　うあ、なんだいまの。すっげーかわいかった。

　やられっぱなしじゃないか、僕。

「で？　なんだっけ？」

「あ、はい。えっと、えーっと、誕生日を迎えて一言どうぞ！」

「音無まどか十七歳。キャベツとレタスと白はく菜さいの違いが分かるようになりました」

「やっと!?　子供のおつかいレベルの話!?」

「じゃあ、発はつ泡ぽう酒しゆとビールの違いが分かるようになりました」

「それは早すぎる！　僕たち未成年は、まだ分からなくていいんですよ」

　なんでそんなに両極端なんだよ。

「だってさあ、一言って言われたってさあ」

「そ、そうですね。じゃ、じゃあ、十七歳をどんな一年にしたいですか？」

「十七歳かあ、そうだなあ」

　どうせまたひとボケしてくるんだろうけど、定番の質問だし、一応尋たずねておかないと。

「あたしもそろそろアイドル引退かな」

「なんでですか！　むしろ、これからって歳としでしょ」

　やっぱりボケてきたか！

「っていうか、アイドルなんて、自分から言いだしたことじゃないしね」

「え、そうなんですか？　じゃあ、事務所からとか？」

　思わず芹せり沢ざわさんを見てしまうが、ブースの外で首を振っている。

「いやいや、そういう判断ってさ、あたしのことを見てくれてる人たちがするものでしょ？　最近は声優ってお仕事やってても表に出ること多くなったしさ、応援してくれてるみんながあたしのことをアイドルって言うなら、あたしはそうあり続けるけどね？　でも、あたしからしてみれば、いまも昔も、やってることは変わらないの。いただいた仕事を全力でするだけ」

　そっか。アイドルって、職業じゃないもんな。

　声優とか、歌手とか、タレントとか、他ほかにちゃんと仕事をしていて、その中で特に人気のある人をアイドルって呼んだりするっていう、それだけなんだもんな。

「あ、やば。なんだかマジメに語っちゃった」

「いいじゃないですか」

　スタッフの皆さんも、うんうんと頷うなずいている。

「あ、でも、勘かん違ちがいされちゃうといけないし、これだけは言っておくね。あたしは自分の立場に不満を持ったことは一度もないよ。で、あたしにとっての一番は応援してくれるみんなを楽しませること。だけど、音おと無なしまどかという一人の人間として、譲ゆずれないものもちゃんとあるからね。なんでもかんでもやるってことじゃないから。お仕事をくださる偉い人たち、そこんとこ、よろしくお願いしますっ」

　いい意味で仕事を選ぶってことか。

　うん、かっこいいな、音無さん。

「さ、マジメな話は終わり終わり」

　はは、音無さんらしいね。

　うし、じゃあここで台本に戻ってっと。

　メール紹介か。

「実は音おと無なしさんに、誕生日おめでとうっていうメールがいっぱい来てるんですよ」

「みんな、ありがとう！」

「時間の許す限り紹介したいと思います」

「はい、じゃああたしはケーキを食べます」

「聴きいててくださいよ！」

「分かってる分かってる。あ、いちごおいしー」

　さっきまで同い年とは思えないくらい大人おとなびた表情で話をしていた音無さんは、今度は子供のようにいちごを指でつまんで頰ほお張ばっている。

　よく、ギャップのある人は魅み力りよく的、なんてことを聞くけど……そうか、いま目の前にいるこの人がそうなのか。

「えーと、ラジオネーム『おならにベイパーコーン』さんからいただきました」

　どんな名前だよ…………。

「えーっと、『音無さん、誕生日おめでとうございます！　音無さんの十七歳が素晴らしいものになるよう、願っています』」

「はひはほうほはいまふ」

「え？」

　欲張って頰張りすぎだって音無さん。

「はんばりまふ！」

　ダメだ、なに言ってるのかさっぱりだ。

「続き読みますよ？　えーっと『事務所宛あてに誕生日プレゼントを送りたいのですが、音無さんはいま、なにか欲しい物ってありますか？』というメールでした。どうですか、音無さん。なにかありますか？」

　この質問、ちょうどいいな。今年の音無さんへのプレゼントはもう決めてあるけど、答え次第では来年の参考になるかも。

「欲しい物……油ゆ田でんかな」

　まったく参考にならなかった！

「リスナーの中に、石油王の方はいらっしゃいませんか？　いねえよ！」

「じゃあ家電」

「うわ、現実的」

「んー、おでん」

「はい、来週は音無まどかが熱々おでんにチャレンジしまーす」

「あ、ごめん。あたしリアクション芸はＮＧなんだ」

「さっき言ってた譲ゆずれないものって、そこ!?」

　たしかに声優さんには必要ないスキルかもしれないけど！

　あ、そうだ。ちょっとここで訊きいてみるか。

「でも、正直な話、音おと無なしさんっていつも忙しそうだから、プレゼントに休日とかもらったら嬉うれしくないですか？」

「それは贅ぜい沢たくだよ、村むら人びとくん」

「さっき油ゆ田でんとか言ってた人のセリフ!?」

「じゃあさ、じゃあさ、あたし、これの他ほかに、一人しゃべりのラジオをやってるんだけど、一回村人くんが代わるってのどう？　そしたらあたしも休めるし」

　とんでもないことを言いだした！

「無理無理無理！　一人でなんて、絶対に無理ですって！」

「えー、せっかくギャラのかからない、いい案だと思ったんだけどなあ」

　ギャラうんぬんの前に、僕に音無さんの代役なんて務まらないから。きっとスポンサーがオッケー出さないから。

「んー。じゃあ今度やる生放送、わざと遅刻してみよっかな」

「…………生放送？」

「あれ？　聞いてなかった？　今度、アニメ放送開始を記念して、このラジオの特番を生放送でやるんだよ」

「え!?　聞いてないんですけど！」

「へ？　知らなかったの？　でも大だい丈じよう夫ぶ。やることはいつもと変わらないから」

「変わるでしょ！　生ですよ？」

　生放送って、え？　しゃべったことがそのまんま聴きいてる人の耳に届くってことだよね。編集でなんとかしてもらう、とかができないってことだよね。そんなん無理だって！　僕、素人しろうとだよ？

「その他にも、ちょっとした企画を用意してるんだよ。村人くんも大変なことになっちゃうから、お楽しみに！　放送の日時が決まったら、また告知しまーす」

「いや、ちょっと待ってください。大変なことって!?」

「じゃあメールに戻って……プレゼントの話だっけ？」

「無視すんな！　そんな話はどうでもよくて！」

「リスナーからもらったメールがどうでもいいって！　村人くんひどーい」

「ああ……いや、違うんですよ。言葉のアヤというか…………ああ、もういいや！　おいスタッフ！　あとでじっくり訊きますからね！」

　ここで騒さわいでいてもしょうがない。

「そうです、プレゼントの話です。リスナーからもらった、大事な話題です」

「村人くん、なんだかいやらしい」

「早く答えてよ！」

　できればまともに！

「えーっとね、プレゼントとか本当に気にしなくていいですよ。みんなに『おめでとう』って言ってもらえるのが一番嬉うれしいですから。だって、普通の生活をしていたら、こんなにたくさんの人に祝ってもらえる機会なんてないもんね。だからこそ、ひとつひとつの『おめでとう』を大切にしたいんだ」

　音おと無なしさんくらい人気があれば、マジで家電とかもらえそうだもんな。

「それにさ、プレゼントは、こうしてスタッフさんに用意してもらってるからね。でもって、あたしがここにいられるのは、みんなが応援してくれてるからだからさ！」

　なにこの完かん璧ぺきな答え。さすがだわ、音無さん。

「はい、ほら村むら人びとくん！　照れくさいから次のメールいって！」

「あ、はい、了解です。えーっと次のメールは──────」










　収録が終わって、帰りの車内。

　芹せり沢ざわさんの車で送ってもらっている。

　音無さんも一緒だ。もう今日の仕事は終わりらしい。

　今日だけで一体いくつの仕事をこなしてきたのだろう。僕なんか、ラジオを一本録とっただけでへろへろなのに、音無さんはけろっとしている。

　そんな、後部座席に並ぶ僕と音無さん。

　助手席はケーキに占領されていた。せっかくスタッフの皆さんにもらった物だから、持ち帰ってちゃんと全部食べるそうだ。

　外はすっかり日が暮れていて、窓の外には街灯が流れる。差し込む光が時折、音無さんの横顔を照らして、そのたびに僕は少しどきりとする。

　妙にそわそわして、でもそれを気け取どられないように冷静を装よそおう。

「そういえば良りよう人とくん」

　そんな僕の様子が芹沢さんにはバレていたのか、話しかけてきてくれた。

「あ、はい」

「良人くんの誕生日はいつ？」

「九月二十九日です」

「だって、まどか」

「へー」

　素っ気ない返事だね！

「あたしのサインでもあげるわ」

「くっ」

　そんなもんいらねえよ！　と言い返せないのがくやしい。だって欲しいんだもん。

「でも、まどかももう十七か」

　芹せり沢ざわさんが感かん慨がい深げに言う。

「芹沢さんって、どれくらい音おと無なしさんのマネージャーをやってるんですか？」

「最初からよ。まどかがデビューしてから、ずっと私」

　音無さんが首を縦に振る。

　そうか。ずっと芹沢さんがマネージャーを務めてたのか。じゃあ結構長いんだね。

　小さい頃ころから子役として活動していた音無さんだから、もう十年くらいは余裕で一緒ってことになるのかな。

「あんなにちっちゃかったまどかが十七歳かあ。……十七っていったら、私がこの業界に入ることを決めた歳としね」

「へー、なにかきっかけがあったんですか？」

　ぶっちゃけると、芹沢さんのいまの年齢のほうが気になったけど、そこはあえてスルーした。

　と思ったら、意外な答えが返ってきた。

「きっかけは……源げん太たさんよ」

　芹沢さんの言葉に反応して、音無さんを見る。しかし音無さんはちらりと僕を見るだけで、すぐに窓の外へと顔を向けてしまった。

　源太さんって、あのタコ…………じゃなかった、音無さんのお父さんのことだ。

　生前は超有名な俳はい優ゆうさんだったらしい。

　その人がきっかけっていうのは？

「私が十七の頃は、結構やんちゃしててね。そんなとき、源太さんの出演していた映画を見たの。任にん俠きようモノだったんだけど、そのとき思ったわ。ああ、この世にはこんな世界があるんだって。それがきっかけ」

　源太さんが任俠モノか。いまの姿からは想像もつかないけど。

「変な巡り合わせよね。そんな私が、源太さんの娘であるまどかのマネージャーをやるなんて」

「…………お父さん、分かってたみたいだけど」

「え？」

　ドアの取っ手に肘ひじをついて、手にあごを載っけたまんま、窓の外へ向かって音無さんがつぶやいた。

「芹沢さんがお父さんのファンだったの、お父さんは知ってたらしいよ。だからお父さん、死ぬ前に、芹沢さんがあたしのマネージャーになるよう、事務所に話を通しておいたんだって。…………人から聞いた話だけど」

「……………………そう」

　本人から聞いたのかな。たぶん、そうなんだろうな。源げん太たさん、芹せり沢ざわさんのこと以前から知ってたみたいだし。

　源太さん、超がつくほどの親バカだからなあ。きっと、心から信頼できる人に任せたかったんだろう。

　自分を慕ってくれていた芹沢さんになら、娘を預けられるって思ったのかな。

「じゃあ、私はもっともっとがんばらないとね。まどかを立派なレディにしてあげなくちゃ」

「あーあ、余計なこと言ったかもー」

　笑い合う二人。

　すげーいい関係なんだな。ちょっとうらやましくなるほどに。

「ところでまどか、最近恋してる？」

「ぶっ。は、はい!?　きゅ、急になにを言いだしちゃってるわけ!?」

　前のめりになって抗議をする音おと無なしさん。

　ぴくぴくっと、横に座っている僕の耳が動きましたよ。

　これはこれは、聞き捨てならないトークになってきましたよ？

「だってまどか、立派なレディになるためには、恋は必要不可欠よ？　好きな人に良く見られたいって努力が、己おのれを磨みがくモチベーションになるんだから」

「べ、べつに恋なんてしなくても、自分磨きは欠かしてないって」

「いつもいつも仕事ばっかりで、私たち、あまりそういう話をしないじゃない？　まどかももう十七だし、たまにはいいかなと思って」

「それはいいとしても、この素人しろうとがいないところでしてよ！」

　思いっきり指さされた。

　はい、ばっちり聞いてますしね。

「あら、私は良りよう人とくんなんかいいんじゃないかと思って、いまこの話をしてるのよ？」

　ななな、な、な、なにを言いだすんですか、芹沢さん！

「はあ？　勘かんっっっ弁べんしてよ！　こいつはただの、あたしのファンの一人にすぎないんだから」

「へえ、そうなの？」

　ずいぶん大きな声で否定しますね、音無さん。

　まったく、音無さんがそういう反応するだろうなって、予想はついてたけど、目の前でやられると僕だって少しは傷つくんだぞ。

　そして芹沢さん、いまミラー越しに僕をちらりと見ましたね？

「だいたい、一応あたしは周りからアイドルって言われてんのよ？　芹沢さんはマネージャーなんだから、そこら辺はもっと厳しくなってもいいんじゃない？」

「あら、役者としては恋心を知っておくのも大事でしょ？　どんな作品だって、恋愛は重要な要素だもの」

　あー、芹せり沢ざわさん、前にもそんなこと言ってたな。

「恋心くらい知ってるわよ！」

「私、まどかからそういう話を一度も聞いたことないんだけど」

「まあ……わざわざするようなことでもないし？」

「まどか、ちょっと訊きいていい？」

　あ、ミラー越しに芹沢さんのメガネが光ったのが見えた。

「な、なに」

「初恋って、いつ？」

「は、初恋!?　そ、それは、その…………」

「まどか…………あなたまさか」

「ち、違うわよ！　分かってるわよ、恋ぐらい！」

　なにこの音おと無なしさんの慌あわてよう。

　え？　マジで？　あり得なくね、このご時世に。

　噓うそでしょ？

「恋って、あれでしょ？　好きな人の座ってたイスに触れてみたくなったり、笛を舐なめてみたくなったり…………」

　なにそのマンガ知識。そして完全に主観が男子なんだけど。

　おいおい、心の機微をセリフにのせて演じる声優さんが、なにを言っているんだい？

「ちょっと素人しろうと！　なによ、その目は！」

「い、いえ。なんでもないです！」

「まどか…………」

　後部座席にまで聞こえるほどの大きなため息が、芹沢さんから漏もれた。

「べ、べつにいいじゃない！　恋なんてしたことなくたって！　そんなもん、いままでいくらでも演じてきたし、そのキャラになりきってるときは、相手のことをちゃんと想おもってるし！」

「まどか」

「う……はい」

　あ、芹沢さんの態度が。

　急に車内の緊きん張ちよう感かんが。

　張り詰める、張り詰める。ぴりぴりしてくる。

「一度でいいから、ちゃんと恋をしなさい。それが実る実らないは、どちらでも構いません」

「ちょっ、強制!?」

「自分で恋愛もしたことないなんて、役者としては失格よ。ねえ、本当に良りよう人とくんじゃダメなの？」

「はあ？　いくら事務所命令でも、こいつだけは嫌いや」

　どんだけ嫌がってんだよ。

「まどかって、あんまり男っ気ないわよね」

「そんなことないわよ。…………流りゆう星せいさんとか、最近は仲いいし」

　なんとかひねりだしたって感じで、流星さんか。

　仕事関連で知り合うのは年上の人ばかりなんだろう。現役高校生の声優なんて、あんまりいないだろうからね。

　年齢は下でもキャリア的には音おと無なしさんのほうが長くて、さらに父親が音無源げん太たときたら、それはそれは微妙な関係なんだろうなあ。少なくとも、友達以上に発展するのは難しいのかもしれないな。

「まどか……私は、流星くんはちょっと賛成しかねるけど──」

　やんわりと言ってはいるけど、いまのはきっと芹せり沢ざわさんの本音だ。

「ま、とはいえ、そんなすぐには無理だろうし、慌あわてて相手を探しても本当の恋心なんて分からないだろうし。とりあえず、意識だけはしておきなさい」

「う…………はーい」

「といっても、くれぐれもいきすぎないようにね。高校生なんだから。それから、あんまりオープンにしすぎないようにね。事務所としては問題なくても、ファンの子はやっぱりショックだろうし。えーっと、あとは…………」

「あー、もう、分かったって！」

「良人くん」

「は、はい！」

　む、なんだ!?

「お願いするわ。まどかを口く説どき落としてね」

「い、いや。あの…………」

　どんなお願いだよ！　意味分からん！

　音無さんが眉み間けんにしわを寄せながら僕を見る。安心してください、そんなことにはきっと未来永えい劫ごうならないと思うから。

　と思ったら、深く座り直して口を尖とがらせた。

　あーあ。まったく、なんだってこんな話になっちゃったんだよ。




　ほどなくして家の前に着き、僕と音無さんは車を降りた。

「ありがとうございました」

　芹せり沢ざわさんにお礼を言うと、もう一度「よろしくね」と言われた。いやあ、よろしくと言われても…………。

　そんな僕と芹沢さんの様子を見て、横に立つ音おと無なしさんはさらにしかめっ面つらだし。どんだけ機嫌悪いんだよ。

　芹沢さんの車を見送ると、日が暮れて真っ暗な住宅街に静寂が訪れる。

「えっと…………」

　なんて言おう。

　隣となりにいる音無さんに、なにを言えばいい。

　とりあえずは「おつかれ」かな。

「じゃ」

「あっ、ちょっ」

　音無さんは、すたすたと帰っていってしまった。

　芹沢さん、無理っす。

　この人を口く説どき落とすとか、絶対に無理っす。

　自信がないというか、とりつく島もないっす。

　僕も帰ろっと。

　夜空を仰あおぐ。

　雲一つない星空に、大きな月が浮かんでいる。明日は晴れるだろうか。

　明日は、音無さんの誕生日当日。

　そして、スポーツ大会。

　なんだかプレゼントのことを言いだしづらい状況になってきてるけど。

　まずは明日、なにがなんでも優勝しないとな。
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　厚い雲に覆おおわれた日曜日。

　スポーツ大会当日がやってきた。

　いまにも雨が降りだしそうな空模様だが、なんとか保もっているという状況。

　僕たちは、会場となる市が運営する体育館へとやってきた。体育館の入り口には、大きくスポーツ大会と書かれた看板が。

　思ったより人いるなあ。もうみんな来てるのかな？

「兄さん、あっちあっち」

「お、いた？」

　一緒に来た妹の愛あ好こが指をさす。

　その先には、しぐれさんと流りゆう星せいさんの姿が。

　うわ、しぐれさん、やっぱりその格好ですか。おかげですぐ見つかったけど、そのゴスロリは運動には適していないような気がしますよ？

　ちなみに、愛好の手を握って横に立っているのが、霜しも月つきさん。手を離すと迷まい子ごになるからな、この娘こ。

　この二人は、私立グレイス女学院の体操服を着ているわけだが…………なんだろう、僕が着ている古ふる里さと学園の物より、いい布を使っている気がする。

「おはようございます」

　僕が声をかけると、しぐれさんがふんわりと笑顔で応こたえてくれた。

「良りよう人とさま、おはようございます。妹さまとお友達さまも。おはようございます」

　対して、流星さんは僕を無視して愛好や霜月さんに応える。

「おはよう、お嬢さんたち」

　朝っぱらから暑苦しいな、この人の笑顔は。シャツの前ボタン開けすぎなんだよ。あと、なにその革のパンツ。ちゃんと動けるの？　それで。

「え、えとえと、霜月幸こ春はるというのですよ」

　霜月さん、この人にそんなに緊きん張ちようする必要ないですよ。

「ああ、そんなに緊張しないでくれたまへ。ボクのほうこそ、君のような可か憐れんな少女に出会えて緊張しているんだから」

　ほらね。しょーもない人だから気にする必要全然なし！

「あ、あの！　幸春、い、いつも、ラジオとかアニメとか、色々、活躍を見たり聞いたりしていて……その、えと……」

「落ち着いて。ボクは君の瞳ひとみの中から逃げないからね」

　なに言ってんだよ、この人…………。

「初めまして、常つね村むら良人の血の繫つながった妹、常村愛好です！　実の妹なので、兄さんと変なことになる確率は極めて低いです」

　どんな自己紹介だよ。

「でもゼロじゃないです」

　ゼロだよ！

「ぶふぉ。こ、こほん。初めまして、キュートなお嬢さん。えっと……変なことというのは、どんなことかな？」

　そこに食いつくのか。本当にダメな人だな、流りゆう星せいさんは。

「え？　そんなこと恥ずかしくて言えないですよー」

　おい、恥ずかしそうに僕をちらちら見るな。そんな二次元の妹キャラみたいな気なんて、まったくないくせに。

　もうこの人たちは放っておこう。

「良りよう人とさま、本日はお誘さそいくださいまして、ありがとうございます」

「ああ！　いえいえ、こちらこそ、しぐれさんに来てもらって助かりました」

「ですが…………申し訳ありません」

　言いながら、しぐれさんはちらりと横に立つ流星さんを見る。

「君」

　と、思ったら流星さんが僕としぐれさんの間に割り込んできた。

「えっと…………ん？　君、なんていったっけ」

「常つね村むら良人です！」

　覚えたんじゃなかったのかよ！　さっき愛あ好こも言ってただろ!?

「ああ、そうだそうだ。常村、君、いつの間にうちのしぐれと連絡先を交換したのかね？」

　いつの間にって言われても、前に色々あったときにね。まあ、あのことは秘密だから、言えないけども。

「良人さま、申し訳ありません。リビングにケータイを置いたままにしてしまいまして」

「…………流星さん、妹のケータイを勝手に見るんですか？」

「当たり前だ。大事な妹に悪い虫がついたら困るだろう」

　うわー、うぜえ。

「ボクだっていつも見ているわけじゃあないぞ？　リビングにいたら、突然しぐれのケータイが鳴ったからな」

　それ、言い訳になってないから。見るって時点でアウトだから。

「流星さんって、シスコンなんですか？」

「ふっ、バカを言うな。血縁だとか年齢だとかそんなものは関係なく、ボクはすべての女性を敬愛しているにすぎない」

　ダメだ、この人。

　前髪をさらりと流しながら自信満々でなにを言ってんだよ。

　イケメンってだけですべて許されているような、どうしようもない人だな。

「さ、君のケータイを貸すんだ」

「な、なんでですか」

「しぐれのアドレスを消すからに決まっているだろう」

「いやですよ！」

「いいから貸せ！」

　うわ、マジかよ。この人、本気かよ。

「お兄さま！」

　しぐれさんが止めようとするが、流りゆう星せいさんの力には敵かなわない。

　しかし！

「そこまでよ、流星くん」

「むむっ」

　凜りんとした声が流星さんを制する。

「奇遇ね、流星くん。急にお仕事を休みたいって言うからなにかと思えば、こんなところでなにしてるのかしら？」

　休みの日だというのに、ばっちりとスーツを着た芹せり沢ざわさんの登場だ。

　フレームのないメガネをきらりと光らせて、流星さんに詰め寄る。

「せ、芹沢さん…………。なぜここに」

「私は、良りよう人とくんに誘さそわれてね」

「き、君！　まどかクンやしぐれだけじゃなく、芹沢さんにまで！」

　ちょっと待て。なにその言いかた。なんか流星さんの中で、僕という人間がおかしくなってきてない？　ものすごい女たらしみたいになってるんじゃない？

　違うからね？　音おと無なしさんを呼びだしてもらうために協力してもらっただけだからね。

「ちょっと流星くん、大事な話があるから、こっちに来てくれる？」

「い、いや、ははは。芹沢さん、今日もスーツ姿、かっこいいですね。迫力もあるし、まるで神話に登場する戦う乙女、ヴァルキリーのようですよ」

「はいはい、ありがとう。じゃあ良人くん、ちょっといい？」

　芹沢さん、いちいち僕に許可なんて取らなくていいですよ。こってりしぼってやってください。

「芹沢さん！　その、謝りますから、チェーンを使うのだけはやめ────」

　あ、口ふさがれた。なんだろう。流星さんはこれから、芹沢さんにどんな刑を受けるんだろうか。

「流星くんのあとは、しぐれちゃんだからね？」

「わ、わたくしもですか!?」

　あれ、しぐれさんもなにかあったのかな。もしかして、服装のことかな？　しぐれさんとゴスロリ、イメージが合わないからやめなさいと、芹せり沢ざわさんはいつも言ってるらしいし。

　芹沢さんが流りゆう星せいさんを引っ張って行ってしまった。

　結構周囲には人がいるんだけど、芹沢さんが歩いていくとさっと道ができる。すごい迫力だ。

　ん？

　その後を付いていく小柄な少女が一人。

　あれって、嘉か保ほうさんじゃね？　いつの間に来てたんだろ。ま、いっか。

　芹沢さんたちの姿が見えなくなると、僕の友人たちも到着したようだ。

「「「うおおおおおおおおおおおおおおおおお」」」

　三人とも、すっげーテンション高いんだけど。

　僕を無視してしぐれさんに直行である。まあ、しょうがないか。

「世界で一番大好きです！」

　高たか見み沢ざわ、それ音おと無なしさんのときも言ってなかった？

「宇宙で一番大好きです！」

　天あま池ち、まず僕たちは地球人以外の知的生命体に出会えてないからね。

「二次元の女の子より大好きです！」

　久く住ずみ、それ褒ほめ言葉かなあ!?

「皆さま、ありがとうございます。そんなに言われると照れてしまいますわ」

　しぐれさんは手を頰ほおに当てて優やさしい笑顔。

　まあいいか。三人の感動は僕もよく分かるし。

　そろそろ受付に行かないとなあ、とケータイを開いて時計を見たところで、背後から待ちかねていた声が聞こえてきた。

「あれ？」

　来たか。いらっしゃいましたか。

「みんな、こんなところでなにしてんの？」

　芹沢さんと一緒じゃなかったから、どうしたのかと思ってたけど、現地集合だったのかな。

　音無さんの登場である。

　さっきまでしぐれさんとの会話でテンションがマックスだった友人たちも、音無さんの登場で硬直。

　音無さんはその場にいるみんなの顔を順番に眺ながめていき、一人の存在まで辿たどり着いたところで止まった。

「あれ、しぐれまでいるし。どうしたの？」

「まどかこそ、どうしたのですか？」

「あたしは、急に仕事が入ったからって芹沢さんに言われて来たんだけど…………」

　たしかに、音おと無なしさんは髪を結っている。これは仕事のスタイルだ。完全に仕事をするつもりで来たんだろう。

「わたくしたちは、これからスポーツ大会に参加するのですわ」

「スポーツ大会？　なんでしぐれが…………」

　言いながら、音無さんが僕を見る。そりゃそうだ。このメンバーで、しぐれさんと連絡を取れるのは僕だけだもんね。

「なんか楽しそうなことしてるじゃん。あたしだけ仲間はずれ？」

「いや、仲間はずれというか…………」

　さてさて、ここからはうまくいくかどうか分からない。

　まあ、成功しなくてもしょうがないところなんだけど。できれば成功させたい。

「まどか」

　どうやって切りだすかな、と考えていると、しぐれさんが音無さんに話しかけていた。

「今日皆さまが集まったのは、まどかのためなのですわよ？」

「あたしの？」

「ええ。まどか、今日お誕生日でしょう？」

「ん、そうね」

「このスポーツ大会の優勝賞品を、まどかのお誕生日プレゼントにする予定でしたの」

「優勝賞品？」

「そうですわ。今度この近くにオープンする、屋内プールをメインとしたテーマパークをご存じでしょ？」

「あー、ＣＭで見たことあるかも」

「そこのオープン記念イベントへの参加チケットが、優勝賞品なんですわ」

「へえー。で、なんでみんながそろってるの？」

　あ、そっか。先生がこのスポーツ大会の話をした日って、音無さんは仕事で学校を休んでたんだっけ。だから詳しい事情とか、なにも知らないのか。

「良りよう人とさまがメンバー集めに東とう奔ほん西せい走そうしてくださったのですわ」

「ええ？　ってことは、みんなあたしのために休みの日にわざわざ集まってくれたの？　本当に？　ありがとう！」

「そもそも、この企画をしたのも、良人さまですから」

「ふーん、常つね村むらくんが……」

　あ、音無さんのこの表情、よく見る表情だ。

　僕をイジろうとするときの顔だ。

「この前は、プレゼントなんかないって言ってたよね？」

「えっと、あのときは売り言葉に買い言葉というか…………」

　にやにやしながら近づいてくる音おと無なしさんに、僕は思わず後ずさり。

「あ、もしかして今日の仕事ってのも」

「はい……芹せり沢ざわさんに頼んで、噓うそをついてもらいました」

　あ、音無さんの眉まゆがぴくっと動いた。もしかして、ちょっとお怒りですか？

「あっそう、へー。ふーん。そかそか。だから芹沢さん、動きやすい服装で来いって言ってたのね。あーでも、そっかあ、ちゃんと用意してくれてたんだ。しかも、しっかりサプライズまで考えて」

　そういう音無さんの格好は、ショートパンツ。こうして見ると、やっぱり音無さんって脚あしが長いよなあ。肌はだもきれいだし。爽さわやかな色気があるよなあ。

　おっと、見とれている場合じゃないぞ。

「……………………ま、まあ。誕生日ってことで」

「あたしのために？　ホントに？」

　音無さんが、からかうような目で僕を見てくる。

　いつもなら、「ちげーよ！　自分が行きたかっただけだから！」って誤ご魔ま化かすところだ。きっと音無さんも、そんな僕の反応を見て楽しむつもりなんだ。

　だけど、今日は違う。ここで押す。

「そう！　音無さんのために！」

「────────っ！」

　驚おどろいてる驚いてる。意外な物を見る目で僕を見てる。いつもの僕のリアクションと違うからね。

　音無さんって、すごい人を父親に持っているせいで、男の人に言い寄られることに慣れていない。

　だからこそ、ちょっとクサイくらいの直球で攻める！

「僕はいつも音無さんのこと見てるからさ！　本当に大変そうだなって思うんだよ。ほら、なかなか遊びになんて行けないじゃん？」

「まあ…………うん」

「それでさ、必死に考えたんだよ。音無さんの誕生日に、なにかすごいプレゼントはできないかって。それが、これなんだよ！　イベントは完全招待制だから、あんまり周りを気にする必要もないしさ！　思いっきり羽を伸ばせるかなって思って！」

　つつつ、と目線を僕から逸そらす音無さん。

　ちょっと照れてるのかな。そして慌あわててる。焦あせってる。

　もう一押しだ。

　正直、僕もすっごい恥ずかしいけど！

　ここは言わねばなるまい。

「やっぱりさ…………ぼ、僕は音おと無なしさんのことが大好きだから！　音無さんの疲れてる顔とかを見たくないんだよ。いつも元気でいてほしいんだよ。音無さんのことが大好きだから！」

　二回言っておいたよ。大事なことだから。

　あー、もう！　みんな僕を見るなよ！　分かってるよ、恥ずかしいこと言ってるの、自分でよく分かってるって！

　すると、顔を真まっ赤かにした音無さんが────。

「ちょっ、なにこんなところで恥ずかしいこと言ってんのよ！　このバカ素人しろうと！」

　ぐわっと振り上げられる拳こぶし！

　しかし、すぐにその力は緩ゆるめられ、グーにしていた手がほどかれてしまう。

「あ、いや…………えっと、も、もう！　なに恥ずかしいこと言ってんの！」

　惜しい！　もうちょっとだったのに！

　あと少しで、みんなの前で素すの音無さんをさらけだせたのに。

　やっぱりうまくいかないもんだなあ。

　びっくりする友人たちを相手に、必死で取り繕つくろう音無さん。

　僕はさ、肩の力を抜いて付き合える友人がもっといてもいいと思うんだよね。

　なにも、学校で、しかも同じクラスのやつらにまで、アイドルの顔をし続ける必要はないと思うんだ。

　だから、みんなの前で音無さんのアイドルとしての仮面をぶち破ってやろうと思ったんだけど。失敗しちゃったなあ。

　音無さんの背中を見ながら、僕はそんなことを考えていた。




　僕と高たか見み沢ざわは、チームの代表ってことで受付までやってきた。

　しぐれさんや音無さんとお話をしたがっていた高見沢をムリヤリ引きずってきたのは、当然先日のジャージ放り投げ事件の仕返しである。

　受付に着いた僕らは、さっさとメンバー登録を済ませてしまうことに。僕らは十人のチームとなる。

　なんやかんやと、受付は時間ギリギリになってしまった。

　受付担当の人いわく、恐らく僕たちのチームで最後だろうとのこと。

　登録は僕たち含めて、全部で十二チームあったらしい。結構集まったね。

　全チームがマックスの十人だったとしたら、百二十人も集まっているというわけだ。

「やはり来たな！」

　全チームが最低人数の六人だったとしても、えっと、十二かける六だから…………。

「せっかく参加したのに残念だが、貴様らに優勝はない！」

　七十二人か。それでも多いね。こりゃあ、盛り上がるんじゃない？

「おい聞け！」

「高たか見み沢ざわ、呼ばれてるぞ」

「いや、どっちかというと良りよう人と、おまえだろう」

　めんどくさいなあ。めんどくさい雰ふん囲い気きがびんびん伝わってたから、あえて無視していたというのに。

　はあ、しょうがない。

「えっと、どなたさまでしょうか？」

「ふっふっふっ。そうか、気になるか」

「いえ、べつに。行こっか、高見沢」

「ちょっと待て！」

「なんですか!?」

　言いたいことがあるならさっさと言えよ！

「我々の顔に見覚えはないか？」

「顔には見覚えないですけど、そのジャージは見覚えあります。うちの学校のですよね」

「貴様…………いちいち腹の立つことを。はっ、そうか。早くも挑発をしているということか。なるほどなるほど、ライバルと認めた瞬しゆん間かんに心理戦を仕掛けてくるとは、やるな！　敵ながらあっぱれ！」

　どうしよう、逃げたい。

　なにこの人。いや、この人たち。

　先頭でわけの分からないことをしゃべっている男の後ろには、十人ほどの男女が。みんな古ふる里さと学園のジャージを身につけている。そして、彼の言葉に深く頷うなずいていた。

「あんたたち、何者なんですか？」

　しょうがない。言いたそうにしてるから、訊きいてやろう。それが一番手っ取り早い気がしてきた。

「くくく、我らは『音おと無なしまどか応援団』!!」

　いやいや、びしっとポーズを決められても困るんだけど。

　え？　音無まどか応援団？

　そんなんあったの？　いつの間にできたの？

「まことに勝手で申し訳ないが、我々応援団の団員は、貴様ら二年二組に恨うらみを抱いだいている」

　本当に勝手だな。

「よくも音無さんと同じクラスになりやがって…………」

　たまたまだろ、それ。

　でも、そうか、だから知ってる顔がいないのか。

「そんなとき、我々は貴様らがこのスポーツ大会に出場し、優勝賞品であるチケットを音無さんにプレゼントしようと目もく論ろんでいることを知ったのだ！」

「え？　誰だれに聞いたんですか？」

　秘密だったはずなのに！

「嘉か保ほう芽め愛あ璃りだ」

　ちっ、あの人は…………。

「よって、我々は貴様ら二年二組の優勝を阻そ止しする。そして、我々が賞品を手にしたあかつきには、音おと無なしさんへチケットをプレゼントすることと決めたのだ！」

　むむむ。

「できれば直接我々の手で貴様らに引いん導どうを渡したい。それまで勝ち残ってくるんだな！　では、さらばだ！　ふぅはははははは！」

　よく訓練された軍隊のごとく、自称『音無まどか応援団』の皆々さまは歩いて行ってしまった。

　ちょっと厄やつ介かいなやつらだな。

　こっちは、どうせ市のスポーツ大会なんて運動不足のおじさんおばさんが相手だろ？　優勝なんて楽ちんよ、くらいで考えてたのに。

「良りよう人と、戻るぞ。みんなと作戦会議だ」

「そうだな…………」




　僕と高たか見み沢ざわが受付から戻ると、芹せり沢ざわさんたちもお説教から戻ってきていたようだった。

　これでフルメンバーがそろったわけだ。

　愛あ好こから「もー、まどかさんを呼んでるんだったら先に言ってよ。そしたら、夜にでも渡そうと思ってた、わたしとこはるんからのプレゼント、ここに持ってきたのにぃ」と口を尖とがらせながら言われたが、いまはそれどころではないのでスルーする。

「みんな、ちょっといいかな」

　声をかけて、僕はさっきの受付での出来事を説明する。

　その反応は人それぞれ。

「あらあら、まどかったら大人気ね」

　と言う芹沢さんと、ほぼ同じような反応をする愛好。

　霜しも月つきさんは突然のライバル出現になぜだかテンションが上がっている。アニメとかではお約束の展開だもんね。対して、嘉保さんは我関せず黙もく々もくとカメラをいじっている。

　そしてそして、闘とう争そう心しんを剝むきだしにしているのが男子勢である。

「ふっ、ボクのまどかクンへの想おもいは、そう簡単に妨さまたげられるものではないぞ。いい度胸だ。全力をもってお相手してやろう」

　前髪をさらりと流しながら言う流りゆう星せいさん。その視線はもちろん音無さんをまっすぐに見ていた。とたんに音おと無なしさんは、恥ずかしそうに目を逸そらす。

　なんかイラっとするんだよな、この二人見てると。あれかな、流りゆう星せいさんのキザったらしい仕草にムカっときてるのかな。きっとそうだ。

　と、そんな音無さんにしぐれさんが近づく。

「よかったですわね。まどかの場合、どちらが勝ってもプールに行けますもの」

「そんなこと思ってないって！」

「あら、まどかはこのメンバーで遊びに行きたいと思っているということですか？」

「そ、それは…………まあ」

　音無さんは言いよどみながら、ちらりと僕を見た。

「ああなるほど。良りよう人とさまと一緒がいい、ということですわね」

「ち、違うわよ！　この企画の発案者がこいつだから、一応こいつの顔を立ててやろうかなって、そう思ってるだけよ！」

「そうなのですか？　わたくしはなんとしても優勝して、良人さまとプールに行きたいですわよ」

「知らないわよ、好きにすればいいでしょ？」

　音無さんがそっぽを向くも、しぐれさんはそれを気にも留めずに僕の目の前までやってくる。そのまま僕の手を両の手で包むと、にこり。

[image: ]

「絶対優勝しましょうね」

　胸の高さで、ぎゅっ。

　しぐれさんの熱が伝わってくる。

　横からは音おと無なしさんの刺すような視線。

　って、さらにその後ろからは流りゆう星せいさんの刺すような視線。

　と思ったら、友人たちからも怒りの込められた視線。

　きわめつけに、嘉か保ほうさんのカメラのフラッシュ。

　なんなんですか、あなたたちは。

「すいませーん」

　早くもチームワークに暗雲がただよってきた僕らに、一人の男性が話しかけてきた。

　まず目に付いたのが、ハゲ散らかった頭。肌はだの感じからして、結構歳としは若そうなんだけど、残念な頭のせいでかなり老ふけて見える。きっと、苦労してるんだろうなあ。そんな印象の男の人だ。

「さっき受付にいらっしゃった方ですよね」

　男の人は僕の前にやってくると、名刺を差しだしてきた。

　えっと、法ほ螺ら田ださん？　ケーブルテレビのテレビ局で制作をやってる人らしい。

「チームの名めい簿ぼを見て、気になったお名前があったもので」

　ああ、なにも考えずに登録しちゃったけど、一応有名人ばっかりなんだよな、僕らのチーム。登録はハンドルネームかなにかにしておけばよかったか。

「あの、音無まどかさん、天あま乃の川がわ流星さん、天乃川しぐれさんは…………」

　そう言う男性の前にすっと立ったのは、芹せり沢ざわさんである。

「なにか御ご用ようでしょうか」

「あ、事務所の方ですか」

「…………はい」

　男の人はぺこぺこと頭を下げながら、また名刺を一枚取りだして芹沢さんに渡した。そんなに頭を振らないほうがいいですよ、ただでさえ散らかってるんだから。

「実は今日のスポーツ大会の様子を、後日ケーブルテレビで流すことになっていまして」

　ああ、地域限定のチャンネルってあるよね。そういうところで流すのかな。

「番組を盛り上げるためにも、ぜひお力添えをお願いできないかと。…………市のほうからも、できるだけ盛り上げて来年に繫つなげたいということを言われてましてね」

　市が番組の制作費出してるのかな。スポンサーみたいな？　そりゃあ、スポンサー様のご意向は無視できないよね。

　こんな市のスポーツ大会を題材に番組を作らないといけないなんて、そりゃあ毛根もかわいそうなことになるわ。

　そこへきて音おと無なしさんを始めとする人気声優が三人もいると知ったら、使わない手はないだろう。まあ、来年から参加者のカラーが若じやつ干かん変わるかもしれないけど。

「申し訳ありませんが、今日はプライベートで参加しているので…………」

　お、芹せり沢ざわさん、断るのか。

　そりゃそうか。せっかくのオフなんだもんな。

「そこをなんとか！　今日、この場でできることで構いませんので！　競技についてちょこっと声をあててもらえるだけで！」

　競技に声をあてるってなんだよ。

　解説？　実況ってこと？

　それこそ声優の仕事じゃないでしょ。たしかに声の仕事っていう枠わくで考えたら同じかもしれないけど、実況はアナウンサーとかの分野だって。

「へー」

　おやおや、音無さん。どうしたんですか。新しいおもちゃをもらった子供のような顔をして。

「芹沢さん、あたし、やってもいいよ」

「まどか！　そんな簡単に」

「いいじゃん。人生なんて即断即決が基本でしょ？　いちいち迷っていられるほど、人間は長生きできないもの」

　これを好機と見たのか、法ほ螺ら田ださんは音無さんの目の前まで行ってまたぺこぺこと頭を下げる。

「第一、あたし今日仕事する気満々で来てるんだからね？」

　それを言われると、反論できないですね、はい。芹沢さんも口を閉じてしまった。

「しぐれも、流りゆう星せいさんも、いいですか？」

「ええ、構いませんわ」

「もちろん。まどかクンが言うなら、なんだってしよう」

　皆さん、大人気声優のくせに気っぷ良すぎ。こんな小さい仕事、蹴けってもなんの支障もないだろうに。

　一人だけ渋しぶい顔をしているのが、芹沢さんだ。

　しかし、そんな芹沢さんを無視して話はトントン拍子に進んでいく。

「ありがとうございます！　少ないですが、出演料も出しますので」

「法螺田さん、その代わり……と言っちゃなんだけど、ひとつ条件を吞のんでもらっていいですか？」

「は……条件、ですか？」

「そ、この人も一緒に出して。それが条件」

　この人。

　音おと無なしさんが言った。

　僕を指さしながら。

「え、ちょっ」

「彼もね、ラジオやってるのよ。だからまったくの素人しろうとってわけじゃないし、いいでしょ？」

　法ほ螺ら田ださんが僕を見る。

「全然問題ないですよ！　よろしくお願いします！」

　このおじさんからしてみれば、音無さんや天あま乃の川がわ兄妹きようだいが出るなら、なんだっていいんだろう。

　ただ、僕は良くない。

　法螺田さんを無視して、音無さんに話しかける。

「お、音無さん！」

「見たままのことを言葉だけで伝えるってのは、ラジオでも必要なスキルよ。ちょうどいいから、ここで学んでおきなさい」

　そりゃそうだけどさ。ラジオで「こういう風に」って言ってもまったく伝わらないからね。

　でもさ！　学ぶもなにも、いきなり本番なんですけど！

　ケーブルテレビで流れるんでしょ？　僕の音声と実況が！

「ちょ、ちょっと待ってよ！　だってさ、僕たち今日、優勝を目指すんだよ？　メンバーが減るってことは単純に戦力が落ちるってことで…………」

　なんとか理由をつけて断ろうとしている僕に、法螺田さんはパンフレットを見せてくる。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、実況は交代でやってもらえればいいですから。見たところ登録メンバーの数は十人ってことで、余裕があるみたいですし」

　よくチェックしてるな。

　この人、意外と狡こう猾かつかもしれない。苦労してるだけあるのね。

「でも、なあ？　高たか見み沢ざわ！」

　そりゃあ、僕はあんまり運動神経がよろしくないかもしれないけどさ！　しゃべるのって結構疲れるんだよ。そんなんじゃあ競技に全力を出せないじゃん。

　そうだろ？　高見沢。

「いや、良りよう人と一人抜けたところで、なんの問題もないが」

「おい！」

　仲間だろ？　これから一緒に戦うんだろ？　もうちょっと気を遣つかえよ！

「いや、でも…………」

「では、よろしくお願いします」

　いや、音無さん、突然横から入ってきて了承しないでくださいよ。僕はまだ引き受けてないんですから。

「はあ…………しょうがないわね」

　芹せり沢ざわさんも諦あきらめ顔。

　マジかよ。

　実況？　解説？　いや、意味分かんないって。

「ところで法ほ螺ら田ださん、ケーブルテレビは情報番組とか多いですよね？　そちらのＶＴＲにナレーションとか、必要ではありませんか？」

　あれ、どうしたんだろ、芹沢さん。

　さきほどの表情から一転。きらりとレンズが光を反射し、その奥には鋭い眼光。

「えと…………それは、一応局のアナウンサーとかもいますし…………」

　局アナなら、社員だから出演料なんていらないもんな。事務所に所属している外部の人を使うより、制作費の節約にはなるだろう。

「この子たち、今日はオフだったんですよ。手て前まえ味み噌そではありますが、なかなかに人気のある子たちでして。もちろん、それはご存じですよね？」

「は、はい」

　そりゃそうだ。だから声をかけてきたんだろうし。

「普通は、スケジュールを確保するの、大変なんですよ」

「そうでしょうなあ。ご多忙中、お引き受けくださってありがとうございます」

　頭を下げる法螺田さん。薄い髪が汗でべったりと頭皮に張り付いているのが見えた。

「でも、こうしてお仕事できたのもなにかの縁。私としては、これからもぜひ良いお付き合いをしていきたいと考えております」

「それはもう！　こちらとしても願ってもないことで」

「でしたら、ほら。よくあるじゃないですか、テレビ局とか、その地域でのイメージキャラクターみたいなの。いわゆる、ゆるキャラってやつですね。そういうの、いかがですか？」

「は？　あの、その…………」

「そのキャラクターを使って、五分くらいのショートアニメを制作したりすれば、子供たちからの人気も出ますよ？」

「たしかに、よくありますよね…………」

「では、ご連絡お待ちしておりますね？」

「は、はい…………」

　ポケットからハンカチを取りだして汗を拭ふき始めた法螺田さんが、すごく印象的だった。

　これも営業なのだろうか。




　市の運営する体育館。

　競技で使用されるコートの脇わきに並べられた机。

　僕はマイクの前に座っていた。

　隣となりには音おと無なしさん。嬉き々きとして進行表に目を通している。

　なんでこんなことに。

　実況？　そんなんやったことないぞ。

　音無さんだってそうでしょ？　やったことないでしょ？　声優の仕事じゃないもんね。

　せっかくスポーツをやる気満々だったのに、なんだか肩すかしをくらった気分。

　しかも…………あれだぞ。

　さきほど一回戦の内容を見て、僕は啞あ然ぜんとした。

　なんと一回戦は、玉入れらしい。

　なんだよ玉入れって。小学校の運動会かよ。

　どうやって盛り上げるんだよ。どうやってただの玉入れを実況でおもしろくするんだよ！

「さあ！　選手たちが入場してきました！」

　うわー、始まっちゃったよ。

「実況解説は、あたし音無まどかと────」

　隣に座る音無さんが僕を見てくる。

　はいはい、やりますよ。やれるだけ、やりますって。

「常つね村むら良りよう人とがお送りいたします！」

　選手たちがコートに入ってくる。

　その中に、明らかに異色な人が二人。

　真っ白なシャツ。開け放たれた胸元。輝く白い歯。芸能人オーラ出しまくり。

　天あま乃の川がわ流りゆう星せいさん…………。

　そして、その横を歩くは、流星さんとは対照的に黒い生地が多めの服を着ている美少女。

　もう六月だというのに、その格好は暑くないのだろうか。ゴスロリの衣装に身を包み、ほんわか笑顔を浮かべている。

　天乃川しぐれさん…………。

　この二人、もう周囲からの注目を浴びまくり。

　ついでに、嘉か保ほうさんのたくフラッシュも浴びまくり。

　あの一角だけ別の世界みたい。

「競技を始める前に、ルールの説明をしたいと思います。常村くん？」

「あ、はい、えっとですね…………」

　全部で十二のチームが集まった今大会。トーナメント戦で優勝チームを決めることになっている。その第一回戦が、玉入れだ。

　各チームから代表の五人を選び、競技に参加する。

　僕らのチームからは、しぐれさん、流星さん、高たか見み沢ざわ、天あま池ち、久く住ずみの五人。

　運営者の思おも惑わく以上に人が集まったからなのか、最初からそうだったのかは知らないが、一回戦は三チームでのサバイバル戦となっている。

　準決勝に進めるのはひとつのチームだけなので、一回戦から厳しい戦いになるのは必至だろう。

　一回戦の相手であるひとつめのチームは、見るからに地元のおじさんおばさんたちが集まったチーム。ここには楽勝だろう。想定通りの相手だ。

　ただ、もうひとつのチームがちょっとだけ危険かもしれない。手元の資料によると、大学のサークルで参加してきたチームらしいのだ。

　おっと、ルール説明の途中だったね。

　抽ちゆう選せんで決められたみっつのチームが、それぞれ赤、青、白の玉をネットに入れるのである。

　ネットはコートの中央に立てられたひとつだけ。高さは三メートルくらいだろうか。

　玉はコートにランダムに散らばっており、自分のチームカラー以外の玉をネットに入れても、その色のチームの得点になってしまう。

　妨ぼう害がいしようがなにしようが、その他ほかのルールは無用。

　とにかく自分のチームカラーの玉を、たくさんネットに入れたチームの勝ちとなる。

　ルール説明のあとは、進行表通りに進める。

「ではでは、さっそく一回戦の第一試合を始めましょう」

　チームカラーは、我らが青。

　大学生チームが赤で、おじさんおばさんチームが白だ。

　僕がルール説明を終えると、それぞれのチームの選手たちがネットの周りに集まる。

　遠目でも分かる。明らかにうちのチームは気合いが入っている。

　そして、その中に目立つ二人の姿。流りゆう星せいさんとしぐれさん。

　特にしぐれさんは、周りが全員白っぽい運動着なのに、一人だけ真っ黒でゴスロリなもんだから、とにかく派手だ。

「では音おと無なしさん、開始の合図をお願いします」

「はーい。では……………………始めっ!!　て言ったらスタートだからね」

「ちょっ、音無さん！　この瞬しゆん間かん、何人の人間が音無さんの手のひらで弄もてあそばれたと思ってるんですか！」

「ごめんごめん、お約束だから、やっとかないとダメかなと思って」

「みんな真剣なんですから、お願いしますよ」

「ていうかさ、こういうのって実況者じゃなくて審判とかがやるんじゃない？」

「そんなにたくさんマイクがないんですよ。だから、僕たちが兼任するんです」

　元々、実況や解説なんてやる予定なかったわけだから、そこのところはしょうがないじゃない。

「じゃあ、本当にいきますよ」

　おっと、そんなこと考えてる場合ではないな。

「よーい、スタート!!」

　選手たちが一いつ斉せいにコートに転がったボールを拾い始める。

「いやー、始まったね、常つね村むらくん」

「え、あ、はい」

「ほら、実況しなくちゃ」

　そう言われても…………。

　えーっと、実況ってどうすればいいんだ？　とりあえず、目の前で起こってることを説明しなくちゃいけないのかな？

　いやしかし、玉入れって。

　なにを説明するの？　なにを解説するの？

　僕が戸と惑まどっていると、音おと無なしさんが先陣を切る。

「次々とネットに向かってボールが飛んでいきます。まるで、噴水を逆再生で見ているようです」

「まあまあ、普段あんまり噴水を逆再生で見る機会がないので、いまのたとえが的確だったかどうかは分かりづらいんですけどね」

「こうして見ると、チームごとに戦略が出ますね」

「そうですね」

「どうですか、解説の常村くん」

　なにそのフリ。解説しろってか。

　そうだな、まずは大学生のチームから。

「えーっと……赤組はとにかく近くに落ちてる玉からどんどん入れていこうっていうタイプですね」

「先行逃げ切りのタイプですね。他ほかの二チームは、ここで差をつけられると後で苦しくなってくるでしょう」

　次に、おじさんおばさんチーム。

「白組は、まずチームカラーの玉を一箇か所しよに集める作戦に出てますね」

「これは追い上げに期待ができますね。一気にトップへ抜きでてくる可能性があるので、目が離せません」

「そして青組は…………。えっと、赤組の玉を遠くへ投げ捨て、白組の集めたボールを蹴け散ちらしてますね」

「非常に、非常に攻撃的ですね。自分のチームの得点を稼かせぐよりも、相手のチームを邪じや魔ますることで相対的に自分たちを上げていこうという、とにかく勝ちにこだわった戦法と言えるでしょう」

　おい友人たちよ…………。

　あれが仲間だと思うと…………。

　────この上なく心強い！

　ちなみに流りゆう星せいさんはというと、優ゆう雅がに歩きながら、玉を一個拾うとネットに背を向けたままぽいっと投げる。そして、ひとつ入るたびに前髪をさらりと流して決めポーズ。どこにアピールしているかというと、当然音おと無なしさんだ。

　あの……お願いだからもっとやる気を出してください。

　あと、なんでそれで入るんですか？

　しぐれさんは、なぜか玉をずっと拾っている。そして、拾った玉をゴスロリの袖そでの中へと入れてしまっている。

　なにをしているんだろうか。できれば拾うだけではなく、得点を稼かせいでいただきたいところなのだが。

「おっとここで青組に動きがありますね」

　むむ、音無さんに言われて、天あま乃の川がわ兄妹きようだいから視線を移す。

　我が悪友三人組がなにか始めたのだろうか。

「青い玉が次々と相手チームの投げた玉を空中で撃ち落としていきます。あくまで相手の妨ぼう害がいと、一いつ貫かんした戦術を展開していますね」

　相変わらず卑ひ怯きようだな、おまえら。

「音無さん、ここまでの序じよ盤ばん戦せんをどう見ますか」

「三者三様の展開をしているようで、明らかに相手を意識した戦術を繰り広げていますね。とても見み応ごたえがあります。近年まれに見る白熱した戦いになっているのではないでしょうか。世界広しと言えど、これだけレベルの高い戦いは、そうそう見られないと思いますよ」

　まあ、見ないからね！　玉入れの試合自体をさ！

　ネットの中に玉がどんどん溜たまっていく。

　一番多いのは…………って、それはしゃべったほうがいいか。実況だしな。

「こちらから見ている感じでは、赤い玉が有利のように見えますね。他ほかの二チームもがんばってほしいところ！」

「玉入れとはまさに人生の縮図！　これだけ熱い戦いを繰り広げる選手たちにエールを送りたいですね」

「まあまあ、小学生でもできるような競技にそこまでの深い意味はないと思いますけどね」

「常つね村むらくん！　常村くんは解説なのにこの競技のこと全然分かってない！　いい？　玉入れってのはね、入るかどうか分からない玉をひたすら投げ続けなくちゃいけないっていう競技なんだよ。それって、努力をするってことなんだよ。努力をしないと玉はネットに入らない。でも、いくら投げる練習をしたって、玉の入る確率は百発百中じゃないんだよ。努力をしても入るかどうか分からない玉を投げ続ける、これが人生なんだよ。それが玉入れなんだよ！」

「は、はあ…………」

「人生の『生』の字の左上についてる『ちょん』ってやつを、右下のネットに入れることで『玉』っていう字になるんだよ」

　だからなんなんだよ！

「さあ、音おと無なしさんが熱く語っている間にも、勝負は佳か境きように入ってますよ」

　そろそろなんとかしないとやばいぞ、青組。いまのところ圧倒的に赤組が有利だ。

　ん？　流りゆう星せいさん、どうしたんだ？

「おや？　一人、青組の選手の様子がおかしいですね」

　かっこつけてるように見えるけど、あれは違うな。僕には分かる。あれは、かっこつけるフリをしてさりげなく鼻を押さえてるんだ。

　流星さんの周りには大学生のお姉さま方が集まってるし、たぶん僕の予想は当たっているだろう。

　流星さんって、男性アイドルとしての清潔さを保つために、普段から煩ぼん悩のうを追いだして生きているらしい。そしてそれは子供の頃ころからだったそうで、結果として女性に対しての免めん疫えきがなくなってしまったのだとか。そのくせサービス精神旺おう盛せいなもんだから、色々と生きづらい人生を送っている人なのである。

　そんな流星さんがいま、体操服姿の女性たちに囲まれている。残念ながらブルマーではないが、体操服萌もえという人は少なからず存在する。

　流星さん、声優だけあってオタク的な知識もあるだろうから、そういうフェティシズム的なことも理解しているに違いない。

　様子がおかしくなった流星さんを心配してか、女子大生の皆さまがさらに体を密着させるように集まっていく。

　鼻を押さえていた流星さんの手が、女子大生のお姉さんに引っ張られてぎゅっと抱だきしめられた。いいなあ。柔らかいだろうなあ。

　でも、これはもう限界だな。

「っっっぅうおおおおおおおおおおおおおお」

　鼻血を噴きだす流星さん！　ダメだ、あの人はもうダメだ。

　噴きだした鼻血は、通常再生の噴水のように宙に飛ぶ。

　その高さは、ネットと同位置。

「おおっと、ここで！　噴きでた鼻血が、すでにネットの中に入っている白い玉を赤く染めていきます！　赤組、一気に大量のポイントをゲット！」

「あれもポイントになるの!?」

　明らかに不正でしょ！　いや、それ以前に、これが認められてしまったら、うちのチームの負けは決定的じゃないか！

　どうしてくれんだよ、流りゆう星せいさん！　こんなしょうもないことで一回戦敗退とか、しゃれにならないぞ。

　どうにかしていまの音おと無なしさんの発言を訂正させようとしていると、さきほどまで玉をずっと拾ってばかりいたしぐれさんが動いた！

　ネットへ向けて、両手をゆっくりと上げたのだ。

「いきますわ」

　青い玉が、ゴスロリの袖そでから次々と飛びだす！

　きれいな放物線を描えがきながら、玉は次々とネットに吸い込まれていく！

「ここで青組が怒ど濤とうの追い上げを始めました！」

「ちょっと待って音無さん！　いや、待つのはしぐれさんか!?　とにかく待ってください。混乱してます！　僕は実況解説ですが、いま混乱してます！」

　マジックが好きなしぐれさんだけど、一体どんな仕組みになってんのよ、その袖はさ！

「至し極ごく楽しゅうございましたわ」

　すべての玉を出し切ったのか、しぐれさんが両手を下ろして微笑ほほえんだ。

　と、ここで────。

「時間いっぱい！　そこまで！」

　音無さんがゲームセットの合図を送る。

　進行表を見ると、ここから玉を数える作業に入るわけだけど…………。

「これは数えるまでもありませんね！　勝利チームは青組！　チームカラーが青の、青組の勝利です！」

　音無さんはその場で勝ち負けを決してしまった。

　ま、たしかにね。圧倒的に青が多いよ。

　流星さんの血で染まった赤い玉の上に、青い玉の層ができている。赤の層よりも、青の層のほうが圧倒的に厚い。

　しぐれさん、すげえ。流星さんの招いたピンチを、こうもあっさり……。

　か、勝ったの？　僕ら。

「ではでは、玉入れの第二試合に移りましょう」

　いいのかよ!?　こんなんでいいの？

　実況とか解説もそうだけど、試合自体がこれでいいの!?




　その後の玉入れも音無さんが好き勝手にしゃべり倒し、大会はサクサク進んでいく。

　音無まどか応援団の皆さんも勝ち進んでいるようだった。

　早くもベスト４が出そろい、試合はさらに激化していくわけだが…………。

　相変わらず僕はマイクの前に座っている…………。

「えー、では、準決勝を始めたいと思います」

　ただし、隣となりに座るのは音おと無なしさんではない。

「次の試合は音無さんがプレイヤーとして入るため、実況席にはこの方々に来ていただきました」

「天あま乃の川がわしぐれです、よろしくお願いいたしますわ」

「天乃川流りゆう星せいだ！　よろしく頼むぞ！」

　しぐれさんと、これ以上体操服姿の女子に囲まれていたら出血多量で天国へのドアをノックしてしまいそうな流星さんである。

　僕の隣にしぐれさん、さらにその向こうに流星さんという並びだ。

「えー、ご存じのかたも多いとは思いますが、お二人は飛ぶ鳥を落とす勢いで人気急上昇中の声優さんです」

「はっはっはっ！　さすがに鳥を落とすのは無理ってもんさ。ボクが落とせるのは……恋だけさ」

「お兄さま、それではお話がちゃんとオチていませんわよ」

　にこにこと流星さんに応対するしぐれさん。ちくり、と注意をしたような感じだが…………。

　それを気にも留めずに、流星さんはぺらぺらとしゃべる。

「いやしかし、大だい丈じよう夫ぶかな。心配だよ。ボクが実況なんかしてしまったら、みんな声を聴きくのに夢中になってしまって競技に集中できないかもしれないよ」

「すでに誰だれも聴いていないと思いますが、よろしくお願いいたしますわ」

　この二人大丈夫かな…………。不安でしょうがない。

　えっと、次言うのはなんだっけ？

「準決勝は会場を移しまして……ここ、市民プールよりお送りしたいと思います」

　市民体育館に併へい設せつされたプール。どこにでもあるような、普通の二十五メートルプールである。屋内の温水プールということで、平日のお昼なんかは運動不足の奥様方にそれなりに人気があるらしい。

「さてさて、準決勝の内容は────水すい上じよう浮うき島しま尻しり相撲ずもう対決!!　全国のお兄さんお父さん、お待たせいたしました！」

　なんか急にお色気路線に走ったけど、ケーブルテレビでの放送って深夜なのかな？

　昔はこんな内容で、アイドルの水泳大会とかがゴールデンタイムに放送されてたらしい。

　しかも、話に聞くと、普通にぽろりがあったとか。なんだよそれ。誰か、映像残してないのかよ。

「ルールの説明をさせていただきます。今回は一回戦を勝ち進んだ四チームでのサバイバル戦となっております。各チーム三人ずつ参加し、プールに浮かぶ発はつ泡ぽうスチロールでできた島に乗ってもらいます。そこで尻しり相撲ずもうをし、全員落ちたチームから脱落。最後まで残っていた二チームが決勝進出となっております」

　手元の資料を読み上げると、流りゆう星せいさんが本当に楽しそうに僕に続く。

「選手は当然、女性限定となっております！」

「お兄さま、わたくしにはなぜ当然なのか分かりませんわ」

　しぐれさん、そこは当然で合ってるんですよ。普段アホなことばっかり言ってる流星さんですが、ここだけは合ってるんですよ。

　流星さんはしぐれさんをスルーして、かぶりつくようにマイクへと向かう。

「しかも！　出場者の皆さんの服を濡ぬらしてしまう可能性があるため、こちらで用意した衣装に着替えてもらっての参加となっているのだっ！」

　そう、この衣装がまた素晴らしいものになっているのだっ。おっと、僕もついつい力が入ってしまった。

　まったく、どんだけ親切なんだよ。最高の心配りじゃないか。自前の服を濡らさせるわけにはいかないもんね。このスポーツ大会の運営委員の人たち、いい仕事してるわ。さすがに水着はクレームが出たらしいけど。

　次は…………各チームの紹介か。

「ではでは、さっそく選手の皆さんに入場してもらいましょう」

『おおおおおおおおおおおおおおお』

　プールサイドから、一回戦で脱落してしまった男性たちの声援があがった。

　盛り上がってきたじゃない。一回戦の玉入れのときはどうしようかと思ったけど、会場全体のボルテージが上がってくると、実況も楽しくなってくるぞ。

「さあ、まずやってきたのは、チーム『ＤＮＫ48』の三人だ！　追い込まれる団だん塊かいの世代、しかしまだまだ現役だぞと、若い者には負けないと、勝ち進んで参りました！」

　あ、声援が小さくなった。

　しょうがないよね。いい歳とししたおばさん三人がメイド服とか浴衣ゆかたとかチャイナドレスとかで登場したのだから。露ろ出しゆつの少ない衣装だったのが不幸中の幸いか。

「続きまして、チーム『完かん熟じゆくスイーツ』の三人が登場です！　熟うれすぎて毒々しいまでに香る甘い匂におい。果たしてそれは罠わななのか、ご褒ほう美びなのか！　判断は皆さんの趣味におまかせいたします！」

　ドラマのワンシーンでありがちな、場末のバーのママみたいな三人が登場して、さらに声援は小さくなる。

「なにを言ってるんだい、常つね村むらクン。ご褒美に決まってるだろ」

　流星さん、守備範囲広すぎだろ……。

　さ、次行こう、次行こう。

　と思ったら、割れんばかりの歓声があがった。プールの水も震ふるえるほどだ。

「チーム『音おと無なしまどか応援団』の登場です！　古ふる里さと学園の生徒で結成されているこの私設応援団、なんと団員は三百人を超えようとしているとか！　え!?」

　三百って。うちの学校の生徒の半数以上が団員てことかよ。

　驚おどろいている間にも、くのいち、バニーガール、巫み女こ装しよう束ぞくの三人が目の前を通っていった。

　実況席が更衣室の出入り口の脇わきにあるのだ。だから、誰だれよりも近くで魅み力りよく的な衣装を身に纏まとった女性たちを見ることができるのだ。

　ついついしゃべるのを忘れて、目で追ってしまいそうになってしまう。困ったものだ。

　さすが現役女子高生。さきほどの二チームと違って、瑞みず々みずしい肌はだが全開である。これはさすがになんらかの作為を感じる。誰かが若い人にセクシーな衣装をあてがったんじゃないだろうか。グッジョブすぎる。

　って、あのバニーガール、生徒会長じゃね？　生徒総会のときに壇だん上じようでまじめにスピーチをしていた会長が……。そのギャップはずるいって！

「さあ、最後にやってきたのは────」

　と僕が言ったところで、さらに歓声が大きくなった。水が震えるどころじゃない。床が揺ゆれる。

　更衣室から出てきたのは、愛あ好こ、嘉か保ほうさん、そして音無さんである。

　愛好は一見なんの変わりがないように見える。だが、視線を下半身に移せば、明らかに着替え済みだということが分かる。

　最近見ないもんなあ、ブルマー。真新しい真っ白な体操服に、紺こんのブルマーという、一昔前なら日常風景だったものが、いまでは希少価値。それゆえに、根強い人気があるコスチュームだ。

　嘉保さんはというと、ねこみみにしっぽ付き。ふわふわの毛がついたチューブトップで、へそが丸出しである。一番肌の露ろ出しゆつが多いかもしれない。しかし、その露出にばっちり似合うほどのスタイルの持ち主なのでなんの問題もない。

　そしてそして！　音無さん！

「フゥ────ッ！　まどかクン、ベリーキュ────ト!!　うぐっ。げほっげほっ。はあ、はあ、はあ。ま、まずい呼吸が」

　流りゆう星せいさん、うるさい。どんだけテンション上げてんだよ。分かるけど！　その気持ちはよく分かるけど！

　音無さんの格好は、いわゆる魔ま女じよっ娘こってやつだ。どこもかしこもフリルがたっぷり。超ミニスカート。

　なにあれ。見えちゃうんじゃね？　まあ、マネージャーの芹せり沢ざわさんもいるし、きっと下にはちゃんと見えてもいいのをはいてるんだろうけど。

　でも、それでもいいのだ。たとえスカートの下にはいているのが下着だろうと、水着だろうと、なんだろうと、スカートの中が見えるというのがいいのだ。

　っていうか、なんか音おと無なしさんの着てる服、どっかで見たことあるんだけど。なんだったかなあ。……………………あ、思いだした。『ぼいる・しゃるるの法ほう則そく』のヒロイン、しゃるるちゃんの戦せん闘とう服ふくだ。

　なんか音無さんだけコスチュームの毛色違くね？　なんでキャラモノなんだろう。

　首を傾かしげると、横に座っていたしぐれさんが僕の耳元に口を寄せてきた。

「まどかのだけは、わたくしがご用意してさしあげました」

「あ、そうなんですか？」

　はて。なんでしぐれさんがしゃるるちゃんのコスチュームを持ってたんだろうか。もしかして、またそのゴスロリの袖そでから出したのかな。

「最初はまどかも嫌いやがっていたのですが、わたくしと芹せり沢ざわさまが宣伝にもなるからと強引に」

　なるほど。しゃるるちゃんって、音無さんがキャラクターボイスをやってるんだもんな。

　音無さんが、なぜか僕を睨にらみながら前を通過する。

　いや、通過しようとしたところで、しぐれさんが引き留めていた。

「まどか、とってもお似合いですわ」

「う…………なんでこんなの持ってたのよ」

「たまたまですわ。まどか、お胸の辺りは苦しくありませんか？」

「ん？　だ、大だい丈じよう夫ぶだけど」

「よかった。わたくしが試着したときは、少々きつかったもので」

「…………へえ、そう。そうなんだ？」

「ええ。まどかのエコパイがうらやましいですわ」

「は？　ちょっと、いまなんて言った!?」

「まどかはエコパイ減げん税ぜい対象者でうらやましいですわ、と」

「さっきよりひどくなったわよね!?　なんかお尻しりに付いたでしょ！」

「あら、お尻に関して言えば、まどかのほうが大き────」

「きゃああああああ！　なに言ってんのよ！」

　…………ぷっ。くくくっ。やばい、ここで笑ったらまた音無さんに怒られる。我慢、我慢。

「だいたい、エコパイってなによ！　あたしだって人並みにはあります！　これでも平均くらいはあるんだから！」

「ええ、ですから、それくらいがちょうど良いですわ。わたくしくらいのサイズになりますと、ブランドによってはお値段も上がることがありますし、わざわざ他店やメーカーから取り寄せてもらわないといけなかったりするので、余計な費用がかかってしまうのですわ」

「へー、それで？」

「わたくしも減げん税ぜい対象者になりたいですわ」

「しぐれ…………あとで覚えてなさいよ…………」

　これ以上ここで言い合いをするのは得策ではないと悟ったのか、音おと無なしさんは真まっ赤かな顔のまま、のしのしと歩いていってしまった。

　音無さんを見送って横を見れば、しぐれさんの向こうに顔を覆おおいながらも指と指の隙すき間まからコスプレをした女性たちを見ている流りゆう星せいさんが。なんですかそれ。露ろ骨こつにじろじろ見るとイメージが悪いから、見ていないよって装よそおっているのだろうか。逆にそれ、いやらしいですよ。

　おっと、そろそろチームの紹介をしなくちゃ。

　歓声はおさまらないし、これは僕も気合いを入れて声を出さないと。マイク使っててもかき消されちゃうぞ。

　そういえば、僕らのチーム名はどうしたんだろ。事前にはまったく決めてなかったけど。

「最後に登場したのは！　えっと……え？　チ、チーム『ＳＭ結けつ社しや』！　現役女子高生アイドル声優を擁ようする今大会の花形チームです！」

　なんだよこの名前！

　しぐれのＳとまどかのＭってことだろうけど、なんかこのネーミングセンスから妹いもうと臭しゆうがする。ぷんぷんする。蓋ふたしてえ。

　もう言っちゃったもんはしょうがないから、この名前でいくしかないけどさ。なんか恥ずかしくて言いづらいなあ。

　だって、隣となりにいるのがしぐれさんなんだもん。

　いやー、こうしてしぐれさんとマイクの前にいるのは、公録のとき以来だね。またこうして隣にいられることが、ちょっと嬉うれしい。

　ついでに流星さんとは、握手会のとき以来か。こちらについては特に感想はない。

　さてさて、フィールドに視線を戻して。

「チーム『ＳＭ結社』の音無まどかさんは、自身が演じるしゃるるちゃんのコスプレでの登場です！　これは盛り上がらずにはいられない！　ちなみに、しゃるるちゃんとは、オール・メイク・ワールドから出版されている『ぼいる・しゃるるの法ほう則そく』のヒロインです。ちなみにちなみに、ネットラジオもやってるのでよろしくお願いいたします！」

　これも言っておかないとね。宣伝宣伝。

「さあ、ついに始まります。選手の皆さんは、浮うき島しまの上へと移動をお願いします」

　出場者の皆さんが移動している合間に、しぐれさんと流星さんに話を振る。僕たちで繫つながなければいけないからね。

「ついに始まりますね。しぐれさん、流星さん。プールサイドからの熱気、フィールドにいる選手たちの緊きん張ちようが実況席まで伝わってくるようです。いよいよ盛り上がってきましたね」

「ところで良りよう人とさま、この競技についてなんですけれど」

「よし。代わりに、しぐれにとって最愛の兄であるボクが説明しようじゃないか！」

「結構ですわ」

「なんだしぐれ。もしかして……ケータイを勝手に見たこと、怒ってるのかい？」

　ああ、なるほどね。それでさっきから、しぐれさんは流りゆう星せいさんにチクチクやってたのか。表情はいつもと変わらない笑顔なんだけどね。

「あらあら、そんなことあるわけないではありませんか。わたくしのことを心配しての行動だったのでしょう？　でしたら、わたくしが怒るのはお門かど違ちがいというものですわ」

「そうか、なら良かった。じゃあこれからもチェックしてあげるからね」

「ありがとうございます。では、即刻ロックをかけておくことにいたしますわね、うふふ」

　仲良くやろうよ、二人とも。

「お、準備が整ったようですね！」

　四チームの代表である総勢十二人が、水上のステージに立っている。

　戦場となる浮うき島しまはそれほど広くはない。十二人も乗るとぎゅうぎゅうである。ちょっと押しただけで落ちてしまいそう。

「それでは準決勝を始めましょう、くれぐれも、相手を押すのはお尻しりだけにしてください。手で押すのは反則ですからね！」

　僕がマイクへと向かって叫ぶと、かん高い笛の音ねが響ひびいた。

　その瞬しゆん間かん、早くもどぼんと水の跳はねる音が。

　えっと、しゃべったほうがいいんだよな。

「開始早々に脱落者です！　チーム『ＤＮＫ48』、チーム『完かん熟じゆくスイーツ』共に一人ずつアウト！」

「二人落ちたことで、フィールドが少し広くなりますわね」

　なんとか僕らのチームのメンバーは生き残っているらしい。音おと無なしさんは超ミニのスカートを押さえながら懸けん命めいにお尻を突きだしている。

　いやあ、イラストで見るのと、実際に見るのとでは、やはり威い力りよくが違うね。しゃるるちゃんの戦せん闘とう服ふくである魔ま女じよっ娘このコスチュームは、かわいいんだけどなぜかちょっとだけ扇せん情じよう的で、大きなお友達にも大人気なのである。

　そして、そんな音無さんにべったり張り付いているのは、嘉か保ほうさん。

「押し合いへし合いする中で、カメラを構える少女が一人。まさしく彼女は戦場カメラマン！」

　ん？　進行表になんかメモ用紙が挟はさまっている。注釈かなんかか？

「えー、ここで、お知らせです。今大会で撮影された写真は、後日メモリアルブックとして販売される予定になっております。詳しくは古ふる里さと学園新聞部もしくは、市の運営委員会までお問い合わせください…………って、なんだこれ」

　メモリアルブックなんて作るの？　マジかよ。買わなくちゃ。いくらだろ。

　今月の懐ふところ事情を頭の中で思いだしていると、突然流りゆう星せいさんがしゃべりだした！

「できることならば、ボクもあの中に入って現場からリポートをしたい！　しかし、もしボクが濡ぬれてしまったら、まさに水もしたたるいい男状態。さらに女性の皆さんを悩ませてしまうことに！　ああ、どうしよう！」

「どうもしなくて結構ですわ。お兄さまは少し黙だまっていていただけませんこと？」

　自分の言葉に酔よいしれる流星さんに、しぐれさんが微笑ほほえみながらツッコミを入れた。

「ああ、ごめんよ、しぐれ。嫉しつ妬としているんだね。本来、一番愛情を注がなくてはいけない愛いとしの妹だというのに」

「結構ですわ、お兄さま。お兄さまの愛情は少々しつこすぎるので、胸やけを起こしてしまいますのよ」

　ああ、うん。たしかにムカムカするね。そうか、これは胸やけだったのか。

　もう流星さんは放っておこう。それがいい。

　というか、流星さんに話を振ったり、口を出す隙すきを与えなければいいんだな。

　なんて思っている間にも、脱落者は増えていく。

「チーム『完かん熟じゆくスイーツ』、ここで一気に二人がアウト！　早くも最初の脱落チームが出てしまいました！」
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　一チームが消えたところで、人数も減ってきたこともあり、ついに僕らのチームにも危機が。

「おおーっと、写真を撮るのに必死になりすぎていたのか、小柄な体が、チーム『ＤＮＫ48』のお尻しりに突き飛ばされた！」

　やっぱり目め方かたがあるほうが有利なのだろうか。嘉か保ほうさん小柄だしなあ。

　嘉保さんが、きれいにすぽーんとフィールドから弾はじき飛ばされた。

「こ、これはカメラのピンチ！　チームのピンチというよりも、せっかく撮った写真が！　写真があああああああああ」

　しかし、嘉保さんは表情ひとつ変えずに空中でくるりと身を翻ひるがえすと、水面をぺしんと蹴けって跳はね、プールサイドへと着地し────ええ!?

「ぶ、無事です！　カメラは水没しませんでした！　しかし……え？　いまのは…………」

　嘉保さんはなにも言わず、再びプールサイドでカメラを構えてシャッターを切っている。

　なんだあの人。いま、水面でジャンプしたように見えたんだけど。

　まあいっか！　カメラが……写真のデータが無事だったんだし、深く考えるのはやめよう。

「さあ！　これでチーム『ＤＮＫ48』とチーム『ＳＭ結けつ社しや』は残り二人。チーム『音おと無なしまどか応援団』はまだ一人もアウトになっていません。一歩リードか！」

　チーム『ＤＮＫ48』の皆さんは早くも肩で息をするくらい消しよう耗もうしているようだけど、大だい丈じよう夫ぶだろうか。歳としも歳だし、倒れられても困るぞ。

　と思っていたら、なにやらおばさんたちが行動を起こした。

「おっとこれは…………なんと！　チーム『ＤＮＫ48』の女性陣の手から落ちたのはリストバンドだ！　ぼちゃんぼちゃんと音を立てて、彼女たちの力を封じていた枷かせがいま！　解き放たれたぁ────!!」

　おばさんたちがにやりとする。

「どうやらいままでのは全力ではなかったと、まだまだ体力には余裕があると、そういうことのようです。隠されていた力に驚おどろく相手チームの面々。果たして対抗策はあるのか!?」

　まずいぞ、音無さん！

「凄すさまじい勢いでお尻を突きだすチーム『ＤＮＫ48』！　おもりを外したことで一気にスピードアップか────と思いきや、スピードは変わっていない！　リストバンドは外せても、下っ腹についた贅ぜい肉にくは簡単には落ちないぞ！」

　せっかくのヒップアタックは、あっさりとかわされてしまった。

　しかも、それだけではない。

「バランスを崩くずした！　勢いをつけすぎたのか！　自重に足腰が耐えきれなかったのか、勢いを殺しきれずに……どぼーん！　アウトだあああああああ」

　ついに残り一人になってしまったチーム『ＤＮＫ48』。だが、メイド服に身を包んだおばさんの目には、いまだ炎が宿っている。

「恐ろしいまでの執念、これがチーム『ＤＮＫ48』の底力！　団だん塊かいの世代に生まれ、ライバルの多かった子供時代。競い合い、比べられることで培つちかわれてきた力は、果たしてこの尻しり相撲ずもうでも発揮されるのか！」

　なんか僕も楽しくなってきた。競技に参加してるわけじゃないけど、会場と一緒に盛り上がってる感じ。一体感っていうの？　この高こう揚よう感かん、たまらないかも。

　次はどんなことを言おうかとフィールドを注意深く見ていると、横から一枚の紙が差し込まれた。相手は法ほ螺ら田ださんである。どうやら読めってことらしい。

「えー、ここで、よりバトルを盛り上げるために……フィールドにローションを撒まきます！」

　そんなことをしたら、ぬるぬるになっちゃうじゃないか！

　よし、やろう。すぐやろう。

「お願いします！」

　僕が言うと、バケツに入ったぬるぬるの液体が一気にぶちまけられた。

　とたんにバランスを失う選手たち。

「わ！　わっ！」

　特に、我が妹の愛あ好こは場所が悪かったのか、思いっきり尻しり餅もちをついてしまった。

　そして、なぜかそのままごろごろと転がる。相手と距離をとったのだろうか。

「いやー、失敗失敗」

　むくりと起き上がれば、全身濡ぬれ濡れになった愛好が。

　てらてらと怪しく光る液体のせいで、真っ白い体操服はぴったりと肌はだに張り付き、お腹なかの肌色が透けて見えてしまっている。

　肌色が見えてしまっているのだから、当然お腹の上に身につけている布地まで見えてしまっているわけで。

「ちょっ、おい！」

　べつにあいつのことなんかどうでもいいんだけどさ、一応妹じゃん？　そんな、大衆の面前で赤せき裸ら々らな姿をさらしているのを、そのままにはしておけないというか。

　しかし、こちらの心配をよそに、当の本人はあっけらかんとした顔で僕へと叫んできた。

「だいじょーぶ！　これ水着だから！」

　あ、そっすか。ま、そりゃそうか。濡れるの前提で着替えてるんだもんね。

　っていうか、狙ねらっただろ。そのためにわざと転がっただろ。

「わあ！」

　あ、落ちた。調子に乗って観客にサービスしすぎだ、あいつ。

　そういえば、流りゆう星せいさん静かだな。

　横を見ると、うずくまる流星さんと首を横に振るしぐれさん。足もとには赤い水たまりができていた。こっちもアウトだった。

　気を取り直して実況をしよう。

「さあ、これでチーム『ＳＭ結けつ社しや』も残るは一人となってしまいました！」

　現時点で、残っているのは『ＤＮＫ48』が一人、『音おと無なしまどか応援団』が三人だ。上位二チームが決勝進出できるわけだから、うちのチームとしてはおばさんに攻撃を集中させて落としてしまうのが得策か。

　音無さんも僕と同じことを考えたのか、一人残ったおばさんへと近づいていく。

　しかし、音無さんはバランスを崩くずすおばさんに近づくと、攻撃するどころか手を貸して体勢を整えてあげてしまった。

「手を組みませんか？」

「はあ、はあ、はあ……え？」

　突然の音無さんの申し出に、おばさんも驚おどろいた顔。

　もちろん、僕だって驚いている。一体なにを考えているのだろうか。

「一緒に、あの人たちを倒しましょう」

　びしっと、音無さんがチーム『音無まどか応援団』の三人を指さす。

「…………あ、あなたがそれでいいなら」

　おばさんも音無さんの意図を測り切れていないようだが、いま自分が攻撃されないならそっちのほうがいいと考えたのだろう。あっさりと同盟を結んでしまう。

「急きゆう遽きよ結成されたこのコンビ、一体勝負の行ゆく方えはどうなってしまうのかあああああ」

　決勝を『音無まどか応援団』とやるよりも、『ＤＮＫ48』とやるほうがいいと考えたのだろうか。たしかに、ここで『音無まどか応援団』を潰つぶすことができれば決勝はかなり楽になるのだが。

「じゃ、行きますよ」

　音無さんの後に続いて、おばさんが進む。

　一歩進むたびに、水に浮いたフィールドが揺ゆれる。

　しかし、おばさんは全然音無さんに付いて行けていない。歳としを取るとバランス感覚も悪くなるのだろうか。一度崩れると、反射的に体勢を立て直す力がないからだろうか。

　そんなことを繰り返す内に、体力もどんどん奪うばわれていくわけだ。

　正直、見てるこっちはギブアップを提案したくなる。

　でも最後に残ったおばさんは、まだやる気だ。

　ならば僕は、実況でその気合いを後押ししてあげなくちゃ。

「なんとしてでも流れるプールへ行くぞと、普段は市民プールに行っても泳がずに歩いているだけなのに、チーム『ＤＮＫ48』の彼女たちはテーマパークのプールを目指すのです！」

　と、最後に残ったおばさんがこちらへと声をかけてきた。

「同じ歩くのでも、普通のプールより、流れるプールのほうが楽じゃない！」

「大事なのは消費したカロリーよりも、運動をしたという事実のみ！　そして帰りには喫茶店でお茶をするのです。甘いケーキと紅茶が、運動した自分へのご褒ほう美びなのです！　彼女たちがプールへ行くのは、運動をしたいからなのか、ケーキを食べるためなのか、もはや目的は分かりません。しかし彼女たちには時間がある！　小銭がある！　人生をこれでもかと満喫する彼女らに、理屈など必要なーい!!」

　なんとか音おと無なしさんに追いついたおばさん。

　音無さんの肩に手をついて、ぜえぜえと肩を上下に動かしている。

　対するは現役女子高生の三人。どうやら敵も、音無さんたちの突然の同盟に驚おどろき、出方をうかがっているようだ。

　一体どういう攻撃を仕掛けるのか。

　と思ったら、音無さんはおばさんへと声をかけた。

「すいません」

　一言そう発すると、かわいらしいお尻しりでおばさんを押しだした！

　あまりに予想外だったのか。それとももう悲鳴すらあげる元気がなかったのか。

　無言のまま、つつつーっとおばさんはきれいにフィールドを滑すべり、でかい水しぶきを上げながら水中へと消えた。

「ごめんなさい。業界で生き抜くには、したたかさも必要なの」

　水しぶきの向こうで、悲しそうな魔ま女じよっ娘この姿が。

　一度、手を組んだと見せかけて相手の警戒心を取り除き、油断したところで一気に倒す。なんて人なんだ。やろうと思えば、最初っからやれただろうに。

　全力をもって相手を叩たたき潰つぶした魔女っ娘は、フィールドに立つ三人の敵へと振り返る。

「あなたたちとは、決勝で」

　なんかかっこいいんだけど、音無さん。

　はっ、見とれてる場合じゃない。なんか言わなくちゃ。

「勝負あり！　決勝に進出するのはチーム『音無まどか応援団』とチーム『ＳＭ結けつ社しや』の二チームとなりましたあああああああああああ！」

　プールサイドからあがる歓声に、魔女っ娘の音無さんは笑顔で応こたえていた。




　ようやっと訪れた昼休み。

　午前中はしゃべりっぱなしだったので、運動なんてまったくしていないのに、めちゃくちゃ疲れた。

　でも、大事なのはこれからなんだ。

　なんとか準決勝は突破したけど、僕たちの目指しているものは優勝の二文字のみ。

　決勝戦の相手は、あの受付のときにけんかを売ってきた『音無まどか応援団』の連中。マジで勝ち残ってきちゃったよ。なんたる執念。

　これからの戦いが本番なんだ。

　決勝を全力で戦うためにも、この昼休みはしっかり休まないと。

　まずはご飯を食べて、体力を回復しないとね。

　体育館の隅すみにみんなで車座になる。ただし、鼻血の出しすぎで倒れた流りゆう星せいさんを除く。あの人はいま頃ごろ、どこかで静かに休きゆう憩けい中だろう。ちなみに、準決勝に出場した女性陣はすでに着替えてしまっている。残念だ。もう、今日はずっとあの格好でよかったのに。特に音おと無なしさん。

　そんな音無さんは、高たか見み沢ざわたちの持ってきた弁当を見て、立ち上がろうとする。

「あー、あたし、お昼ご飯買ってこないと」

　すると、芹せり沢ざわさんが大きな包みを取りだしながら、それを制した。

「待ってまどか。あの、皆さん、もしよかったらなんですけど…………」

　お、待ってました！

　実は僕もこれをアテにしてて、持ってきてないんだよね。まあ、そもそも母さんに弁当を頼んだとしても、わざわざ休日に作ってくれはしなかったんだろうけど。

「今日はまどかのためにがんばってくれるということで、皆さんへの応援とお礼を兼ねて、お弁当を作ってきました」

　おお、すごい。

　三段にもなる重箱には、きらきらと輝くおかずたちが。いや、実際に光ってるわけではないんだけど、脳内では特殊効果がついているのだ。

　さすが芹沢さん。仕事ができる人はやっぱ違うね。

　美人でスタイル抜群で料理もできるってか。たまに恐こわいところもあるけど、まさに良りよう妻さい賢けん母ぼってやつじゃないですか。

　結婚するならこういう女の人がいいんだろうなあ。

　あれ？　音無さんにしぐれさん、急に二人してこそこそと内緒話なんか始めちゃってどうしたのかな？

　ああ、そうか。あまりの芹沢さんの女子力っぷりに、今後の身の振りかたでも再確認しているのかな？

　しぐれさんはまだしも、音無さんは料理できるってイメージまったくないもんなあ。

「せ、芹沢さんが作ったの？」

「ええ」

「そ、そう…………」

　その確認はなんだよ音無さん。もしかして疑ってるのかい？　そりゃあ芹沢さんに悪いよ。せっかく作ってきてくれたのに。こんなにおいしそうなのに！

「も、もらっていいんですか!?」

　高たか見み沢ざわがさっそく手を伸ばす。

「ええ、もちろん。お口に合えば良いのだけど」

「じゃあ、いただきます！」

　高見沢は弁当箱から、ピンクのピックが刺さったアスパラのベーコン巻きをひとつ取ると、口に放り込んだ。

　もぐもぐもぐ、と三回ほど嚙かみしめたところで、高見沢の動きが止まった。

「………………………………」

「おい、高見沢どうした」

　口に放り込んだままの状態で固まっている。

　もしかしてこいつ、感激しすぎて気ぃ失ってんじゃないか？

　そりゃそうだ。こんな美人さんの手料理なんてなかなか食べられないもんな。

　久く住ずみが高見沢の頰ほおをぺちぺちと叩たたく。

「おーい」

「………………………………………………」

　そして、首を横に振った。ダメだ。

「放っておけ」

　天あま池ちに賛成。

　放っておこう。それよりもいま大事なのは、芹せり沢ざわさんの手作り弁当だ。

　ぜひ僕もいただこう。

　と思ったら、横から手を伸ばしてきたのが久住。

「この煮に物もの、いただきますっ」

　食べた瞬しゆん間かん、久住は立ち上がった！

　そしてどこかへ走って行ってしまった！

　あれか。体の奥から染しみだす抑えきれない衝しよう動どうが彼を突き動かしたのか。

「どうしたんだ、あいつ」

　と言いながら、天池も芹沢さんの弁当からひとつまみ。

「ふぐっ」

　うわっ、な、なんだよ！　メガネにひびが入ったぞ！

　うつむいた天池の手が、力なくだらりと垂れる。

「お、おい天池…………」

「ふうおおおおおっ」

　うわ！　急に顔をあげて天へ向かって雄お叫たけびを！

　おいおい、どうしたんだよみんな。どうしてそんなにリアクションに命賭かけてるんだよ。

　そんなに嬉うれしいのか？

　分かるけど！　たしかに男ってのは手料理に弱い生き物だけど、みんなテンション高すぎじゃね？

「常つね村むら」

「ど、どうした天あま池ち」

「ちょっと失礼する」

　天池はそれ以上なにも言わず、気を失った高たか見み沢ざわをずるずると引きずってどこかへと行ってしまった。

　まあいいや。僕ももらおうっと。

「どれにしようかな」

　僕が手を伸ばすと、音おと無なしさんが横から割って入ってきた。

「あんたも食べるの？」

「な、なに？」

　どうしたの、音無さん。急にそんなこと訊きいてきて。

「いや、べつにいいけど。じゃあ、はい。あんたにはおにぎりあげるわ」

　なんで音無さんが決めるんだよ。僕に選ばせてよ。百歩譲ゆずったとしても、芹せり沢ざわさんのおすすめを訊いてからにしてくれよ。

　ははーん、分かったぞ。

　音無さん、やきもち焼いてるんだな。負けず嫌いだからなあ、音無さん。

　自分のファンだって言ってた友人たちが芹沢さんの手料理を食べて感激してるもんだから、おもしろくないんだな。

　そんなこと言っても無理だって。相手は百ひやく戦せん錬れん磨まの大人おとなの女性だよ？　高校生の小娘なんかじゃあ太た刀ち打うちできないって。

　まあ、おにぎりでもいっか。午後の戦いのために、お米のパワーをいただいておこうかな。

　…………ん？　音無さんが手にしたのは、真っ黒くて丸い物体。手のひらにちょこんと載る程度の大きさの物。

　これ、おにぎりですか？　ちょっと大きいチョコボールとかじゃないよね？

「はい」

「あ、ありがとう…………うわ！」

　なにこれ!?　重っ！

　見た目以上の質量が。

　え？　なんで？　おにぎりだよね？　炊たいたお米を丸くにぎっただけだよね？

「なに、これ」

「おにぎり」

　そんなに食い気味で即答するほど、その回答に自信があるの音無さん。

　いやいやいや。なんか硬いよ？　お米の硬さじゃないよこれ。

「芹せり沢ざわさん…………どうやって作ったんですか、これ」

「おにぎりって、作るのに結構力いりますよね」

　……果たしてそうだろうか。

　力なんてたいしていらないと思うんだけど。それとも、僕の頭の中にあるおにぎりと、芹沢さんの頭の中にあるおにぎりは別物なんだろうか。

「にぎるたびに小さくなるから、どんどんお米を足していったら、そうなってしまって」

　この小さな球体の中に、お米がぎゅうぎゅうに詰まってるのか。カッチカチになるくらいにぎったのか。

「え、えっと…………あ、お茶もらっていいですか？」

　このままではとても食べられない。だって、硬いんだもん。

　芹沢さんは水筒も持ってきていたので、それをいただく。お茶漬づけみたいにしちゃえば、やわらかくなるんじゃない？

　水筒の蓋ふたにおにぎりを入れて、そこにお茶を注ぐ。

　……………………。

　うん、崩くずれないね。ちょっとこのまま置いておくか。お米が水分を吸ってふくらんでくれば崩れるだろう。

「芹沢さん！　わたしももらっていいですか？」

「こ、幸こ春はるもいいのですか？」

　愛あ好こ、霜しも月つきさん…………ちょ、ちょっと待とうか。

　なんか、嫌いやな感じがするよ？

「愛好さま、幸春さま、少々お待ちください」

　僕が言う前に、しぐれさんが二人を止めてくれた。

「お二人にお願いしたいことがありますので、付いてきてくださいますか？」

「はい、いいですけど…………。じゃあ、ちょっとだけつまんでから」

「いえ！　できればいますぐお願いいたしますわ！　緊きん急きゆうの用事がございますの！」

　おお、めずらしく、しぐれさんが大きな声を。

　突然のお願いに不思議な顔をする愛好と霜月さんだったが、相手がしぐれさんということもあり、素直に付いていくことにしたようだ。

　あれ、気づいたら嘉か保ほうさんもいなくなってるぞ。いつの間に席を外したんだろうか。

　もう分かったよ。

　みんなの態度を見ていて、確信したよ。

　そうか、そういうことだったのか。

　…………この弁当、やばいぜ。

　そういうことなんだな、うん。

　冷や汗が出てきたもん。体が生命の危機を訴えてきてるもん。

　ん？

　おい、誰だれだよ。ここにサッカーボール持ってきたやつは…………。

　って、これさっきのおにぎりだ！

　お米がふくらんですごい大きさの球になってる！　ノリがいい感じに破れてて、サッカーボールみたいになってる！

　せ、芹せり沢ざわさん…………。

「皆さんどうしたんでしょうね」

　どうもこうもないですよ。

「良りよう人とくん、どんどん食べていいんだからね」

「い、いや…………」

「あんた、さっきから全然食べてないじゃん。あ、これなんかいいんじゃない？」

　ウインナーらしき物を音おと無なしさんに差しだされた。

　ちょ、音無さん、分かってるんでしょ。この弁当が危険物だってこと、分かっててそういうこと言ってるんでしょ！

「ちょ…………食欲なくなってきたかなーって」

「いいからさっさと食べなさいよ」

　さきほどとはうって変わって楽しそうな表情の音無さんが、僕をせかす。

　た、食べるしかないのか…………。

　なんだよこの恐怖。ランチタイム・オブ・ザ・デッド。Ｂ級ホラー映画見てるみたい。

　差しだされた弁当箱。その端はしに転がっていたウインナー的な物をつまようじで突き刺すと、緑色の液体がぴゅっと飛びだした。

　食べられる物なんだよね？　ほうれん草入りとか、そういう物だよね？

　さすがに一気に口に放り込む勇気はない。飛びだしてきた緑の液体を、ちょこっとだけ舐なめてみた。

　な、なにこれ!?　い、痛っ！

　しみる！　歯が、歯が痛いよ!?

　この感覚、どこかで味わったことがあるような…………。

　あ、そうだ、あれだ！

　冬の朝の歯は磨みがきだ！　冷たい水で口の中をすすいだときの痛み。

　食べると知覚過か敏びんになる食い物ってなんだよ！

　よかった、一気に食べなくてよかった。っていうか、ちょっと舐めただけでこの刺激。確実に毒でしょ。人が食べてはいけない物でしょ。

「あれ、あんたどうしたの？　そんな緑色の顔をして」

　────っ!?

「まあいいや」

「ちょっと待って。よくない。音おと無なしさん、全然よくないよ」

　緑色？　顔色が悪いとか、青い顔とかなら分かるけど、緑色!?

　うわ、やべ。頭がぐるんぐるんして、気持ち悪くなってきた。

　両手を床についてうなだれる。動どう悸きが激しい。呼吸が荒くなる。

「大だい丈じよう夫ぶ!?　良りよう人とくん！」

　芹せり沢ざわさん…………なにを入れたんですか。絶対に毒物入ってるでしょ。

「ちょっと私、なにか冷たい飲み物買ってくるわね！」

「あ、待って芹沢さん！　行くならあたしが！」

「いいから、私が行ってくるから。まどかは良人くんをお願いね？」

「お願いって…………」

「じゃ、行ってくるわね」

　いそいそと席を立つ芹沢さん。

　昨日の夜もそうだったけど、なんだかあの人、僕と音無さんをくっつけようとしてませんか？

　芹沢さんがそういう態度をとると、とたんに音無さんの機嫌が悪くなるから勘かん弁べんしてほしいんだけど。

「ちっ」

　ほら、音無さんが僕を睨にらむ。

「だから言ったじゃない。食べるの？　って」

「だったら食べる前に言えよ…………芹沢さんは料理が下へ手ただって」

「本人の前で言ったら芹沢さんに悪いじゃない」

　いや、あれは誰だれかが言ってやらないと。ちょっとした兵器レベルだぞ。

「まったく、ガラにもなくお弁当なんか作って張り切っちゃって」

　と、音無さんはさりげなく弁当箱に蓋ふたをした。

「あ、そっか。昨日の帰りに芹沢さんがおかしなこと言ってたのも、今日のことがあったからなんだ」

　あー、まあ、そうかもしれないね。たぶん、恋くらい経験しとけってのは本心だろうけど、きっかけは僕の提案からだったのかもしれない。

「変に企たくらんだりしないで、素直に誘さそってくれればよかったのに」

「普通に誘ったら、音無さん今日来てくれた？」

「…………まあ、それはそれとして」

　うわ、断りそう。絶対「なんであたしがそんなのに参加しなくちゃいけないのよ！」って言って断るでしょ。

「あたしの誕生日プレゼントのためっていうんなら、来たわよ」

「そっか」

「そうよ」

　そっかあ。そうだよなあ。

　さすがにそこまで冷たい人間じゃあないよなあ。

「実はさ、もうひとつ目的があったんだよね」

「もうひとつ？」

「そ、もうひとつ。ほら、今け朝ささ、みんなの前で僕のこと殴なぐりそうになったでしょ」

「う…………あれは失敗だったわ」

「いや、殴ってくれればよかったのに」

「は？　なに、あんたマジでそっちに目覚めたの？」

「ちげーよ！　そういうことじゃなくて！　みんなの前でも、もっと普通にしてればいいのにって思って」

「ああ、そういうこと。びっくりした」

　あの、マジで引くのやめてもらっていいですかね。

「そういうことなら、前にも言ったでしょ？　気を遣つかわなくていいって。いまのスタイルが、あたしにとっての普通なんだから」

　たぶん、僕が素直に、自分を作ったりなんかせずにリラックスして話ができる相手を作ってあげたかったって言っても、音おと無なしさんはまた強がるんだろうな。そんなことないって、これが普通なんだって、言うんだろうな。

　じゃあ、ちょっと言いかたを変えて伝えてみようか。

「うん、だからさ。僕が嫌いやだったんだ。本当の音無まどかの魅み力りよくを、みんな分かってないんだもん」

　すっげー自分勝手だけど、まあいいんじゃない？　プレゼントなんてそういうものなんだって愛あ好こも言ってたし。

　きっとさ、音無さん本人も気づいていないんだよ。

　アイドルを意識するあまりに隠してしまう、本当の音無まどかの魅力を。

「わざわざアイドルを演じなくたって、みんな音無さんのこと好きになると思うよ」

「…………あんたはどうなのよ」

「え、僕？」

「朝言ってたじゃない、あたしのことがどうとか…………」

　みんなの前で思いっきり告白したようなもんだからね。いやー、恥ずかしかった。思い返しただけで、頰ほおが熱くなる。

　すると、僕の恥ずかしさが移ったのか、はたまた朝の僕の言葉を思いだしたからなのか、音おと無なしさんの頰もちょっと赤くなっていた。

　おいおい、そんな顔されたら照れちゃうじゃないか。

「あれはさ！　なんていうか、まあ、僕は音無さんのファンだから、やっぱりいつも元気でいてほしいっていう個人的な願望も込めてというか…………」

　僕は役者じゃないし、作家じゃないから。

　噓うその言葉なんて口にできない。

「僕は、一人の女の子としての音無さんを知ってるし、陰で努力して、必死にみんなの望むアイドルを演じる音無さんを知ってる。だから、僕はそういうところもひっくるめて音無さんのことを────」

　思わず言葉を吞のんだ。なにを勢いに流されて口走ってんだよ。

　顔をあげた音無さんの瞳ひとみが僕を捉とらえる。

　そして、僕の次の言葉をせかすように。

「ファンとして、なの？」

「え？　あ、えっと…………」

「あ、あくまで！　芹せり沢ざわさんに言われたから……演技の幅を広げるために、なんだけど。その……こんなこと頼めるの、あたしの周りにあんたぐらいしかいないし……もし、あんたが声優としての音無まどかじゃなく、素すのままのあたしを…………す、好きになってくれるなら」

　音無さん、なにを言ってるんだ。

　これじゃあ、まるで…………。

　いや、まさか！　まさかね！　ははは！

「そ、それって、どういう…………」

「バカ。言わなくても分かるでしょ」

「「………………………………」」

　やべ、こういうときって、なにをしゃべったらいいんだろ。

　なんて言ったらいいんだろ。

　二人とも見つめ合ったまま固まって。

　なにを口にすればいいのかも分からず。

　どんどん頭の中が真っ白になっていって。

　最後に残った、一番素直な言葉だけが、口からこぼれそうになって────。

『やあやあ、まどか！』

「うわ！」

「きゃっ」

　突然頭の中に響ひびく声。

「源げん太たさん！」

「お父さん!?　なんでここに！」

　いつの間にか、弁当箱の横にあのタコが。

　濃い眉まゆを寄せて、僕と音おと無なしさんを見比べている。

『うん？　どうした？』

「い、いや！　どうもしないから！　ね、素人しろうと！」

「そ、そうだね！　ははは。なんでもないっすよ！」

『おかしなやつらだな』

　一番おかしいのはおまえの存在だっつーの！

「え、えっと！　じゃあ僕、なんか飲み物と食べ物買ってくるから！」

「そそそそそうね！　じゃあ、あたし荷物番してるから！　あたしのもお願い！」

「分かった、ちょっと行ってくる」

　よし逃げるぞ！

　一いつ旦たんこの場から離れて、空気を変えるんだ！




　近くのコンビニで飲み物とパンを購入。音無さんの分も。

　なにがいいか分からなかったから、とりあえず甘いのとしょっぱいの両方買っておいた。余ったら余ったでいいや。

『おい』

「あれ、源太さん付いてきちゃったんですか？　ダメじゃないですか、ちゃんとご主人さまのところにいないと」

『おぬしはわしをなんだと思ってるんだ…………』

　いつの間に肩に乗ったんだろ。慌あわてて飛びだしてきたから気づかなかったな。

「なんなのか分からないんで、そろそろ正体を教えてもらっていいですか？」

『それはそうと、なかなか上う手まくやったみたいじゃないか』

　やっぱり話題を変えられた。まあいいや。

「はい？　なにがですか？」

『まったく、わしがあのタイミングで出なかったらどうなっていたか』

　ちょっと待て。おいおい、聞き捨てならないことを言うじゃあないか。

「タイミング見計らってたんですか!?　っていうか、ずっと見てたってことですか!?」

『まあ…………なんだ。その話は置いておいて、まどかに代わって礼だけは言っておこうかと思ってな』

　置いておくのかよ。

「いや、お礼をされるようなことなんて僕は…………」

　まだ優勝できるか分からないしね。

　体育館の中へと戻る。

　みんな帰ってきてるみたいだ。

　音おと無なしさんを中心に、楽しそうに昼飯をとっているみんなを遠くから眺ながめる。

　お、流りゆう星せいさんも復活したみたい。よかったよかった。

『楽しそうだな』

「…………そうですね」

　プロの声優さんが三人もいるせいか、あの一角だけ妙ににぎやかだ。やっぱり普通の人より声が通るのかね。

『良いプレゼントを選んだな』

「そうですかね？」

『ああ』

「なかなか、難しいみたいですけどね」

　ほんの一いつ瞬しゆんだけ、みんなの前で素すを出した音無さんだけど、いまはどうなんだろうか。

　楽しそうにはしているけど。

　そう見えているだけなのだろうか。

『そう簡単にはいかんだろうさ。長年あのスタイルでやってきたんだ。急には変えられんよ』

「それも、そうですね」

『常つね村むらよ、すでに充分な贈おくり物をもらってはいるが、願わくば優勝してくれ』

「…………はい、がんばります」

　きっと、これはきっかけ。

　大事なのは、これから先の未来。

　音無さんはすでにみんなから好かれている。問題は、音無さんのほうから歩み寄れるかってこと。

　その未来をより近いものにするために、優勝したい。気の置けない仲間たちと遊びに行って、さらにみんなと仲良くなってもらいたい。

　さて、僕も遠くから眺めているだけじゃなく、あの輪の中に入れてもらおうかな。

　そう思っていると、肩のほうから鼻をすするような音が聞こえてきた。

『まどかも、もう十七か』

　源げん太たさんは八本ある足の内の一本を目元へと持っていく。

　おいおい、どうしたんだよ急に。

『こうして……ううっ。まどかが十七になるのを見届けることができるなんてな…………ぐす』

「源げん太たさん…………」

　親バカだなあ、源太さんは。

　でも、まあ、いまだけはいいよ。

『もう、わしはいらんのかもしれんな』

　ん？

『わしがいなくても、まどかの周りにはまどかのことを想おもう人がいっぱいおる』

　いま、なんて？

『うはは。こんなおっさんの泣き顔をさらし続けるのはさすがに恥ずかしい。わしは行くよ。じゃあな』

　いやいや、おい。

　行くってどこにだよ。

　ちょ、ちょっと待てって。

「あの！」

　僕が声を出したときには、タコは動かなくなっていた。

　…………なんだよそれ。

　そんなあっさりいなくなっちゃうのかよ。

　僕はまだなんにも聞いてないんだぞ。

　あんたの正体とか、あんたの話とか、音おと無なしさんの小さい頃ころの話とか、聞きたいこと実はいっぱいあったんだぞ。

　突然大きな声を出した僕に、周りの人からの視線が刺さる。

　愛あい想そ笑いでお茶を濁にごしてから、もう一度肩の上を見る。

　ダメだ、本当に動かない。

　もうなにも言わない。

　まったく、いつもいつも突然すぎるんだよ。いなくなっちゃうなら、せめてさ、音無さんになにか言ってからにしろよ。

　自分が満足しちゃったからって、そんなにあっさり…………。

　願わくば優勝してくれ、か。

　分かりました。

　絶対に勝ちますよ、源太さん。




　ついにきたな。

　決勝の舞台に。

　スポーツマンシップなんてどこ吹く風で勝ち進んできた僕たち。だが、卑ひ怯きようなんて言葉は弱者の遠とお吠ぼえにすぎない。重要なのは、勝つってことなのだ。

　いざ試合を前にすると、やはり気合いが入る。

　盛大な歓声を背にした僕たちには、もう戻る道などない。

　振り返ることは恥だ。

　前を見て突き進むことこそ唯ゆい一いつの道であり、歩みを止めることは死を意味する。

　決勝の相手であるチーム『音おと無なしまどか応援団』のメンバーには、古ふる里さと学園の先せん輩ぱいも含まれている。

　だが、相手にとって不足はない。

　先輩とか後輩だとかは関係ない。むしろ、全力をもって潰つぶし合うことこそ敬意。

「おし、集まれ」

　高たか見み沢ざわの声で、肩を組み、円陣を組む。

　仲間たちとさらなる結束を強めるために。

「恐れは捨てろ。恐怖は敵だ！」

　負ければすべてを失う。勝てばすべてを手に入れる。

　真に恐れるのは、敗北のみ。

「驕おごりは捨てろ。油断は敵だ！」

　油断など許されるわけがない。

　ここは決勝。勝敗を決する地なのだ。

「情は捨てろ。目の前のやつらはすべて敵だ!!」

　戦いくさは常に非情。

　倒すべき相手に持つ感情などない。

「いくぞ!!」

『おうッ!!』

　吼ほえる。

　気合いが入る。

　力がみなぎる。

「整列してください」

　審判の号令で、両チームが並ぶ。

　誰だれもが目の前に立った敵を睨にらみつけ、さらに闘とう志しを奮い立たせる。

「おまえが常つね村むらか」

　ふいに、目の前に立つ男に話しかけられた。

「嬉うれしいよ。自らの手でおまえたちを倒せるなんてな」

　鋭い眼光の男が睨みつけてくる。

　真っ向から受け止めて睨み返していると、隣となりにいた天あま池ちが僕に耳打ちをしてきた。

「常村、やつはサッカー部キャプテンの不ふ破わ。このチームのリーダーで、要注意人物だ。大の音おと無なしまどかファンで、サッカー部でも有名らしい。なんでも、部室のロッカーに写真を貼はっているとか」

　なるほどね。それでこんなにも敵意を剝むきだしにしてるってわけだ。

「常つね村むら……いや、おまえたちに優勝はやらん。絶対にだ」

　審判の合図で目の前に立つ男と握手を交わす。

　痛いほどに力の込められたその拳こぶしには魂たましいが込められている。

　互いの熱がぶつかり合って、チリチリと肌はだが焼かれる感じがする。

　握手を終えると、それぞれ散らばって準備を始める。

　すると、流りゆう星せいさんの声が聞こえてきた。

「ついに決勝戦を迎えたこのスポーツ大会。舞台を再び体育館へと戻し、最後の戦いは、男女ペアになって走る障害物競走となっております！」

　血を流しすぎた────と言うとちょっとかっこ良すぎるか。現実は鼻血を出しすぎた流星さん。決勝戦はドクターストップになっていた。

　なので、しぐれさんと共に実況解説役だ。

「各チーム三組ずつ、計六組で様々な障害物をクリアしながらゴールを目指していただきます。一位に五ポイント、二位と三位に三ポイント、四位と五位に一ポイント、六位にゼロポイントが与えられます。全組がゴールした段階で獲かく得とくポイントが多かったチームの優勝となりますわ」

　うちのチームからは、高たか見み沢ざわと愛あ好こ。高見沢は勉強はできないけど運動はばっちりタイプだし、愛好もたしかそこそこ運動できたはず。

　次に、天あま池ちと霜しも月つきさん。天池は運動はダメだ。運動音おん痴ちだ。略して運うん痴ちだ。霜月さんは……どうなんだろう。あんまり霜月さんが俊しゆん敏びんに動いているところを想像できないけども。

　最後に僕。そして、横にいるのは、音無さんだ。

　男女の組み合わせはあみだくじで決めたわけなんだけど、この結果どうよ。嬉うれしいんだけど、ちょっと気まずいんだよね。なんかさ、昼休みのときのこと引きずっちゃってて。

　スタートラインに立って、屈くつ伸しんをする。普段運動をしないせいか、膝ひざがパキポキ鳴ってちょっと恥ずかしい。

「各ペアは約一メートルの長さのロープで、足と足を繫つないでもらうよ」

「二に人にん三さん脚きやくほど密着はしておりませんが、移動範囲がかなり限定されていますので、ペアになった者同士のコンビネーションが大事になってきますわね」

　流星さん、ずいぶんマジメに実況してるな。準決勝のときのことがあったからかな。しぐれさんか芹せり沢ざわさんに怒られたのかもしれない。

「さあ、各ペア準備はいいかな？」

「コースに設置された障害に関しては、順次説明をしていきますわね」

　もちろん、僕らには障害の内容は知らされていない。ただ、スタートラインに立ってコースの先を見ると、色々な物が設置されていて、ちょっと緊きん張ちようする。

　でも、いい緊張感だ。これに勝てば優勝。そう思うと、気合いが入る。

　みんなが横一列になって並ぶ。

　すぐ横にいる音おと無なしさんに、僕はコースの先を見ながら声をかける。

「絶対優勝するから」

「う、うん…………」

　なにがなんでも優勝するんだ。そして、みんなで遊びに行くんだ。

　思いっきり楽しんでやるんだ。

「では、決勝戦を始めようか。しぐれ、頼んだよ」

「承うけたまわりました。それでは、位置について……ようい、ドン！」

　いよっしゃあ、行くぞ！

　とはいえ、全力では走れない。僕の足と音無さんの足がロープで繫つながっているのだ。その距離は約一メートル。大おお股またで走ることはできないし、スピードをある程度合わせないと引っ張られて転んでしまう。

　どのペアもあまりスピードを出せず、スタートからほぼ横並びのまま、まずは第一の障害へとやってきた。

　目の前には平均台。

　お約束だね。

　と思っていたら、ここで流りゆう星せいさんとしぐれさんの実況と解説が体育館に響ひびく。

「第一の障害は平均台だ！」

「ですが、もちろんただの平均台ではありませんわ。お邪じや魔ま係の皆さま、よろしくお願いいたします」

　平均台に足をかけたところで、前方からガラガラと音を立てて大きなマシンが登場。

「現れたのは、なんとバレーボールマシーンだ！　襲おそい来るバレーボールに耐えながら平均台を渡る、というのが第一の障害だ！」

　バレーボールマシンって普通、市立の体育館とかにあるのかな？

「うおっ！」

　目の前をバレーボールが通り過ぎた！

　え？　これ時速何キロで射出してるの？　勢いつけすぎじゃね!?

　バレーボールマシンを操作する人たちを見ると、なんだか楽しそう。いや、あれは絶対に楽しんでるだろ。

「ちょっと！　これ普通に恐こわいんだけど！」

　音無さんが後ずさる。

　横を見ると、他ほかのペアもたたらを踏ふんでいる。

　そりゃそうだ。これ、当たったら結構痛いよ？　顔面に当たろうもんなら…………。

　でも、横にいる音おと無なしさんをチラリと見て、僕は決意。

　こんなところで戸と惑まどっている余裕はない。

「…………よし、行くよ」

　平均台に乗る。僕が進むと、音無さんも進むしかない。

「う、うん…………」

　怯おびえながらも付いてきてくれた。

　平均台にペアでそろって乗ったのは僕たちが最初だったらしく、案の定かっこうの的に。もう、ものすごい勢いでボールがびゅんびゅん飛んでくるわけだ。

「ひいっ」

　音無さんの悲鳴が聞こえる。

　ボールが僕たちに向けて、まっすぐ飛んできている。

　このままだと、僕か音無さんに確実に当たるだろう。

　でも、そんなことはさせない。

「大だい丈じよう夫ぶ、僕が守るから」

「へ？」

　避よけるのではなく、両腕を広げる。

　あえて、ボールに当たる。

　僕が当たれば、音無さんには当たらないんだ。

「いてっ！」

　かっこつけといてなんだが、思わず漏もれてしまう声は勘かん弁べんしていただきたい。痛いものは痛いんだい！

　でも、作戦は成功だ。

　怯えているから、ボールを避けようとするからバランスを崩くずすんだ。自分から当たりに行く勢いで、きちんと重心をとって進めばなんの問題もない。

　と、顔をあげたら────。

「うわ！　ぶぅっ!!」

　顔面直撃。

　しまった、これはさすがに、足もとが！

　ぐらりと揺ゆれる体。やばい、落ちたらまた最初からだ。

　他ほかのペアに遅れをとるのはもちろんのこと、またこの痛いのを最初からやるのは嫌いやだ！

　そう思いながらも、一度崩れたバランスを立て直すのは難しい。

　これはまずいかも。

　その瞬しゆん間かん、僕の体は温かくて柔らかい物に包まれる。

　ふらふらしていた体もなんとか持ち直すことに成功。

「一人でかっこつけてんじゃないわよ、バカ」

「あ、ありがと」

「ほら、支えててあげるから、さっさとクリアするわよ」

「よっしゃ」

　これぞ女神の抱ほう擁よう。バランスを崩くずすどころか、体中の神経が抱だきしめられた背中に回っているために、前方から襲おそい来るボールの痛みなんてまったく感じなくなってしまった。

「あらあら、早くも仲むつまじいペアが生まれていますわね」

「……………………」

「お兄さま？　なにかしゃべらなくては」

「う、うむ…………。第一の障害を一番にクリアしたのは、チーム『ＳＭ結けつ社しや』のまどかクンと、えっと────」

「常つね村むら良りよう人とさまですわ」

「常村のペアだ！」

　いい加減に僕の名前を覚えろってツッコミは、いまは見逃しておいてやる。

　しぐれさんと流りゆう星せいさんの実況を聴ききながらも、僕と音おと無なしさんは次の障害へと到達した。

　目の前には、大きなトランポリン。
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「第二の障害は、トランポリンだ！」

「トランポリンの上方、天井から吊つり下げられた紙をご覧らんいただけますでしょうか。二人には、息を合わせてジャンプして、紙をゲットしていただきますわ」

「紙には、とある番号が書かれている。トランポリンの先を見てもらえば分かると思うが、一から六まで番号の書かれた個室が用意されているよね。ここで、手に入れた番号と同じ個室に入ってもらうから、がんばってゲットしてくれたまえ！」

　そういうことか。よし、じゃあ行くぞ。

「あれ？　音おと無なしさん、顔赤いけどどうしたの？　あ、もしかしてボール当たった？」

「あ、当たってないわよ！　べつに、なんでもないから、早く行くわよ」

「う、うん」

　どうしたんだろう。まあ、平気そうだしいいか。

　トランポリンに乗る。

　むむ、これ、足を繫つながれた状態でジャンプするの結構難しいぞ。

　音無さんと向かい合って、跳はねる。何回か跳ねてタイミングを合わせる。

「次、行くよ」

「おっけ！」

　完かん璧ぺきにタイミングが合ったところで、吊るされた紙に向かって大ジャンプ！

　…………を、しすぎた！

　紙はなんとか握ったけど、僕が跳とびすぎた。

　僕の左足と、音無さんの右足を繫いだロープがピンピンに張り、お互いがお互いを引っ張り合って空中で体勢を崩くずす。

　やばい、変な体勢で落ちる！

「うわあああああああ」

「きゃあああああああ」

　ぼよん、と足ではなく体で跳ねた。

　ぽよん、と柔らかい感触が僕の顔を覆おおった。

　そのまま、何度か跳ねた。トランポリンが収まるまで、ぼよんぼよん、で、ぽよんぽよんだった。

　気づいたときには、僕の腕の中には音無さん。

　音無さんって、こんなに小さかったっけ。いや、いままで僕が顔を突っ込んでた場所のことじゃなくって。

　なんかこう、イベントのときとか、ラジオのときとかは、音無さんにはもっと大きい人っていうイメージを持ってたんだけど。

　いま、こうして僕の腕の中にすっぽりとおさまる音無さんを見下ろしていると、ドキがむねむね……じゃなくて、胸がむらむら……でもなくて、胸がドキドキしてくるじゃあないか。

「えっと…………ごめんなさい」

　でも、僕は知っている。良いことの後には、悪いことがあるのだ。

　気持ちのいいことの後には、痛いことが待っているのだ。

　僕は音おと無なしさんの胸へと顔を突っ込んだ。だから、僕はいまから殴なぐられると。そういうことだ。

　だから、という接続詞の使いかたを間違っている気もするが、僕と音無さんの間ではこれが正解なのである。

「……………………」

　あれ？　僕はとっくに覚悟を決めているのに、音無さんの鉄てつ拳けんは飛んでこない。

「なに謝ってんのよ。いまのは不可抗力じゃない」

　いやいや、これまで過去何度と音無さんとのあれこれがあったけど、全部不可抗力だったじゃない。だけど僕、問答無用で殴られてたじゃない。

「いや、でも…………」

「いいって言ってんでしょ！　ほら、早くしないと抜かされちゃう」

「う、うん」

　慌あわてて音無さんの上からどく。

　すると、音無さんはなにやら胸に手を当てて、深呼吸しているようだった。やっぱり嫌いやだったのかな。

　そりゃそうだよね。男に顔を突っ込まれて嬉うれしい人なんていないよね。顔を真まっ赤かにするくらい怒ってるみたいだし。ごめん、音無さん。不可抗力とはいえ、なんだか失礼なことしちゃってごめんなさい！

　音無さんはいいって言ってたけど、心の中で謝っておこう。

「何番？」

「へ？　あ、えっとね…………」

　握りしめた紙を開くと、三の文字が。

　さきほど指示された通り、僕と音無さんはカーテンの掛かった三番の個室の前へとやってきた。

　勢いよくカーテンを開けたところにあったのは────。

「第三の障害…………というか、これはレースを盛り上げるための余興だね」

「そうですわね。この個室はフィッティングルーム。つまり、これから男性の皆さまには仮装をしていただきますわ」

　仮装だって!?　コスプレならさっきやったじゃん！

「準決勝のあとに、女性の皆さまからクレームが出てね。自分たちだけコスプレするのはおかしいと」

「急きゆう遽きよ、追加することになった障害ですわね」

　誰だれだよ、クレームなんてつけたの。音おと無なしさんじゃないだろうな！

　まあ、いいか。着替えるだけでいいんでしょ？　簡単じゃない。時間がもったいないし、さっさと着替えて…………ん？

「え？　…………これなの？　男性用と女性用を間違えてない？」

　戸と惑まどう僕の背中を押したのは音無さん。

　二人で個室の中に入ると、カーテンを閉められた。

「ほら、早く着替えて」

「いや、ちょっと待って。これおかしくない？」

　薄暗くなった個室に、外から実況の声が聞こえてくる。

「急には衣装を集められなくてね。準決勝のときのあまりを使用しているよ」

　つまりそれって女性用ってことだよね!?

　これ着なくちゃいけないの!?

「しょうがないでしょ、三番を引いたのはあんたなんだから。ほら、早くしなさい」

「ちょ、ちょっと待って音無さん！　脱がさないで！」

「大だい丈じよう夫ぶよ、外から見えてないから。ほら、これ上からかぶれば着られるから」

「い、いやああああああああああ」

　すぽんすぽんと音無さんにシャツを脱がされ、その上からすっぽりと僕に与えられた衣装を着せられる。

　そして、薄暗い中で僕を見ながら音無さんは腕を組む。

「うーん、この服にジャージは合わないわね。脱ぎなさい」

「いや、これだけは！　お願いだから！　っていうか、足繫つながってるから下は脱げないじゃん」

「ここで補足説明だ！　フィッティングルームの中ではロープをほどいてもいいことになっているぞ」

　なんてタイミングの悪い補足なんだ。流りゆう星せいさん、こっちの状況見てたんじゃないだろうな。

「ほら、脱いで」

「うわあ！　ちょ、そんな勢いよく脱がしたら下の物までずり落ちちゃう」

「大丈夫、暗くて見えないから」

「どんだけ鳥目なんだよ！　そんなに暗くないし！」

　文句を言いながらも、本当にずり下げられたらたまらないので、結局は自分でジャージを脱ぐことに。

　着替えが終わったところで、カーテンが勢いよく開けられた。

「さあ、着替えを終えたペアが出てきたぞ！　こ、これは！」

「あらあら、まあまあ」

　やめてくれ。できれば見ないでくれ。

「ぷっ、くくく。こ、これは…………ナース、いや看護師か。いやしかし…………。このピンク色でミニスカートな看護師はどうだろうか。社会的には看護師と言わなければいけないところだが、あえてここではナースと言ったほうがいいんじゃなかろうか」

「良りよう人とさま、かわいいですわ！　くすくす」

　恥だ。末代までの恥だ。

　なんなんだよこのピンク色で超ミニスカのナース服は。エロゲか風俗じゃないか。

　こんなことならパンツ一丁で走ったほうがマシだって。

　だいたいこれって、市のスポーツ大会なんだろ？

　基本的には、市民の皆さんが参加してるんだろ？

　しかも、ケーブルテレビで放送するんでしょ？

　もう僕、町内の笑われ者じゃないか…………。

　いまからでも遅くない、全部脱いでしまおうかと思っていた矢先に、目映まばゆいフラッシュが僕を襲おそう！

「…………神」

「ちょっ！　嘉か保ほうさん、撮らないで！」

「…………いい」

「良くない！　ああっ、ローアングルはやめて！」

　なんでだろう。下着は当然、普通の男モノのパンツだ。普段なら、べつに見えたってまったく構わないんだけど。

　なのに、構わないはずなのに、スカートをはいてるとなんだか恥ずかしい！

　ただでさえすっごい短いんだぞ、かがんだだけで見えちゃうんだぞ。

　それを下から撮るなんて！

「あっははは！　よく似合っているよ、常つね村むら」

　く、くそう。笑いすぎだろ、流りゆう星せいさん。さっきからちょっと僕と音おと無なしさんがくっついているからって、ここぞとばかりに笑いやがって。

「こほん。お兄さま、実況ですわよ」

「お、おっと、そうだった」

　しぐれさんに注意された流星さんが、いまの順位を叫ぶ。

　どうやら、トランポリンでの失敗だったり、着替えに手間取ったりしたせいで僕と音無さんのペアは現在三位にまで落ちてしまっているらしい。

「急ぐわよ！」

「あーもう！　しょうがないな」

　うだうだしている時間はないみたいだ。

　走りながら次の障害の説明を聞く。なるべく小走りで、スカートの裾すそを押さえながらだ。ああ、情けなや。

「次はいよいよ最後の障害だ」

「最後の障害は、クイズとなっております。出題される問題に、せーのでお答えくださいませ。ペアのお二人の答えが一致すれば、クリアとなりますわ」

　答えが一致すれば、か。

　ということは、ペアのどちらかが相手の言いそうな答えに合わせればいいってことだな。

　出題者の前に到着する。

　この段階で、四組のペアが横並び状態になっていた。

　チーム『音おと無なしまどか応援団』が不ふ破わのペアを含む二組。

　我らがチーム『ＳＭ結けつ社しや』は、僕と音無さんのペア、愛あ好こと高たか見み沢ざわのペアの二組。って、なんだよ高見沢、その婦警さんの格好は。マジ、キモいぞ。

　っと、吐き気をもよおしている場合ではないな。

　ここを一番に抜ければ、トップでのゴールも見えて来る。

　さらに、この障害は僕と音無さんのペアに相性がいい。

　なぜならば。

「音無さん、僕が音無さんの答えに合わせるから！」

「え、大だい丈じよう夫ぶ？」

「もちろん！　音無さんのことなら全部分かってるからね！」

「……………………っ」

　おや、僕に顔を隠すようにうつむいてしまった。疲れて息が切れてるのかな。相手のペースに合わせて走るって疲れるもんな。歩幅とかも調節して走らないといけないし。

「では、問題です」

　お、来るぞ。

　音無さんが言いそうな答えを出すんだ。

「人が生きていく上で、必要な物といえば？」

　ふむふむ、音無さんだったら…………。

「「せーの」」

「愛！」「金！」

「ちょっと待ちなさい！　なんであたしに合わせようとしてその答えが出るわけ!?」

　間違えた──────っ！

　素すの音無さんが考えそうな答えにしてしまった。

　そうかそうか、アイドルの音無さんの答えね。

「次の問題です」

　ようし、次は間違えないぞ。

　他ほかのペアもまだクリアできていないようだし、まだまだチャンスはある！

「ペットにしたい動物は？」

　あ、これなら分かるぞ。この前、なんかの雑誌のインタビューでポメラニアン飼いたいって答えてた。

「「せーの」」

「猫ねこ！」「犬！」

「なんでだよ！　ポメ飼いたいって言ってたじゃん！」

「あ、あれ？　そうだっけ？　いやあ最近、誕生日企画とかでインタビュー多くてさ」

　自分の設定忘れんなよ！

　ああ、また間違えた。

「次の問題です」

　やばい、そろそろ正解しないと。さすがに他のペアも正解してくるぞ。

「好きな食べ物といえば？」

　キタ！　これは絶対に間違えない！

「「せーの」」

　顔を見合わせて、息を吸う。

「「グミ！」」

「正解!!」

　よっしゃあ。

　これ間違えたら音おと無なしまどかファンとして失格だもんね。

　横を見ると、他のペアはまだクリアできていないらしい。

　ここに来て一気にトップへ抜きでたぞ。

　よし、あとちょっとだ。

　残るはこの直線を走り抜けるだけだ。

　視界良好いざゆかん、と数歩進んだところで、左足のロープがくいっと引っ張られた。

　振り返ると、足を押さえながらうずくまる音無さんが。

「音無さん？」

「ご、ごめん。ちょっと痛くて」

　え、痛いって。

「トランポリンのときかも。ちょっと捻ひねったみたい」

　ああ、変な風に落ちたもんな。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「平気平気、ちょっと待って…………」

　立ち上がろうとするも、そこに力は入っていない。

「いままでは走れたんだもん。あとちょっとなんだもん。これくらい、大だい丈じよう…………」

　顔をゆがめる音おと無なしさん。

　後ろからは、最後の障害をクリアした、チーム『音無まどか応援団』の不ふ破わが。

　そのさらに後ろには愛あ好こと高たか見み沢ざわ。

　ここで僕たちが止まってしまったら、不破のペアが一位を取ってしまうだろう。

　逆に、もしここで僕たちががんばって一位を取れば、二位を不破のペアに取られたとしても、愛好と高見沢のペアが三位を取ってくれるだろう。

　一位の五ポイントと三位の三ポイントを合わせれば八ポイントとなる。つまり、相手チームの逆転は不可能。

　僕たちの勝利となるのだ。

　だったら、やることは決まっている。

「よし、行こう」

「え、ちょっ」

　僕は音無さんの体の下に腕を差し込み、力を入れて立ち上がる。抵抗されるかな、と思ったけどそんなことはなかった。

　体育館のスピーカーを通して、流りゆう星せいさんとしぐれさんの声が聞こえる。

「ふうん」

「あらあら、うらやましいですわ。わたくしも参加すれば良かったです」

　たはは。音無さんをお姫さま抱だっこするの、二回目だね。

　音無さんは頰ほおを染めながら僕を見上げている。僕だって恥ずかしいんだ。そんな目で見上げないでくれ。

　あーそっか、音無さんは、前回のことを覚えてないんだもんな。

　嘉か保ほうさんの撮った写真を見て、後から知ったんだもんな。

「やはり、お姫さま抱っこは女の子の憧あこがれですわ。ね、お兄さま」

「ふっ、ボクがやればもっと絵になっていたのにね」

　それはどうもすいませんでした！

　しかも、こちとらこんな格好なもんでね！

　周囲からは、超ミニスカピンクナースの男の娘こが、お姫さま抱っこをしながら全力疾しつ走そうするという、奇妙な絵え面づらが見えていることだろう。

「実はね、いまトップを走っている男の子は、抱かかえている女の子のためにこのスポーツ大会に参加したんだ」

「お、お兄さま？」

　ちょ、急になにを言いだすんだよ、流りゆう星せいさん。

「優勝賞品を、誕生日プレゼントに贈おくりたいんだってさ。ははは、おかしいよね。笑っちゃうよね。『君のために優勝を目指すよ』か。クサすぎるよ」

　嫉しつ妬とか？　流星さん。わざわざこんなときに僕を辱はずかしめなくてもいいじゃないか！

　笑い声、ひゅーひゅーとはやし立てる声があちこちから聞こえる。体育館という場所も相まって、反はん響きようしているんだろう。とにかく耳につく。

　でも、こっちはいたって真剣なのだ。

　結果おかしなことになってるけど、やってる当人は優勝を目指して必死なのだ。

　そこは、そこだけは買ってほしい。

　人を一人抱かかえたまま走るのって、大変なんだよ。特に、普段から体を鍛きたえてるわけでもない僕のような人間にはさ。

　それでも、走ってるんだよ。

　人から笑われながらも、走り続けてるんだよ。

　一歩一歩足を踏ふみだして、目標に向かって突き進んでるんだよ。

　誰だれか、応援してくれてもいいじゃないか。

　横で見てる人からしたら、バカなことなのかもしれないけど────。

「がんばって」

　すごく近くで、そんな言葉をかけてくれる人がいた。

「がんばって」

　僕の腕の中で、その人は言葉を繰り返した。

　たったそれだけで、その一言だけで、気合いは充分。疲れなんて吹っ飛んだ。

「うおりゃあああああああああああああああああああ」

　周囲の音をかき消すように叫んで、駆ける。

　不ふ破わの追撃を振り切り、僕はトップで走り抜けた。

　ゴールテープを切った僕に、流星さんの言葉が聞こえてきた。

「でも、ボクは嫌いじゃないな。そういうの」

　息が切れていて反論できない。

　だから、心の中でブー垂れておく。

　うるへー。褒ほめるんなら素直に褒めろ。










　梅つ雨ゆのじめじめ。

　曇どん天てん。

　そんな物は関係ないっ！

　屋内のテーマパークに、外の気候など関係ないのだ。

　ついにやってきた。

　優勝特典である、オープン記念イベント当日。

　一歩中へと入ればそこは常とこ夏なつ、パラダイス。

　椰や子しの木が何本も植えられていたり、波の音が聞こえてきたりする。

　さらには夏を盛り上げる陽気な音楽がうっすらとかかっていて、もしも目隠しして連れてこられたら、ここはハワイなんじゃないかと勘かん違ちがいするほどだ。

　もちろん僕はハワイなんて行ったことないから、空想上のハワイのイメージではあるけども。

　その他ほかだと、タヒチとか？　パラオとか？　グアムとか？　この際どこでもいいや。

　テーマパークに着いた僕たちは、入り口で女性陣と一いつ旦たん別れ、着替えを済ませることに。

　さも当然といった顔で男子更衣室に付いてこようとする嘉か保ほうさんを追いだす。

　でも深くはツッコまない。ツッコむ必要がない。機嫌を損なわせてはいけないのだ。

　彼女は必要な人材。男の裸ら体たいを写真に撮ろうとする変な趣味さえなければ、ここにいなくてはならない存在なのだ。

　丁重にご退場願ってから、僕たちは着替えを済ませた。

　男子の着替えは簡単だ。ほとんどのやつがズボンの下に海パンをはいてきていたので、脱ぐだけである。

　そうしたら、なぜかさっき追いだしたはずの嘉保さんが舌打ちをしながら更衣室を出ていった。いつの間に再入室されたんだろうか。やはり準備は万全にするにこしたことはない。

　帰りの着替えは特に気をつける必要があるだろうな！

　そんなこんなで男子の準備などあっという間に終わり、現在は女性陣の登場を待っているという状況である。

　みんなそわそわしながら到着を待つ。

　流りゆう星せいさんは目を瞑つぶってなにやらぶつぶつとつぶやいている。ぶっ倒れないように精神を統一しているのかもしれない。くれぐれも、プールの中で流血は勘弁してもらいたい。

　音おと無なしさんとしぐれさんの水着に期待するのは当然だが、実は今日、なんと芹せり沢ざわさんも来ているのだ。人数的にはオーバーだったのだが、法ほ螺ら田ださんが気を利きかせてくれたのである。当日、土ど壇たん場ばで実況と解説を引き受けてあげたお礼らしい。

　これも芹沢さんの脅おどし……じゃなかった、営業の力なのだろうか。

　とにかく、そんなことはどうでもいい。

　芹沢さんの水着も楽しみなわけですよ。普段、スーツ姿ばかりの芹沢さんだが、そのスタイルの良さは隠しきれていないわけで。

　そんな期待の集まる中。

　お！　嘉か保ほうさんがやってきた。

　まあ、なんというか、彼女の水着姿もなかなかのものではある。

　小柄な割に、悩ましいスタイルをお持ちだ。小柄だからこそ、不ふ釣つり合いなほどにそびえる御お山やまがちょっと背はい徳とく的というかなんというか。

　あと、花柄のワンピースは反則だと思う。どこの小学生だよ。いや、こんな胸の大きな小学生はいないか。

　さらに、愛あ好こと霜しも月つきさんが手を繫つなぎながらやってきた。

　愛好については、べつに感想などない。こいつも成長してるんだなあ、くらいだ。

　霜月さんは、この前下着姿を見ちゃってるから、なんだか意識してしまって恥ずかしい。

　普段は制服姿しか見ることのなかった彼女らが、今日はとてもすてきに見える。

　となると、女子の皆さまには非常に申し訳ないが、思春期男子たちは下世話な話で盛り上がるのである。

　高たか見み沢ざわと久く住ずみがこんなことを話していた。

「嘉保芽め愛あ璃り…………結構あるんだな」

「俺おれ、実は前からあいつのこと結構好きだったんだ」

　分かる分かる、たったそれだけのことで、気になっちゃうんだよね。

「霜月さん…………結構控えめだな」

「俺、実はこの前からあの娘このこと結構気に入ってたんだ」

　結局どっちでもいいのである。女子の皆さまには朗ろう報ほうではないだろうか。女性は胸のサイズではないのだ。

　さらに、天あま池ちは僕のところへやってきて気味の悪いことを言ってきた。

「常つね村むら、将来、お義に兄いさんと呼んでも構わないか？」

　なにやらメガネ同士で引き合うものがあったのだろうか。まあ、愛好がつけてるのは度が入ってないけど。

　とりあえず天池にはメガネを替えるように忠告しておこう。きっと度が合ってないんだ。

　さてさて、ひとしきり盛り上がったところで、がらりと空気が変わるのを感じた。

　声が聞こえた。

　少しずつ、声が近づいてくる。

　男性陣の視線が一点に集まる。

　話をしていた人も、口をつぐむ。

　待ち望んでいた。このときを。

　僕たちは、この一ひと時ときのために、あの熾し烈れつな戦いを勝ち残ったのだ。

　これが、僕たちへの、本当の意味での優勝特典。

　ついに────。

　音おと無なしさんの姿が────。

「………………え」

　なぜ。

　ホワイ。

　なんでなんでなんでなんでなんでなんでなんでなんで！

　なんでなんだよおおおおおおおおおおおおおおおお。

　現れた音無さんは、ここへ来るまでとまったく同じ、私服。

　さらに、その横にいるしぐれさんはゴスロリ。

　芹せり沢ざわさんも見慣れたスーツ姿。

　三人とも水着ではない。

　肌はだの露ろ出しゆつは、腕や脚あしのみ。

　なん…………で…………。

　周りを見渡せば、男性陣が真っ白になっている。

　右を向く。首を横に振って、意味が分からないというジェスチャー。

　左を向く。同様に、首を振られた。

　嘉か保ほうさんもカメラを構えたまま固まっていた。

　僕も意味が分からず、ただただ音無さんを見つめる。
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　すると、音おと無なしさんが僕を見つけて話しかけてきた。

「待った？」

「いや…………」

「あれ？　どうしたの？　なんか落ち込んでるように見えるけど」

「いや……その…………」

　予想外の展開に、二の句が継げない。

　そんな僕の目の前に音無さんがやってくる。

　ちらりと周りを見てから、おもむろに────。

「さて、じゃあ、いまから殴なぐるけど」

「は？　ちょっと待っ…………げぶぁ」

　痛い！　な、なにさ。もう、なんなのさ！

　さっそく一発を腹にたたき込んできた音無さん。痛みで後ずさる僕へ、さらに彼女は詰め寄ってくる。

　僕の耳元に口を寄せて、ぽそりとつぶやく。

「聞いちゃった」

　ぎくり。

「な、なにを……？」

　音無さんが、そっと手のひらを差しだしてきた。

　その上に載ってるのは…………。

「なっ！　げ、源げん太たさん!?　なんでここに…………成じよう仏ぶつしたんじゃないんですか!?」

『は？　なんでわしが成仏せにゃならんのだ』

　だ、だって、スポーツ大会のとき…………。

　え？　あれは、ただ一いつ旦たん帰るとか、そんなことだったの？

『だいた…………むぎゅ』

　なにか言いかけた源太さんだが、音無さんに握りつぶされてしまった。

　源太さん……余計なことを。最初に誕生日プレゼントを思いついたときの、学校での僕らの話を聞いていたのだろうか。

　聞いていたのなら、情報は正確に伝えてもらわないと困るんだけど！

「そんなに、あたしやしぐれの水着姿を見たかったんだ？」

「は？　いや、それは…………」

「あたしだってね、分かってるつもりよ？　男の子だもんね。女子の水着姿を見たいって気持ちは、分かってるつもり」

　言いながら、音無さんは友人たちをゆっくりと見ていく。

　高たか見み沢ざわも久く住ずみも天あま池ちも、一様にびびって縮こまる。

　いや、音おと無なしさんは勘かん違ちがいをしている。水着に関しては本当におまけなんだよ。僕だって高たか見み沢ざわたちに言われなかったら気づかなかったくらいなんだし。

　だから、こいつらだって同罪なわけで…………。

「音無さん！　言いだしっぺは良りよう人とです！」

「てめえ高見沢！　裏切ったな！」

　ぐりん、と音無さんの目が再び僕をロックオン。

　あいつら…………友人を売りやがった。

「べつにね、水着になってもよかったの。男の子からそういう風に見られるんだろうなってのは、最初から予想してたから」

「じゃ、じゃあなんで、私服なんでしょうか」

「ここ、べつに水着じゃなくちゃ楽しめないってことじゃないし」

　まあ、そうだね。水着のまま楽しめるアトラクションがあるってだけで、普通に服を着たままでは楽しめないってわけじゃあない。現に、僕らの他ほかに招待されたお客さんの中にも、水着になってない人が結構いるみたいだし。

「あとは……まあ、誕生日ってことで、色んな現場でケーキもらって食べてたから、最近ちょっと…………って、それはどうでもいいのよ！」

「お、音無さん、ちょっと落ち着いて…………。まずは冷静に」

「最初から素直に誘さそってくれれば、あたしはこんな風に怒ったりしないのよ」

　音無さんが源げん太たさんをぽいっと投げ捨てる。

　そして、指の骨をぽきぽきと鳴らそうとしている。うまく鳴ってないけど。そんなところがちょっとキュート、とか言ってる場合じゃないって！

「なのに、あたしのためだとか、プレゼントだとか、自分の欲望を正当化するような御ご託たくを並べて…………」

「いや！　それは」

　僕は水着のために企画したんじゃないんだよ！

　純粋に、音無さんのことを思ってたんだよ!!

「しまいには、あたしのことが大好きだとか、乙女の純情まで踏ふみにじって!!」

「だから、ちがっ」

「あたしは！　あんたが!!　すっごいムカつくのよおおおおおおおお」

「ぶっぱぁああああああああああ!!」

　お、音無さん。大発見だよ……。薄い服一枚あるかどうかで、防御力ってだいぶ変わるもんなんだね。海パン一丁の僕には、その攻撃は厳しすぎる…………。

　宙を飛びながら、薄らぐ意識の中、僕は素晴らしい発見をした。これを元に論文でも書いて、ノーベル平和賞でも狙ねらってみようか。『服を脱げ。痛いだろう。ならば戦争をやめるんだ』的なタイトルで。

　床に叩たたきつけられた僕は、救いの神を求める。

　周りには、触らぬ神に祟たたりなしの男性陣。

　霜しも月つきさんはおろおろとしているだけで助けは期待できないし、愛あ好こにいたっては音おと無なしさんを焚たきつけるようなことばっかり言っている。

　あてになりそうなしぐれさんと芹せり沢ざわさんはにこにこと微笑ほほえんでいるだけ。

　最後にぱしゃり、とフラッシュを浴びせるのはもちろん嘉か保ほうさんである。

　ダメだ。覚悟を決めるしかないか。

　音無さんを見上げる。

「はあ、はあ、はあ……。芹沢さんやあんたが、変なことを言ったりしたりするから…………」

「う、ぐ…………へ、変なこと？」

「うっさい！」

「うっぎゃああ」

　四つん這ばいに倒れた僕の手のひらを、音無さんが素足で踏ふみつける。よかった、ここが外そと靴ぐつ厳禁の屋内プールでよかった。

「まだまだいくわよ」

　あごを蹴けり上げられる。その衝しよう撃げきで、僕は仰あお向むけに倒れる。

　テーマパークの天井には、青空が。すげえ、天井まで凝こってるんだ。

「よいしょ」

　作り物の青空に目をとられていたら、音無さんが僕の上に乗っていた。

　マウントポジション。

　なぜだ。オープンすれば家族連れで賑にぎわうこのテーマパークで、なんで僕はアイドル声優さんにマウントを取られなくちゃいけないんだ。こんな惨さん劇げき、レジャー施設に似合わないって。

　意味が分からん。

　お腹なかにあたる柔らかい感触を味わっている場合ではない。

　暴れるとスカートの中が見えてしまいそうだけど、そんなことを気にしている場合ではない。

　だいたい、変なことってなにさ。

　僕、なにか言った？　いつ？

　あ、そうか、分かったぞ！

　音無さん、ツッコミ待ちなんだ。

　彼女はツッコまれるのが好きだから、むちゃくちゃなことを言って、ツッコまれるのを待ってるんだ！

　いつも言ってるもんな、「あたしにツッコミなさいよ！」って。

　よーし、そうと分かったら。

「なんでやねーん」

　ぺし、と。

　手の甲で音おと無なしさんの肩をはたいた。

「ふふふふ…………。いい度胸してるわね、あんた」

「あ、あれ？　ちょ、ちょっと待って待って待っ────」

　僕、なにか間違えた────!?

「あ、そっか。あんた、あたしにツッコんでもらいたいんだ？」

「え？」

「そっかそっか、そうよね。いつもあたしがあんたにツッコんでもらってるんだもん。たまには、立場が逆になってもいいわよね」

　いや、恐こわい顔してなに言ってんすか。

「今日は、思う存分あたしがツッコんであ・げ・る」

　ひ、ひいっ！

　もうすでにたくさんどつかれてますけど！

　慌あわてて顔をガードすると、防御体勢をとった僕の腕ごしに音無さんの顔が。

　音無さんの発する小さな声はガードをすり抜けて、僕の耳に聞こえてくる。

「これが原因であたしの人気が落ちたら、あんたのせいだから」

「は、はい？」

「責任、取ってよね」

　あれ？　音無さん、ちょっと震ふるえてる？

　怒りかな？　違う理由でかな？

　あ、そうか。

　音無さん、いま、みんなの前で僕に暴力を振るってるんだ。

　なんにも演じていない音無さんなんだ。

　スポーツ大会のときのように、つい勢いで、っていうわけでもなく。

　いままで積み上げてきたものが崩くずれてしまうのを覚悟した上で、音無さんのほうから歩み寄ってくれているんだ。

　音無さんの顔が遠のいていく。

　そんなに心配しなくても、不安にならなくても大だい丈じよう夫ぶだよ、音無さん。

　ガードの隙すき間まから、友人たちをのぞき見る。

　こいつらは、音無さんのことが大好きなんだ。嫉しつ妬とのあまり僕に暴行を加えるくらい、音無さんのことが大好きなんだ。

　だから、信じてるぞ、おまえら。

　口火を切ったのは、高たか見み沢ざわだった。

「どんどんやっちゃってください音おと無なしさん！」

　続いて、天あま池ちと久く住ずみも。

「バカは痛い目を見ないと理解できないからな」

「そーだそーだ！　いけいけ！」

　さすがだぜ、おまえら。

「あ、えっと…………」

　音無さんにとって、こいつらの言葉は予想外のものだったのかもしれない。でも、僕にとってはこれが普通だ。予想通りの想定内だ。

　みんな、音無さんのうわべだけを好きなわけじゃあない。

　そりゃあ、アイドルとしての音無まどかが好きだって人はいっぱいいるだろうさ。それこそ、音無まどかのファンを名乗ってるやつらは、アイドルとしての顔が好きなんだろう。

　でも、そうじゃない人だって、いっぱいいると思うんだよ。

　同じ学校の、同じクラスで生活を共にしているようなやつらにまで、アイドルの顔を見せなくてもいいんじゃないかな。

「…………そ、そうよね！　ちょっとくらい痛い目を見ないとね！」

　あ、なんかちょっと吹っ切れたみたい。

　よかったよか────。

「ぶごあッ！」

　よくねえ！

「ちょ、音無さ…………」

　音無さんの拳こぶしが近づいてくる。

　僕の意識が遠のいていく。

　殴なぐられているのに、ちょっとだけ嬉うれしかった。

　僕は、そっちの道に目覚めてしまったのだろうか。

「がふっ」

　ごめんなさい噓うそです！　痛いです、やめてええええええええ！








了









あとがき




　どうもお久しぶりです。貝柱を取るのが苦手なサイトーマサトです。なぜかいっつも残るんですよ。たとえ体は奪うばえても、一番大事なところまでは奪えないんだからね！　ってことですかね。ちっくしょう。

　ちくしょうといえば、ずいぶん前に担当さんとこんなやりとりをしました。

「あの……私、こんな物語を書いてはいますが、別に自分自身がラジオに出たいってわけじゃあないですからね？」

「はいはい。じゃあ、そういうことにしておきます（笑）」

　…………ちっくしょう。担当さんとのお付き合いは、デビュー前から数えると、この本が出た時点でもう一年以上になるわけですが、はたしてこちらの意図はきちんと伝わっているのでしょうか。私、あの言葉、忘れてませんからね？　この場を借りてアピールしておきます。

　と、ここまで書いておいてなんだか本当に恐こわくなってきました。なぜ突然こんなことを書いたのかと言うと、友人たちとも同じようなやりとりをしたからです。さらに、ちょっと前に始めたツイッターで、読者の方にも同じことをつぶやかれたからなんですが…………いいですか皆さん。くれぐれも、本に挟はさまっている愛読者カードの備び考こう欄らんに、変なコトを書いて送ったりしないでくださいよ？　あそこには、素直な感想や意見を書いてくださいよ？　フリじゃないですからね？　絶対ですよ？　大事なことなのでもう一回言いたいところではありますが、紙し幅ふくが足りないようなのでやめておきます。ああ、不安だなあ！

　さあ恒こう例れいではありますが、この辺りで感謝の意を…………と思ったのですが、恒例になっているのは、感謝というよりも謝罪のような気がします。ごめんなさいごめんなさい。担当さん、イラストを描かいていただいている魚さかなさん、今回も私のわがままを聞いてくださいまして、誠まことにありがとうございました。どうも私は土ど壇たん場ばで色々と変更したくなる癖くせがあるみたいです。ごめんなさいごめんなさい。これからも厄やつ介かいをかけますが、どうぞよろしくお願いします！

　この本を皆さまへお届けするまでに関かかわってくださったすべての方々にも等しく感謝を。ありがとうございます。締切をぶっちぎってるのに予定通り本が出るということは、どこかで誰だれかが泣いているということです。その涙の責任は、他ほかの誰でもない、私が取らなければいけません。つ、次こそはもっとスムーズに…………。ごめんなさいごめんなさい。

　最後になりましたが、この本を手にとってくださったあなたに、最上の感謝を申し上げます。

　あなたの貴重なお時間をほんの少しでもいただけたのなら、こんなに幸せなことはありません。本当にありがとうございました！　お相手は、サイトーマサトでした！
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サイトーマサト

花粉に弱いので、春はマスクが手放せません。ただ、街中でこんなマスクをつけてる人がいても、恐らくそれはサイトーではありません。ちなみにこれ自作です。写真撮るまでに二時間かかった……。
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イラスト／魚さかな

最近になって細かなＰＣトラブルが頻発。メインマシンの替え時かと思いＰＣまわりを一新してみました。で、ひと月経つんですが、忙しくてセッティングできず。そうこうしてる内に、今のマシンが壊れるんじゃないかと……ブルブル。
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